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  序論


  今回のテーマについては、幾つかの述べ方ができます。そこで、少なくともこの黙想の序論の部分について概観しようと思います。


  神の現在の御旨


  １．この世から一つの民を招集すること


  まず第一に、この経綸の特別な性質を思い出すと助けになるでしょう。この経綸は主イエスの昇天から再来までの期間を含みます。また次のことを思い出すと良いでしょう（悲劇的なことに、主の民はこの経綸中、常にこれを覚えていたわけではないからです）。すなわち、この時代、この経綸における、この世に対する神の主な関心事は、それから何かを取り出すことであって、それに対して何かを行うことではないし、その中に何かを得ることでもない、ということです。この問題についてはっきりさせないかぎり、私たちは主に関する他のどの問題――主の御業、主の御旨、主との交わりの生活の問題――でも混乱してしまうでしょう。


  主がもっぱら専念しておられるのは、この世から何かを取り出すことです。それ以外のことはみな、裁きに向けてこの世を整えるものにすぎません。地上から取り出す神の活動が完了する時、この世に対する裁きがなされます。ですから、この世を改善すること、その中に神からの何かを設立すること、地上で神のために何かを確立すること、といった考えはすべて間違った考えであり、多くの誤謬へと導きます。そして結局は失望という結果になります。


  ２．この招集は主に霊的なものである


  この経綸における神の主要な働きに関して、次に思い出すべきは、地上からのこの摘出は主に霊的なものである、ということです。もちろん、主はご自身の民を代々この世から引き出しておられます。最終的に、彼の出現を待ち望んでいる人々の残りの者が、文字どおり見事に引き出されるでしょう。しかし、この引き出しは、この経綸全体にわたって、霊的なものです。文字どおりの、すなわち物理的な引き出しは、一つの局面の終わりにすぎません。


  この霊的引き出しは、第一に、一つの転機、つまり新生という転機によります。この転機により私たちは、自分は別の領域から生まれたこと、自分はもはやこの領域には属していないこと、また、新生によって得た自分の存在の最も深い実在はこの世からのものではなく天からのものであることを、自覚するようになります。これがこの世から摘出される転機です。


  それから、第二に、この転機が一度生じた後、継続的な摘出、贖い、解放（どれでも好きな言葉を選んでください）が続きます。それは、ある意味において、巡礼、退去です。まことの道を主と共に歩んで行くにつれて、私たちは霊的な意味でこの世からますます遠ざかっていきます。


  これらは単純な初等的真理であり、だれにも目新しいものではありませんが、基礎を据えるために強調する必要があります。


  ３．神がご自身の民をこの世に残しておられる目的


  神がこの世に残しておられるものには三つの目的があります。いま述べているのは、転機を乗り越えてその過程の中にあるけれども、依然としてここにあるものについてです。ここにありますが、この地上には属しません。それがとどまっているのには三つの目的があります。それは三つの異なる方面に対するものであり、第一に神に対して、第二にそれ自身に対して、第三にこの世に対してです。


  それがここにある目的の神に対する面は、地上で神の権益を代表することです。ダビデは自分の王国を追放されてエルサレムから追われた時、祭司ザドクを契約の箱と共にエルサレムに送り返しましたが、それは、そこが彼の場所であること、また彼がいつかそこに戻って来ることの証しでした。それと同じように主は、この世から追放されていますが、戦略的にご自身の民をここに置いておられます。この民は主ご自身と関係しており、主の権益をここで代表します。ですから私たちは、この横奪者の諸々の主張に対してこの地上のここで断固として立ち向かうよう求められています。私たちは、この世の君であるという悪魔の主張に対して異議を申し立てます。それは、正当な支配権を持つ御方の権利のためです。私たちはこの目的のために、神に向かって、ここに堅く立ちます。


  この目的の次の面、つまりここにある神に属するものそれ自身に対する面は、神に属するものの真の性質を学ぶことです。それとは別のものに囲まれてすごす寄留の時、私たちがこの地上に残されているのは、教育的目的のためです。そして私たちの学びは、神に属するものの性質を学ぶ、という方面でのものです。私たちには学ぶべき学課がたくさんあり、知るべき事柄がたくさんあります。それは、人に属するものと神に属するもの、アダムに属するものとキリストに属するもの、地に属するものと天に属するもの、肉に属するものと御霊に属するものの違いについてです。私たちの学びはこの方面でのものです。


  それはとても経験的・実践的なことです。もしあなたと私が突然天に引き上げられていたなら、すなわち、救われた瞬間天に移されていたなら、私たちは神に属する事柄全般の性質を直ちに熟知するようになっていたでしょう。しかし、今となっては不明な形で知るようになっていたでしょう。別の言い方をすると、そうだったら不明だったような形で、私たちは今それを知るようになりつつあるのです。もしそうだったなら、私たちはそれを客観的なものとして、自分たちの周囲に定着しているものとして、知るようになっていたでしょう。そして、そのようにしてその中に入っていたでしょう。しかし私たちはここに、相争う諸々の要素の中に残されており、それによってそれを経験的に学びつつあります。そして、それは苦難を通して、矛盾を通して、訓練を通して、膨大な内的歴史を通して、私たちの中に造り込まれつつあります。それは私たちのまさに存在中に造り込まれつつあります。これがご自身の民を教える神の方法です。これは最も有益な方法です。そうでなければ、神は別の方法を取っておられたでしょう。


  次に、ここにある神に属するものの人に対する面については、それは証し（testimony）と証し人（witness）の問題です。この二つの言葉は同じ意味ではありません。証し人は道具であり、証しは証し人によって与えられるものです。主は真理の化身である何かをここに持たなければなりません。それは化身であるので、真理を示します。これが証し人と証しの違いです。私たちが人に対して、この世に対して、地上のここにいるのは、真理の化身・表現になるというこの目的のためです。


  ですから、次のことがわかります。主は、本質的であり全くご自身に属するものを、一時の間ここに残しておられますが、これはそれをここに定住させるためではありません。それをここに確立するためではありませんし、それをここで事物の一部とならせるためでもありません。そうではなく、それがここにあるのは神の諸々の目的のためです。そしてそれらの目的がある点に達して、主がご自身の知恵と主権により「その器を天に移した方がよい」と見なすようになる時、主はしかるべき行動を取られます。


  神の模範である人の子


  これはみな、キリストの生涯の二つの特徴に集約されます。


  （ａ）この世の中にあるが、しかしそれに属さない。あの短い滞在の中に、この地上ではなく天と連携して生きる生活のすべての法則が込められています。彼の居場所は、ここにおられる間、御父のふところの中にありました。彼は神と共におられ、この世に属していませんでした。彼はこのような関係の諸々の法則によって生きました。そして彼がこのような生き方をされたのは、人は神によって生きるよう召されているという事実を示すためでした。たしかに彼は神でした。これはさしあたって問題ではありません。しかし、私たちは別の面を強調します。それは、なぜ彼はここで生きる必要があったのかを理解するためです。それは次の事実を示すためでした。すなわち、人はたとえ地上に生きていたとしても、それでも諸々の法則――それに従うならこの世の人とは異なる存在にしてもらえます――に治めてもらえる、という事実です。


  これは複雑に聞こえるかもしれませんが、一つの単純な事実に還元できます。彼は人としてこの世の中に生きておられましたが、それでもそれに属しておられなかったのです。そしてそのように生きるために、この世の法則ではなく天の法則によって治められている者として行動しなければなりませんでした。これが彼の生活の一つの面であり、私たちが述べていることはこれに集約されます。


  （ｂ）天の中にあるが、しかし教会の中で聖霊によりその天的生活を表す。すべてはこれに集約されます。聖霊が遣わされた主な目的は、教会の中でキリストを「再び生きる」ことであり、そうすることによって、教会をキリストにしたがって一人の天的な人に構成することです。こういうわけで、御霊による生活とは何か、御霊によって治められる生活とは何なのかを、理解することが必要になります。


  偉大な支配的法則である霊性


  キリストの生涯のこの二つの局面が結合しているけれども、それでも分かれている挿入期間があります。この挿入期間の間、この二つの局面が出会い、分かれます。この挿入期間とはキリスト復活後の大いなる四十日です。地上における彼の生活という最初の局面はこれに至り、天における彼の新しい生活がこれから始まります。この両者が出会います。彼は依然としてナザレのイエスですが、ある違いがあります。この期間にこれらが出会いますが、一つではありません。異なっており、分かれています。マリヤは、復活の朝キリストに会った時、以前の流儀にしたがって進み出ようとしたことでしょう。彼女は彼に抱きつこうとしましたが、彼は「わたしに触れてはならない」と仰せられました。ある違いがあります。ある変化があります。一言で言うと、以前のような関係は終わりを迎え、別の関係になろうとしていたのです。しかしそれでも、最も根本的な現実は存続します。この二つの局面、地的局面と天的局面が、この四十日間で出会いますが、それでもそれらは別のものであり、分かれています。これらの局面の両方を支配する一つの偉大な包括的法則、この挿入期間に明確に示されているのは、霊性です。


  霊性は大いなる決定的真理です。それは万事の真相を決定し、万事の価値を決定し、万事を支配します。マリヤは、他の者たちと共に、「キリストを所有するには、彼に会い、彼に触れ、彼を抱きしめなければならない」と思い込んでいました。キリストは彼らに二つのことをお教えになりました。一つは、そうしても真にキリストを所有することにはならない、ということです。最も根本的な現実、最も根本的な真理、キリストの最大の価値に照らして考えると、そうしてもキリストを所有することにはなりません。他方、まるで本当にキリストに会って、彼に触れたかのように彼を所有すること、そして、彼が肉体をもってここにおられる場合よりもいっそう実際的に彼を所有することも可能です。あらゆる現実の中で最も偉大なこの支配的法則は霊性です。


  霊性とは何でしょう？この四十日について考えるなら、霊性は肉にしたがってではなく霊にしたがってキリストを知ることに帰着することがわかります。人の肉的な標準、移ろいゆくものや目に見えるものに関する魂的標準にしたがってではなく、神聖な命の力にしたがって、内なる霊的な方法でキリストを知ることです。一言で言うとこれが霊性です。これについては、もっと述べなければなりません。


  この二つの局面が出会い、重なってはいるものの、それでも分かれている期間がわかります。主は、これらの局面を一緒にされたとき、それらは同じものではなく、一つではないことを明確に示されました。そこにはこの重要な違いがあります。私の理解では、それがこの四十日の目的でした。それは次の事実を彼らの前に示し、彼らの中に確立するためでした。すなわち、霊性は、キリストとの私たちの関係を支配する、また、この関係に関するいっさいの事柄を支配する、偉大な原則である、という事実です。


  決定的区別


  霊性については、もちろん、もっと述べる必要があります。霊性を、抽象的な、この世のものならぬ、空気のような神秘的要素――積極的・実際的なものとは全く関係がない――と混同してはなりません。霊性の意味に関して、人々は心の中に奇妙な観念を抱いています。芸術批評家の画廊を通ると、彼がたびたびこの言葉を口にするのを耳にします。芸術作品のことを「霊的」云々と彼は言います。そして、霊性を帯びているある作品についてあなたに告げます。あるいは、偉大な音楽作品を聞きに行くと、同じことを耳にします。「霊性」のあるなしで真の芸術的価値が決まります。建築の分野でもこの言葉が使われています。建築物に関して、その実際の構造や装飾についてだけでなく、無形の要素についても述べられます。それは「霊的」要素です。


  私たちは霊性に関する自分の観念の中からこの観念を一掃しなければなりません。それは霊性に関する聖書的意味ではありません。それは神秘的な、この世のものならぬ、抽象的で、空気のようなものですが、神の御言葉が霊性という言葉で意味しているものではありません。おそらく、これについて述べる必要はないかもしれません。しかし、私たちが霊性について述べる時、虚構の領域に心が漂ってしまう人々もいるでしょう。神の御言葉に適う霊性の上に、きわめて大きな問題がかかっています。きわめて途方もない結果がかかっています。


  これに関する馴染み深い例を挙げましょう。契約の箱の運搬方法・手段に関して、神は御言葉を通して啓示されました。契約の箱をとある場所からエルサレムに運ぶ日が来ました。ダビデは運ぼうとしました。ダビデの側には、「契約の箱を決まった場所に置かなければならない」という神の御言葉がありました。また彼の僕の側には、主に対する心からの献身と、主の権益に対する心からの熱意がありました。そして次に僕は、献身的愛情と熱意により、主の御旨と思ったところにしたがって（主の御旨に関する彼の認識は全く正しいものでした）行動しました。しかし、その御旨を遂行し、その計画を成し遂げようとしたとき、悲劇が降りかかりました。主はその日打たれたので、ウザは主の御前で死にました。何が間違っていたのでしょう？神の御旨は間違っていませんでした。契約の箱は決まった場所にあるべきことが、神の御旨でした。その献身的愛情には何の問題もなく、主に対するその熱意にも何の問題もありませんでした。


  どこに問題、欠陥があったのでしょう？主がご自身の御旨を実現される方法、行いたいことを主が行われる方法、主がそれを成し遂げられる方法について、当時の人々は認識しそこなったのです。間違っていたのは目的、動機、献身的愛情、熱意ではありませんでした。それはどう行われるべきかという領域で、認識が誤っていたのです。つまり、ダビデは神の御言葉の中に啓示されている水準、神の御言葉の中に具現化されている水準よりも低い水準にしたがって行動したのです。それは霊性における失敗でした。なぜなら霊性の特徴は霊的知性であり、この知性は神の意図に関するものであるだけでなく、神の方法に関するものでもあるからです。神の御旨に関するものであるだけでなく、その御旨を成就する方法に関するものでもあるからです。


  神がなさりたいことについての一般的な観念を持っていても、その方法については定かではないおそれがあります。しかし、これはそれに尽きません。その領域で悲劇が起きるおそれがあります。ですから、この事例の場合、霊性は御旨を遂行するための主の御思いに関する認識の問題であることがわかります。


  これは実際的でしょうか？これが実際的かどうか、ウザに尋ねてみなさい。主が打たれたあの日、それは実際的だったかどうか、ダビデに尋ねてみなさい。私たちが切り抜けられるか否かは実際的な問題です。それはとても実際的であるため、生か死かの問題になります。主の祝福がその上にとどまるか保留されるかは、実際的な問題です。きわめて重大な結果が霊性に伴います。なぜなら、霊性は主を内的に知ることを意味するからです。ですから、霊性はとても実際的であり、とても現実的です。それは私たちの生活にきわめて重大な結果をもたらします。


  私たちはこの馴染み深い例を挙げましたが、この例は事の一つの局面に触れるものであり、霊性が何を意味するのかを示しています。ダビデは最終的に神の意図を認識するようになりました。そして、神の御旨をすべて理解したか、あるいは部分的にしか理解していないかは、重大な問題であることを理解するようになりました。ダビデが理解した御旨の一部は、主は契約の箱を特定の位置、特定の場所に置くことを望んでおられる、ということでした。彼にはそれで十分でした。この目的に対する彼の熱意にとって、それを行う方法はあまり大した問題ではありませんでした。とにかく、それを行いさえすればよかったのです。しかし、この事例からわかるように、主にとって方法にはとても大きな意義がありました。正しいことを行う間違った方法があり、全体を禍の中に陥らせるかもしれません。ここでの結果はまぎれもなく、神の御旨を正しく認識したのに間違った方法で行ったことによる悲劇でした。それは霊性における失敗でした。なぜなら霊性は、主の方法、主の権益に関する知覚を意味するからです。


  神の性質の所産である霊性


  この時代の霊的な人々や、霊的なものである教会について述べる時、それが意味するのは、それらは神秘的である、ということではありません。私たちはこの言葉を、キリストのからだである教会、キリストの奥義的からだに関してよく耳にします。それが意味するところに私たちはとても注意深くなければなりません。聖霊は使徒パウロを通して、霊性をとても実際的な問題に適用しておられます。例えば、次の御言葉はキリストの肢体たちに宛てられています。「目は手に向かって、私はあなたを必要としない、とは言えません」。これは何ら神秘的ではありません。これは実に実際的です。自分の目に自分の手に向かって「私はあなたを必要としません」と言わせてみなさい。そして、この言葉にしたがって仕事をして、どれくらい先に進めるか見てみなさい！それはとても実際的な問題であることがわかります。キリストのからだは神秘的――実際的・積極的益のないものという意味――ではありません。


  霊的な民、霊的な人々について、あるいはこの霊的な経綸における教会について私たちが述べる時、それは神秘的である、それは隠された縁遠いものである、と言わんとしているわけではありません。神の子供や教会の真の性質は、この世から隠されているものであり、この世にとっては謎です。それに関して天然の人は、「どうすれば人は再び生まれることができるのですか？」「どのようにしてこの人は自分の肉を私たちに与えて食べさせることができるのですか？」「どのようにして死者はよみがえるのですか？」と尋ねてばかりいます。光で照らされていない人にとって、それは謎であり隠されています。それにもかかわらず、霊的な人々、そして教会の霊的性質は、とてもはっきりとした、とても積極的なものです。なぜなら霊性は、第一に、人がもともと持っている性質とは全く異なる性質を持つことを意味するからです。その性質は、質においても能力や可能性においても、全く異なっています。天然の人は御霊に属する事柄を受け入れることができませんし、知ることもできませんが、霊的な人にはできます。「こう記されてあるとおり、『目がまだ見ず、耳がまだ聞かず、人の心に思い浮かばなかったことを、神は、ご自分を愛する者たちのために備えてくださった』のです。そして、それらを神は、御霊を通して私たちに啓示してくださいました……』」（一コリ二・九）。


  霊性は、ですから、通常の人の性質よりも遥かに優る性質を持つことを意味します。その能力や可能性は、人に通常属している能力や可能性よりも遥かに高度です。これが霊性の性質です。それは神聖な可能性、神聖な能力であり、聖霊の働きと臨在のおかげで、内側にもたらされます。


  これは事実であり、あなたも私もそれが事実であることを知っています。しかし、それは私たちとそれを持たない人々との間に、きわめて実際的な困難を生じさせます。この困難を解決しようと試みてみなさい。再生されていない人に向かって主に属する事柄について話し始めてみなさい。そうするなら、無反応に直面することがわかるでしょう。宗教について、キリスト教や神学について話したとしても、たとえ（私たちにとって最も偉大な現実である）新生から話し始めたとしても、その経験をしたことのない人々、上から生まれていない人々は理解しません。「『再び生まれる』という言葉であなたが何を言わんとしているのか、私にはわかりません」と彼らは言うでしょう。その先に進んで、主に属する事柄――それらは主と共に歩む私たちの行程で私たちに臨んだものです――について話しても、その領域を自分が一人で進んでいること、霊的でない人々はみな蚊帳の外であること、そして、この二つの領域の上に橋を架けようとしても無駄であることに、あなたは気づくでしょう。これは私たちの生活の最大の問題です。よくご存じのように、他の人々に関するこの問題では聖霊の十全性に全く拠り頼むしかありません。


  たとえ持てる力を注ぎ尽くして、生涯の終わりまで宣べ伝えたとしても、神の御霊が活気、照らし、能力を聴衆に与えてくださらないなら、その宣べ伝えは空しく、私たちは愚か者のようであり、自分の力を空しく費やしたことになります。霊の事柄を天然的な心に理解させることは決してできません。しかしそれでも、「これらの霊の事柄は、神秘的で蒸気のような抽象的事柄であり、虚構的な空気のようなものにすぎない」とは言えません。それらは宇宙で最も偉大な現実です。それは想像上の事柄である、とは私たちは一瞬たりとも認めません。キリストとの合一によって私たちに臨んだ他のどんな事柄も、想像上の事柄ではありません。それらはとても現実的であるので、私たちのまさに存在そのものです。もしだれでも自分の信仰を捨てて、自分の信条について変心するなら、「それはその人が外套のように身にまとったものだったのであり、真実ではなかった」と見なすことができます。


  神を知る内的な知識


  さて、先述したことにより、真の霊性とその真価とは何かを説明する道が拓かれます。神の民全員ととても強く、明確に、大いに関係しているのが確実な一つのことは、不死であり不滅であるものについての問題です。宇宙のその他のものがすべて崩壊する時、他のものがみな荒廃して滅びる時、持ちこたえるものについての問題です。天と地が震われて、震われうるものが震われる時、この震い分けに耐え、この火に耐え、永遠に不滅であり続けるものが現れるでしょう。これは私たちと実際的な関係にあり、私たちが地上のこの場所にいる結果と関係しています。


  霊性の大きな特徴は霊的知性であり、霊的知性は主の御思いと御旨を内的に知ることです。それゆえ、これを神は求めておられます。なぜなら、これは他の何ものよりも長持ちするからです。これが、この経綸における神の卓越した至高の活動にあずかる意義です。この世とそれに関するものはみな、永続しません。ですから、私たちはその中に根を下ろしません。その中に深い土台を据えません。それと連合して建て上げて、それに神の名を付したりはしません。宗教的にそうしようとすらしません。あなたも私も、この経綸における神の至高の活動の中に入らなければなりません。これはこの世の外に出て、神ご自身と協力することです。これは他のものがみな消え去っても残ります。これは民の中に存在しているかもしれませんが、その本体は神を知る内的な知識です。これが霊性です。


  霊的な民、霊的である教会とは、高次の知性、人の知性や知識よりも優れた知識を持ち、それにしたがって働く民や教会のことです。これは実際的な面です。それに相応しい活動へと導かない、神の御思いに関するいかなる種類の知的理解も、間違った理解であるか、あるいは、その目的に届かないものであるかのいずれかです。とても多くの人々は、霊的な思想や観念について考え、常に表面下を探って見えない何かを理解しようとしていますが、彼らはきわめて非実際的です。生活の中に何の結果もありません。神聖に見える思想を持つだけでは不十分です。それらの思想を実際的形で表さなければなりません。


  神の働きは神の諸々の原則にしたがってなされなければなりません。そして、それらの原則は聖霊によって啓示されます。これが生活と働きにおける霊性です。この経綸においては、その違いは大いに明らかです。その正しさはあの人々からわかります。彼らは神の御言葉の中にある数々の観念を握って、次に、ペリシテ人の荷車に相当するものを造りました。ダビデがそれを組み立てたのです。つまり、彼らはこれらの観念にある形を与えたのです。その形は手で触さわれるものであり、地に属するものでした。彼らはそれをこの世の中に確立しました。そして、自分たちの体制――彼らはそれを時として教会と呼びます――を定めて、「これは御言葉にしたがっています。この御言葉にしたがって、私たちはこれを行ったのです」と言います。こうして、多くの異なるものが設立されます。それらはみな対立しあっていますが、それにもかかわらず、それらすべてが「神の御言葉によって設立された」と主張しています。これは正しいことでしょうか？それらの多くは排斥しあっていますが、それにもかかわらず、神の御言葉で自分自身を裏付けています。これは正しいことでしょうか？さて、そのどれも、それがこの地上に存在するものであり、この地上に確立されているものであるかぎり、御言葉の中にある神の御心を認識することに失敗しています。ここですべてが正道を踏み外したのです。ここですべてが誤ったのです。こういうわけで混乱と対立が生じ、神の御心の表れとは思えないこのような状況が生じます。それが実質的に示しているのは、「神には多くの異なる御思いがあり、その中に一致するものはない」ということです。神の御思いは一つです。神の御思いを持つには、あなたは本質的に霊的でなければなりません。そして霊的な思いを持つとき、あなたは表現における一つを得ます。使徒たちがその偉大な実例です。


  後で使徒たちの働きのこの最初の章を見ることにします。そしておそらく、その先に進むことになるでしょう。しかし、今強調すべきは次の点です。ここに見られるように、キリストと関わってきたそれまでの年月のあいだ明らかに一致していなかった人々が、みな共に立ち上がって語り、心、言葉、思いの一つ（oneness）を示したので、まるで一人の人のようだったのです。聖霊降臨の直接的表われは、それまで全く一つではなかった人々の間にきわめて顕著な形で一つが生じたことでした。ああ、人々を隔てる偏向性や相違！一つは聖霊降臨の強力な素晴らしいしるしです。それは神の御霊の完全な支配下にある人々の中に働く、神の一つの御思いです。これが霊性です。それは神の御思いを知る知性です。ですから、霊の人の中には、そして霊的なものである教会の中には、天然の人が持つよりも高次の知性にしたがった働きが見られます。それは、したがって、他のものがすべてなくなっても残るものであり、あらゆる試みや試練に持ちこたえるものです。それは神を知る内的な知識であり、絶えず成長していきます。


  現時点における私たちに対する主の関心事は、私たちが霊の思い（これは個人に関することであり、団体的な人つまり一人の新しい人である教会に関することです）に関する神の御心を知ることです。この霊の思いは聖霊によって天のキリストにしたがって構成されるものであり、聖霊は神の天的な人である主イエスの命・心・知性を私たちの内に複製してくださいます。


  どうか私たちの目がこれに対して開かれますように。そして、これについて考えていくとき、主が私たちにますます自由を与えてくださいますように。


  



  第一章 復活後の四十日


  さて、すでに述べた四十日について、キリスト復活後の四十日について考えることにします。この期間には、私たちがすでに述べたことがすべて具体的に示されています。つまり、霊的であって、この世の外にあるものです。この四十日間の行動により、キリストは霊性の意義を示されました。そして、聖霊の降臨により、使徒たちと教会はこの基礎の上に確立されました。この両者の関係を理解することが重要です。この四十日間により主イエスは何かを示しておられたのであり、聖霊降臨により使徒たちと教会はその基礎の上に確立されました。「それは何だったのか、何なのか」と包括的に問うなら、「それは現経綸において、どのようにキリストは臨在しておられるのか、どのようにキリストを知るのか、という問題である」と言えるでしょう。「四十」という数字は私たちにとって霊的生活の一つの相を意味し、主の臨在の現実について学ぶことと関係しています。


  信仰の新秩序


  使徒たちの働きの最初の章の物語によると、主は昇って行かれ、その後、雲が視界を遮ります。これが最初の点です。主が天に迎え入れられる時、この雲が視界を遮りましたが、それは全く新しい秩序を示すものであり、確立するものでした。それは信仰の秩序ですが、その信仰はあの四十日の全容を背景としています。これは理解するのがとても簡単です。


  主が現れたり消えたりされたこと、遠く離れた様々な場所で何度も弟子たちの不意を突かれたことを、あなたは思い出すでしょう。それには、弟子たちが関わっていたのは、肉体を離れた霊やたんなる幽霊ではなく、生ける御方である主ご自身であることを示す、数々の顕著な証拠が伴っていました。それらにはみな特定の目的があったことがわかります。主は遊んでいるわけでも、弟子たちをからかっているわけでもありませんでした。四十日間にわたる主の行動、働き、出現とその方法には、ある確固たる重大な目的がありました。それらすべてを背景としつつ、その後、弟子たちの前で主は昇天して、雲が視界を遮ります。聖霊は芸術的効果を狙って言葉を用いたりはされません。聖霊が言葉を用いられるとき、それには意味があります。このささやかな句を挿入する価値があると聖霊が思われるとき、聖霊はただきれいな絵を描いていて、「そこには雲があった」と述べておられるわけではありません。聖霊は霊的意味を持つそれ以上のことを述べておられます。彼が述べておられるのは、到来した秩序は、今や、視覚の秩序ではなく、信仰の秩序である、ということです。この雲は、導入された新しい秩序を、つまりこの経綸の支配的原則である信仰の法則を物語っています。どんな根拠に基づいてでしょう？この四十日の全容に基づいてです。この四十日間に起きたことは大いに現実的であり、真実であるため、自分たちはこの基礎の上で前進できる、と信じる信仰です。もはや主は見えず、雲が視界を遮っていても、この期間と同じように主は臨在しておられ、この先もその都度主を知ることができる、と信じる信仰です。これこそが、この期間に主が確立しようとされたことです。


  信仰の秩序をもたらしたこの雲の目的は、この四十日間のこの秩序が生活の標準的な秩序、物事の標準的な状況となるように、弟子たちを導くことでした。


  復活の主の臨在と復活の主を知る知識


  想像力を働かせて（こういったことについてそうしても時には許されると思います）この使徒たちの立場に身を置いたとしましょう。自分ならどのようにあの上の部屋に戻って来るでしょう。思い出してください、使徒たちは過越でパンを裂いたとき、その上の部屋に主と共にあまり長くとどまりませんでした。主はそこにおられ、彼らは主を見ました。彼らの中の一人は、主によりかかれるほど主のそば近くにいました。彼らは主の御声を聞きました。それは間違いありません。あの過越の晩、主はそこにおられました。さて、十字架、復活、四十日といった奇妙なことがすべて起きて、彼らはあの同じ部屋に戻って来ました。彼らはどのように戻って来たのでしょう？どう感じていたのでしょう？


  さて、あなたはある感慨深い折に、一人の愛すべき友と地上に共にいたことがあるかもしれません。その時、様々な事を語り合い、二人の間で取り決めをしたかもしれません。その取り決めは素晴らしい性質を帯びた、格別に印象的で意義深いものだったことでしょう。その友人は、おそらく、その後亡くなって、少しの時間がたちました。その友人はもはや昔のようにはあなたと共にいません。友が亡くなった後、初めてその部屋に戻る時、あなたはどう感じるでしょう？死が生じた、と感じるでしょう。そこにはある溝があります。当時の出来事が洪水のようにすべて思い出されますが、もはや友はいません。すべて消え去りました。喪失、痛み、悲しみの大きな感覚が生じます。悲劇的雰囲気がその場に漂っています。普通はそうなります。


  この弟子たちはそこに戻りました。彼らはどう感じたでしょう？これらのことの後、彼らがそこに戻ったとき、死が生じたかのように彼らは感じていたでしょうか？友はいなくなってしまった、世界は空虚である、すべては虚構である、人生は空虚だ、と感じていたでしょうか？いいえ、そんなことは全くありません。彼らがあの上の部屋に戻ったとき、主は去られたこと、しかし、主は常にそこにおられることを、彼らは自覚していました。主は死なれましたが、生きておられました。彼らは主を失いましたが、それでも主を持っていました。この四十日の趣旨は、主は常に彼らと共におられることを彼らに知らせることでした。主が求めておられたのは、彼らに関してこのような状態を造り出すことでした。すなわち、主は死なれたけれども生きておられ、主は肉声で彼らに語るのをやめられたけれども、彼らは主を知ることができ、主を知り続けることができる、という状態です。彼らは、自分の主人を失った人々のように、あの上の部屋に戻って来たのではなく、主と共に進み続ける者として戻って来ました。主は働くのをやめたわけではなく、働き続けておられました。語るのをやめたわけではなく、語り続けておられました。彼らがまたもやあの上の部屋で主の臨在の中にいるのを見ます。主はこの四十日によって彼らをこの立場に導かれたのです。


  その目的がわかります。また、この経綸に対する信仰の基礎がわかります。それは主の臨在の性質であり、主を知ることができる方法です。それが霊性です。この基礎の上に教会を確立するために聖霊は来臨されました。あなたや私、あるいは、主の民のどの団体も、もし真に聖霊の統治に服するなら、それは、ここに示されている完全な意味で、上の部屋となるでしょう。私たちは主の臨在を悟り、主はご自身を私たちに知らせてくださるでしょう。これはとても単純ですが、霊性の基礎であり、元より霊性の性質です。教会の霊的性質は、主の生ける臨在と、ご自身を知らせてくださる主のおかげです。


  主はご自身を彼らに知らされました。四十日のあいだ、主は彼らにご自身を現わされました。四十日でこの基礎を据えた後、別れの時が来て、雲が視界を遮り、彼らには主が見えなくなりました。続いて聖霊が来臨し、この四十日の基礎に基づいて、この四十日が意味するところ――それは主の生ける臨在と、主は絶えずご自身を知らせてくださるということです――にしたがって、教会が確立されます。この真理を新約聖書の中に見ることができます。また、それ以降ずっと、聖霊が何かを完全に御手の下に置かれる時にも見ることができます。主はそこにおられ、絶えずご自身を知らせてくださるのです。


  天の御座についている人である復活の主に順応すること


  さて、この章のいくつかの句を取り上げることにします。


  
    「イエスが上って行かれるとき、彼らがじっと天を見つめていると、見よ、白い衣を着た二人の人が、彼らのそばに立って言った、『ガリラヤの人たちよ、なぜ天を見つめて立っているのか？あなたたちを離れて天に上げられたこのイエスは……』。」
  


  「ガリラヤの人たちよ……」「白い衣を着た二人の人」。ここでも、聖霊は言葉に関して何の間違いも犯しておられません。聖霊は「ふたりの天使」と言うこともできましたが、そうされませんでした。聖霊は「ガリラヤの人たちよ……」と言ってから、「白い衣を着た二人の人」と仰せられました。ここに地的な人々と天的な人々がいて、地的な人々は天的な人々によって正されます。あるいは、天的な人々が地的な人々を天の現実に順応させた、とも言えるでしょう。「ガリラヤの人たちよ」。さて、ガリラヤ人という呼称は非難を表すものであり、軽蔑を示すのに用いられるものでした。他の人々は心の中で、ガリラヤ人のことをやや軽蔑していました。ですからここでは、天的統治により地的非難と天的栄光とが一緒にされています。この箇所には、実は天使である二人の人がいます。「彼らはみな仕える霊であって、救いの相続者である者たちに仕えるために遣わされたのではないでしょうか？」（ヘブ一・十四）。これは天的事柄の行政、統治です。


  この二人の人によって天的行政が臨み、地に属する人々の間にあった考えを正しました。天的栄光が臨んで、地的非難を受けていた人々を天的栄光に順応させました。二という数字は聖書では証しを意味します――「二人の証人の口によって」。「彼は彼らを二人ずつ遣わされた」。二という数字を見つける時はいつでも、証しに関して主が必要とされる最低限のものを見いだします。しかし、主にとって証しにはそれで十分です。


  さて、これらの句の意味について考えることにしましょう。天からの二人の人が、この人々を正します。この人々は聖霊の力の下に来て、天的な人々にならなければなりません。彼らは霊的な人々になるために、天の現実に順応させられつつあります。彼らはじっと天を見つめて立っています。彼らは心中どう思っているのでしょう？どんな表情を浮かべているのでしょう？おそらく、彼らの心には一つの大きな疑問、あらゆる種類の感情・希望・恐れが湧き起こっていたでしょう。「主が行ってしまう」「主を失ってしまう」「取り残される」。まるであの雲は、結局のところ、天のキリストと地のキリストとの間に大きな分断を生じさせようとしているかのようです。この二人の人の「……なぜ天を見つめて立っているのか？このイエスは……」という言葉は、その時彼らの内で起きていたことに対する答えとして受け取らなければなりません。彼らの眼差しに対する答えとして、また、彼らの眼差しの奥にあった彼らの気持ちに対する答えとして、受け取らなければなりません。この二人の人は「かつておられたイエスは」と言ったのではなく――「依然としておられるイエスは」と言いました。実質的に彼らはこう言いました、「彼は全く同じままです。あなたたちから離れて天に迎え入れられましたが、彼は依然としてイエスのままです」。こうして弟子たちはこの天的な人々によって、次の事実に順応するようにさせられました。すなわち、このイエスは天で生きておられるという事実です。その時から彼らは、「イエスは変わることなく、天でも依然としてイエスのままである」という基礎に立ち返り（なぜなら彼らはこの二人の人の言葉からはっきりとこのような結論を下したからです）、この基礎に基づいて進まなければなりません。彼は再び戻って来られますが、依然として天のイエスのままです。


  「これは強調しすぎであり、分析が細かすぎる」とあなたは思うかもしれません。しかしその背後には、指摘する時間がないほど多くのことがあります。


  証しの道具と性格


  聖霊が彼らを証しの中に導かれた瞬間から、この二つの特徴がある事実に注意してください。その特徴とは、聖霊は何度も二人の人を証しの道具に構成されたこと、そして、彼らの証しは常に「神がよみがえらせてご自身の右に上げられたナザレのイエス」だったことです。彼らはこれをどこで得たのでしょう？彼らの中の二人がご自身の秩序を代表するよう、主が常に配慮されたのはどうしてでしょう？パウロとバルナバが一緒に遣わされ、決裂した後は、パウロと他のだれかが遣わされました。主は証しのために常に最低限として二人を維持しようとされました。その証しは常にナザレのイエスであり、それ以外のものではありませんでした。その証しは、「……このイエスをあなたたちは殺して木に架けましたが、神はご自身の右に上げられました……」です。これは天からの二人の人によって確立されました。「このイエス」――彼は生きており、上げられて天におられます。二人の人は天の証しに同調しました。この天の証しは、復活の命と天に上げられたナザレのイエスに関する事実に対するものであり、この経綸のためのものです。


  これがこの経綸を支配しています。二人の中にこの証しがあります。そしてこの証しは、イエスは神の右で栄光を受けておられる、という事実に対するものです。今、聖霊が臨んで、この基礎の上に教会と信者を構成されます。それは教会と信者が、「イエスは生きておられる」という真理の化身になるためです。この真理はたんなる客観的事実として告げられるべきものではなく、器によって表現されるべきものです。「彼が生きていると、どうしてあなたにわかるのですか？彼を見たことがないのに」。「それは信仰によります」。「ああ、そうですか、信仰は疑いなく抽象的なものです。あなたはどうやってそれを証明するのですか？」。「私はその事実の化身です」。「ああ、それはうぬぼれです。あなたは高ぶっています」。「いいでしょう。私は地上でこの基礎に基づいて生きることにします。そうすればわかるでしょう」。主はこの基礎に基づいてあなたを取り扱われます。主はあなたの天然の命を砕き、あなたの天然の能力を砕き、それらを終わらせて、天然的な知識や知恵を清算されます。そしてついには何も残らなくなります。その時、主はある基礎に基づいて事を行われます。その基礎は圧迫に耐えうるものであり、あの働きを生み出せるものです。それは、イエスは信者と教会によって具現化される、という証しです。これがご自身の教会に対する神の御旨です。教会はこれからなんと遠く離れてしまったことでしょう。教会に対する神の御旨は、教会がイエスの証しの具現化・現われとなることでした。最初の時はそうでした。自分ではこの世の知恵やこの世の力に立ち向かえない人々を、神は選ばれました。彼ら自身は全く軽んじられている者でした。タルソのサウロのように、ひとかどの者と見なされるこの世の経歴が彼らにあろうものなら、主は彼らを捕らえて、彼らからそれをすっかり取り上げられました。そして、生きる望みを失って死を覚悟する境地に彼らを導かれました。それは、彼らが自分自身にではなく、死者をよみがえらせる神に頼るようになるためでした。主はこれを何度も行われました。そして彼らはこの証しになりました。あの証しの化身そのものになったのです。


  これからの逸脱がわかります。神が得る必要のあるものがわかります。それは霊性です。霊性は高尚な真理、進んだ教えに専念することではありません。霊性は、聖霊による、復活したキリストそして栄光を受けたキリストの具現化です。これを満たすとき、あなたは不滅のものに出会います。


  これが、この経綸で主が心に定めておられるものです。私たち自身は無であり、無以下です。主は私たちの知恵を打ち砕き、粉々にし、空にして、私たちを混乱させておられます。すべてが役に立たなくなって、この基礎に基づいて進めなくなる地点に、私たちは達しようとしています。試してみますが、それと一緒に進むことはできません。私たちはおしまいです。その時、主が常に来てくださり、私たちの命、私たちの知恵となってくださいます。しかしその知恵は、私たちに理解・把握できるような形で頭脳の中に形成されるものではありません。それはまさに営為であり、その結果から、それが神の知恵であることがわかります。主がどのようにそうなさっているのか、あなたにはわかりません。自分や他の人々によって、主の諸々の道を理解することはできません。しかし最終的に、働いていたのは神であって自分ではなかったことを証明する結果が生じます。「特定の方面で能力を与えてください」と、私たちの中の数人は主になんと叫んできたことでしょう。例えば、行政上の目的のためにです。しかし私たちは、組織・決定・決断という旧来の基礎の上では主の働きを全く行えないことに気づきました。私たちにできたのは、次に行うよう主が自分に仰せられたことだけであり、なぜそうするよう主が自分に仰せられたのかはわかりませんでした。その特別な動きに関して、私たちは行き先を知らずに出て行きました。しかし、主がその道を示されたことはわかっていました。その結果はどうだったでしょう？自分の機知や知恵では決して成し遂げられなかったことが成し遂げられたのです。それは神の証印を帯びており、永続します。それはこの世や自分自身からではない知恵です。


  言わんとしていることを示すために、私たちはこの点に光を当てました。これは包括的であり、多くの面があります。天からの二人の人が地上の他の人々を天に順応させます。


  天的関係・法則の理解と確立


  さて、その結果について見ることにします。その直接的結果は、彼らが理解力をもって行動したことです。彼らはエルサレムに戻って、上の部屋に行き、祈り続けました。何をなすべきか、彼らにはわかっていました。彼らは正しかったのでしょうか？確かに正しかったのです。彼らは今や天の支配下にあり、天の動きと関わっていました。聖霊はそのような彼らに出会われました。それで、聖霊は彼らを照らし、新しい経綸を開始されました。彼らは聖霊に対して正しい立場にありました。どう行動すべきか、次の段階は何かに関する理解力によって、彼らは行動していました。これは知性における霊性です。


  「白い衣を着た二人の人が、彼らのそばに立った」。そばに立った！繰り返しますが、このとてもささやかな句の価値を理解するなら、「言葉や語句を誇張している」とは感じないでしょう。「そばに立った」というこの句が現れる箇所を挙げてみてください。例えば、二テモテ四・十七の中のこの句を見てください。「しかし、主は私のそばに立って、私を力づけてくださいました……」。何のために主はそばに立たれたのでしょう？新しい立場にある人ならだれでも支えるためです。彼らは奇妙な立場、全く新しい立場に至りました。かつてそのような立場についたことはありませんでした。この道筋を辿った経験はなく、当てにするべきものも、頼るべき経験もありませんでした。


  使徒行伝の書は霊的原則に関する書です。主は、この弟子たちが確立されたことを、驚くべき、超自然的な、並外れた形で示しておられます。この経綸の間、主はこれらの原則に同じ証拠を伴わせる必要はありません。主はこれらの原則を確立するために、最初にそうされました。例えば、アナニヤとサッピラが破った原則があります。その原則とは、教会における聖霊の絶対的主権です。この原則は、最初に据えられるやいなや、破られました。そのため、主はこの原則を据える一方で、それを明確に確立し、それでアナニヤとサッピラがほふられたのです。多くの男女がこの経綸を通して全く同じことをしてきましたが、同じような形で打たれたりはしませんでした。決してその場で死んだりはしませんでした。これは、神にとってこの原則が弱体化したこと、神はそれに対する態度を変えられたことを意味するのでしょうか？決してそんなことはありません。原則を破るなら、霊の命の領域で必ず被害を受けることになります。そしておそらく、肉体の命においても被害を受けることになります。パウロはコリント人への手紙の中でこれについて述べています。「このせいで、あなたたちの間の多くの者は弱く病んでおり、多くの者が眠ったのです」。人々の体は病んでおり、コリントでは何人もの人が死にました。それは、ある霊的原則を破った結果でした。私たちはこう考えることができるでしょう。私たちが原則を破った瞬間に主が裁きをもって介入して打たれるにせよ、あるいは、主が忍耐のうちに静観されるにせよ、その原則に対する主の態度は全く同じなのです。


  別の例を挙げましょう。聖霊の賜物には異言の賜物が伴っていました。これにより、ある原則が確立されました。これは、この経綸の間ずっと、聖霊の臨在には常に異言が伴うことを意味しません。主はご自身の原則を確立するために驚異的な賜物をお与えになりました。その原則とは、聖霊の臨在が意味するのは、あなたは上げられて天然の水準を超越すること、あなたは新しい領域の中に移されて、天然によってはできないことを行うための新しい能力と力を得る、ということです。例えば、もしそれが天の言語の賜物であり、地上のすべての異なる言語の人々がそれを理解したとするなら、それは何を意味するでしょうか？新創造における神の働きの目標に私たちが到達する時、私たちはみな一つの言語を話すであろうこと、そして、みなが互いに理解しあうだろうことを意味します。あるいは、別の言い方をすると、罪を通して人々の上に降りかかった呪い、分裂と混乱であるところのものの結果が、永遠に終わるだろうことを意味します。これを御霊は保証されます。主は最初に、並外れた顕現によって、この原則を確立し、ご自身がその原則を据えたことをきわめて明確に示されました。私たちは毎回常にこの顕現を期待すべきではありません。むしろ、この法則を認めて、この時点に見られるこの原則を破らないように注意しなければなりません。


  やや脱線してしまいましたが、それは、この二人の人によって象徴されている主がそばに立って、全く新しいものを確立し、新しい立場にあって支えてくださることを示すためです。この二人の人がそばにやって来て、この弟子たちを天の基礎の上に、キリストは生きておられ高く上げられているという基礎の上に確立しました。


  この二人の人は「このイエスは」と言いました。なぜ彼らは「この主は」「この神の御子は」と言わなかったのでしょうか？彼らは絶対的正しさでそう言えたでしょう。ここでも、聖霊はこのふたりの使者を二人の人として描写しており、ふたりの御使いや、ふたりの天的存在として描写していません。そう言ったとしても、全く正しかったでしょう。その理由がわかるでしょうか？それは次の事実を明確に示すものだったのです。すなわち、神はこの経綸のために、栄光の中にある一人の人なる御方を新しい種族の頭とされたのであり、栄光の中にある人であるこの御方との私たちの合一こそがこの経綸の定めである、という事実です。神は一人の新しい人なる御方を持っておられ、人々をこの新しい人と同じかたちの中に導かれつつあります。この人は神ですが、人でもあられます。


  この経綸の目的は、人々をこの人なる御方に順応させることです。それで、二人の人が天からやって来て、地上にいる人々を天におられる人に順応させました。聖霊は来臨して、地上の人々を天におられる人にしたがって構成し、地上の人々を天におられる人のようにしました。使徒パウロは彼の手紙の中でこれを明示しています。彼の全般的目標は、キリストにあって完全にされたすべての人をささげることです。天におられるキリストが治めておられますが、それは形式的意味においてではありません。彼の統治は霊的なものです。そして、あなたや私が「自分たちは霊的采配によって治められている」と述べる時、それはキリストの統治と同じことを意味します。彼は神の御思いの完全な表現です。ですから、神の御思いのこの完全な表現が私たちを統治しなければなりません。神の御思いとは何でしょう？それは私たちの心の中の抽象的観念ではありません。神の御思いはひとりのパースンです。神の御旨とは何でしょう？神の御旨はひとりのパースンです。主イエスを見なさい。そうすれば、神の御心が十分にわかります。神の御旨が十分かつ完全にわかります。キリストにしたがって構成されることは、神の御思いと神の御旨によって構成されることです。聖霊は私たちに諸々の真理をもたらしておられるのではありません。キリストを私たちにもたらしておられるのであり、私たちをキリストの下にもたらしておられるのです。私たちを霊的な方法で、神の御思いの完全な表現であるあの人なる御方に同形化しておられるのです。


  これは個々の信者に言えるだけでなく、なおのこと教会にも言えます。つまり、教会は一人の「新しい人」であり、キリストにある一人の人の身の丈の全き度量に至らなければならないのです。神が求めておられる人間性は栄光の中におられるキリストの人間性であり、この人間性は地上の人間性よりも優っています。この証しは天の人に対するものであり、地上の人々によります。言葉によるのではなく、この天の人を表現することによります。彼は「あなたたちはわたしの証し人になります」と言われました。証し人とは何でしょう？証し人は情報を与える者のことではありません。法廷でそれを試して、それが受け入れられるかどうか見てみなさい。もしあなたが法廷に証人として呼ばれて、自分が受けた情報を与え始めるなら、あなたはすぐに「あなたが聞いたことを告げても役に立ちません。あなたは自分が知っていることを話さなければなりません。もしあなたが何も知らず、自分が知っていることを話せないなら、あなたは退席しなければなりません」と告げられるでしょう。証し人は、第一に、真理の化身である人です。


  これが天の人に対する証しであり、この経綸を画している主の昇天から再来まで及びます。これが霊性です。聖霊は来臨して、キリストの復活とその天的命という基礎の上で、私たちをキリストにしたがって構成されます。それは、私たちの中にある彼の復活の命という手段によって、主イエスの復活の事実が私たちによって表わされるためです。霊性とは、あなたと私が主の復活の命によって特徴づけられることです。


  すでに述べたように、これは一つの転機であり、一つの過程です。この転機は再生される転機です。この過程は、この命が増し加わる過程であり、私たちがますます主の復活の命によって生きるようになる過程です。キリストを知る知識が成長する過程です。天のキリストにはなんと途方もない豊かさがあるのでしょう！人に関する神の御思いの表現であるキリストを、私たちは永遠に学び続けることになるでしょう。霊性とは、漸進的に――キリストが神にとってどのような御方なのかにしたがって――彼を受け入れることであり、彼を私たちの命とすることなのです。


  



  第二章 内なるキリスト


  
    「イエスが上って行かれるとき、彼らがじっと天を見つめていると、見よ、白い衣を着た二人の人が、彼らのそばに立って言った、『ガリラヤの人たちよ、なぜ天を見つめて立っているのか？あなたたちを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたたちが見たのと同じ有様で、またおいでになるであろう』。」（使一・十～十一）。


    


    「……ついに私たちはみな、信仰の一に、神の御子を知る知識の一に到達し、一人の完全に成長した人に到達し、キリストの豊満の身の丈の度量にまで到達します。（中略）彼は肉体の中で敵意を滅ぼし、数々の規定から成る戒めの律法を廃棄されました。それは、彼がご自身の中で、二つのものを一人の新しい人へと創造して、平和を造るためであり、また十字架を通して、両者を一つからだの中で神と和解させるためでした。それによって敵意を殺してしまったのです。」（エペ四・十三、二・十五～十六）


    


    「……あなたたちは新しい人を着たのです。この新しい人は、それを創造された方のかたちにしたがって全き知識に至るように、新しくされつつあります。そこにはギリシャ人とユダヤ人、割礼と無割礼、未開人、スクテヤ人、奴隷、自由人はありえません。キリストがすべてであり、すべての中におられるのです。」（コロ三・十～十一）


    


    「……また、実際の義と聖の中で、神にしたがって創造された、新しい人を着たのです。」（エペ四・二四）


    


    「なぜなら、キリストの中へとバプテスマされた者はみな、キリストを着たからです。」（ガラテヤ三・二七）
  


  人の子の完成


  主イエスは数々の苦難により、人の子として完成されました。彼は完全であり、罪がありませんでしたが、それでも「彼は数々の苦難によって完成された」と私たちは告げられています。彼の場合、罪の問題はなく、この問題は人の子の完成とは無関係です。人の子の完成は次の事実と関係しています。彼には罪がなく、彼は自発的にご自身をささげて、神に頼る生活を送られた、という事実です。彼は決して自分に頼らず、自分自身の人間的願望を行わず、自分自身の人間的判断にしたがって生きず、自分自身の人間的欲望や感覚に従いませんでした。生活・行動・言葉といったどの事柄においてもそうであり、彼は御父から離れようとはされませんでした。この基礎の上で彼は、あらゆる種類の試みや試練――それはだれもが受ける可能性のあるものです――を受ける束の間の時のあいだ、服従されました。誘惑や試練に関して彼が何を耐え忍ばれたのか、私たちは比較的何も知りません。彼の生涯の記録は幾つかの試練・誘惑・苦難を見せていますが、それでも、あなたも私も彼の苦しみの深さや厳しさは決してわかりません。レビ記の最初の六つの章の数々の供え物は真にキリストの型ですが、実際上、どの供え物も何らかの形で火にさらされます。こういうわけで、全焼の供え物である彼の十字架においてだけでなく、同じように穀物の供え物という意味においても、彼の純粋で、聖なる、罪のない人間生活は火によって試されたのです。これらの火によって、生きるときも死ぬときも、彼は試されました。御父への信頼、御父への従順、御父から離れて少しでも行動するのを拒否すること、御父の時や御旨から出ているものは何でも受け入れること、という基礎について試されたのです。


  ゲッセマネの園と十字架における最後の恐るべき試練は、彼を打ちのめす――もし彼が打ちのめされえればの話ですが――のに十分なものでした。そしてそのような形で彼は完成されました――完全だったのですが、完成されたのです。


  この人性、この命を、彼は生きました。それは完全に神を満足させ、完全に地獄のすべての力と試みを打ち破りました。この人性とこの命は栄光へ、神の右手に、上げられました。その神の右手で彼は完成された人として明示されています。この人は罪がないだけでなく、試練を通して成長して完全な度量・完全な能力に至られました。これに関して、御霊は聖書を通して私たちに告げておられます、「あなたたちは新生しており、信仰を通して御霊を持っているので、今や、まさにこの命にあずかっているのです」と。この人性について物質的観点からではなく、完全な人間性・完全な性質の観点から考えるようにしましょう。この人性は完全に神を満足させました。そして、聖霊によって私たちに与えられ、私たちの命の最も真実で、最も内奥の現実となっています。それは私たちに与えられたキリストです。そして、主の食卓でパンを食す時、私たちは次の事実を証ししているのです。すなわち、私たちは今や、自分の天然的存在ではなく栄光の中におられるイエスご自身という基礎の上で、生活を営み、選択しているという事実です。次に、今度は私たちが試みられ、試されます。それは、キリスト、神の完全な人という基礎の上で生きるのか、それとも、その立場を捨てて自分自身の立場に戻り、何らかの形で自己の立場の上で生きるのか、ということに関してです。これが、「私はキリストと共に十字架につけられました……」というパウロの偉大な声明の奥底にある真理です。つまり、「私」が象徴するものはみな取り除かれ、もはや私ではなくキリストになったのです。


  ペンテコステの結果


  これは私たちを確かに、ペンテコステの意義、聖霊の意義へと導きます。再び問いましょう。聖霊の意義は何でしょう？聖霊の役割はまさに、主であり救い主であるキリストを私たちに示すことです。主はキリストを絶対的主権の地位につかせました。したがって、人々は救われる前に、キリストに服さなければなりません。これを理解するよう、主は人々に求めておられます。これを逆にするなら、不適切な結果を招くおそれがあります。というのは、キリストが救い主としてまず示されて、人々が救い主である彼のもとに来ることがよくあるからです。人々がそうするのは、罪が招いたあらゆる不幸や不都合から抜け出したいからです。これはまさに自分自身のために救いを願うことであり、したがって不適切な結果を招きます。神の順序を守るには、イエス・キリストをまず主として理解しなければなりません。これは彼への絶対的明け渡しを意味します。自分のために何を得るのかが第一ではなく、彼が何を獲得されるのかが第一です。人生における彼の権利が第一です。彼の主権への全き服従というこの基礎により、救い主である彼のあらゆる祝福への道が拓かれます。これが新約聖書の順序です。聖霊がなさる第一のことは、主であり救い主であるキリストを示すことです。


  内なるものとして啓示されるキリスト


  二つ目は、キリストを私たちの内に信仰を通して啓示することです。キリストが私たちに示される時、次に信仰が試されます。従順の問題、従順の中で表される信仰の問題が持ち上がります。それは瞬時のことかもしれませんし、同時に起きているので同じことのように思われるかもしれません。パウロの場合、それは同時か、ほぼ同時だったように思われます。なぜなら、彼に対するキリストの出現は、彼に対するキリストの提示でもあったからです。彼はそれを回想して、それはまた神の御子が自分のうちに啓示されることでもあった、と述べています。それらは一つの事の二つの面です。ほとんど同時かもしれませんし、そうではないかもしれません。それらは御霊の動きであり、まず信仰と従順を要求します。この基礎の上で聖霊は再び動いて、信仰を通してキリストが私たちの内に啓示されます。これは偉大なことです。私たちに関するかぎり、すべては御霊の動きのこの状況にかかっています。なぜならこれは、私たちとは「全く異なる」ものが自分の中に臨むことを、しかも、主権の観点からそれが自分の中に臨むことを、意味するからです。このように神の御子が自分の内に聖霊によって啓示されることは、自分の心の中にキリストが照らし出されることや、キリストを見る光を内側に与えられることではなく、キリストが分与されることを意味します。自分の内におられるキリストが啓示されることを意味します。キリストが自分の内に啓示されるだけでなく、自分の内におられるキリストが啓示されるのです。キリストは以前は客観的でしたが、今や主観的になります。それは私たちとは「全く異なる」何かです。キリストは自分とはなんと異なっておられることか。これを理解するには一生かかります。キリストは今や御霊によって私たちの内におられますが、それは主権者としてです。なぜなら、私たちを御前にひれ伏せさせることが聖霊のこの働きの目的だからです。


  ここで戦いが始まります。私たちのクリスチャン経験はすべてここから始まります。これが私たちの鍛錬、訓練、懲らしめの基礎です。霊的歴史がこの基礎の上に築かれていきます。私たちとは全く異なっておられるキリストが、細部に至るまで、あらゆる意味で、私たちよりも優位に立たれます。霊的知性はこれに由来します。これが霊性の何たるかです。それは、自分とは全く異なっておられるキリストを理解・知覚・認識することであり、次に、この知性とその働きに従うこと、つまりそれにしたがって働くことです。聖霊の降臨はキリストの主権を意味しますが、これはきわめて実際的なことです。それは、「そうです、私たちはキリストを神の御子として、主として、御座についておられる御方として、理解しています。そして、私たちはそのような御方である彼に服します」と言うことにとどまりません。聖霊は来臨して、私たちの人生全体にわたって、あらゆる点について、またほぼ毎日、これを適用され始めます。私たちの思い、意志、心、道に対するイエス・キリストの主権という問題に対する要求が、立て続けに私たちに臨むかもしれません。私たちにおける聖霊のこの反応は、私たちの行動に対するものです。私たちの行動に対して、聖霊が反対しておられるのです。それで、自分の行動が間違っていたことに私たちは気づきます。聖霊のこのような反応はみな、次の事実を明らかにします。すなわち、聖霊にとって、内側に啓示されるキリストは主権に関するものなのです。そして私たちは、自分とは全く異なっておられる彼に服することを学びます。


  神の安息に入る


  これにはいくつかの段階があります。最初の段階は、神の安息の中に入る問題です。そして、自分自身を終わらせる問題です。この問題がなんと速やかに聖霊によって生じるのかがわかります。自分とは大いに異なっておられるキリストがこのように与えられた目的がすべて実現されるためには、自分自身を終わらせなければなりませんし、自分自身の働きを終わらせなければなりません。これは、他方において、神の安息の中に入らなければならないことを意味します。つまり、十字架を受け入れて実際に通らなければならないのです。これは、ヨルダン川をイスラエル人が実際に通らなければならなかったのと全く同じことです。そしてその時、ヨルダン川は彼らの生涯の安息のための実際的活動原理となりました。それにもかかわらず、ヨルダン川が彼らの意識、彼らの認識中に一つの事実として確立されなければなりませんでした。それは将来全体の基礎としてです。私たちも同じように十字架を基礎として確立しなければなりません。これが神の安息の中に入る道です。


  イスラエルが良き地に渡ったのを私たちは見ます。良き地は彼らに対する神の安息を表していました。その前の世代について主は仰せられました、「わたしは怒りの中で誓う。彼らがわたしの安息の中に入ることはない」。そして彼らは荒野で滅びました。良き地に渡った世代は予型的・象徴的に神の安息の中に入ったものとして示されています。それはどのような安息だったのでしょう？絶え間ない戦い、戦闘、征服、力強い活動という安息でした。


  この安息の原則が、最初のエリコで確立されます。神はご自身の安息の性質を彼らに知らされました。それは、彼らにエリコの周りを毎日行進させて、何もするのを許さないことによってでした。これに大きな困難は何もありません。次に七日目に、彼らはこれを七回行わなければなりませんでした。その結果、この障害物は完全に崩れ去りました。これは彼らが行ったことではありませんでした。信仰の中で彼らは神の安息の中に入りました。そして、神があとの事を行われました。これが、それに基づいてその地を征服する原理だったのです。


  私たちの中には聖霊によって神の天的な人がおられますが、もしあなたや私がこの人と密接な関係にあるいっさいのものの中に入って行こうとするなら、神の安息がその基礎であることに私たちは気づくでしょう。神の安息とは何でしょう？それは、十字架で成就された御業を、つまりキリストにあって神の御業は終わったことを、私たちが事実として受け入れることです。もしこれに決着をつけたことが一度もないなら、その結果、前進することも成長することもないでしょう。自分自身を終わらせてキリストで全く占有されることが神の安息です。自分自身の救い、自分自身の聖別、自分自身の霊的生活、主のための自分自身の働き、自分の人生にはこの地上で主にとってどんな価値があるのか、という問題に捕らわれてばかりいるなら、どうなるでしょう。何らかの形、何らかの意味で、たとえそれが霊的な形だったとしても、自分自身にかかりっきりになっているなら、どうなるでしょう。霊的関心や霊的問題に気を取られるあまり、自分自身の霊的成長や発達、自分はどれだけ役に立っているのか、どれだけ多くの働きをしているのか、を見てばかりいるなら、どうなるでしょう。私たちは成長しないでしょう。これは、結局のところ、主に関する事柄の最初の段階ですが、主の民の多くはこの段階の最後に達するのに長い時間がかかります。キリストは私たちへと至る神からの義、聖別、贖い、知恵とされました。私たちは万事の基礎としてこれを確立しなければなりません。私たちの救いの問題は私たちが信じるとき決着がつきます。それは自分で自分に与えられるものではありません。自分の救いを失わないよう、それを自分で保ち、世話し、見張らなければならない、といったものではありません。救いはキリスト・イエスにあります。そして彼は今、十字架と復活を通って、どんな破壊的力も及ばない所におられます。彼は私たちの宝、私たちの救いをご自身の内に確保してくださっています。なすよう私たちが求められているのはただ、自分の信仰を私たちの救いである主イエスに向けることだけです。


  聖別の問題も同じです。彼は私たちへと至る聖別とされました。私たちは主イエスに占有されて、自分自身の立場を捨て去るべきです。そうすれば聖別の御業がなされます。主がそれを引き受けてくださいます。私たちの責任はキリストに信仰を置くことから始まり、それに尽きます。聖別の問題でもそうです。あとのことは主がしてくださいます。


  主に対する私の有用性、私の使命、私の奉仕、私の務めという問題を、私はすべて自分の肩に担わなければならないのでしょうか？そんなことは決してありません！奉仕と主に対する有用性という問題によって、神の子らのなんと多くが打ちのめされ、打ち砕かれ、悩まされてきたことでしょう。第一に、それは私たちの問題ではありません。自分の生活で何がなされなければならないのかは、私たちが主と共に歩むことに全くかかっています。私たちは務めについて全く誤った考えを抱いています。私たちは務めを、何らかの事物の秩序、その中に自分で入るもの、自分で取り上げるものと見なしていますが、務めはそのようなものではありません。務めは私たちの内におられるキリストの自発的流れであり、私たちを通して流れるキリストからのものが多ければ多いほど、私たちの務めはより偉大なものになります。主のための奉仕に関する機械的考えから遠ざかりましょう。キリストを私たちの中に導入された聖霊は、私たちの内におられるキリストという基礎の上に、すべてを建て上げられます。


  これが神の安息に入ることです。世の基が据えられた時から、働きは終わっていました。「私たちがその中を歩むよう前もって用意されていた」働きは終わっていました。予め定められていた働きの中を、それについて何も知らないのに、どうすれば歩めるのでしょう？御霊にあって歩みなさい。そうすれば、予め定められていた働きの中に自分がいることにあなたは気づくでしょう。キリストの完了した働きの中に安息しなさい。それは私たちの救いに影響を及ぼし、私たちの聖別に影響を及ぼし、私たちの使命に影響を及ぼします。全くキリストに専念しなさい。聖霊が私たちに知らせてくださる彼に従うこと、これが安息に入ることです。


  御霊の中に居続ける


  ヨシュアは聖霊の力の型であり、これまでよく言われてきたようなキリストの型ではありません。良き地はキリスト、キリストの豊満、キリストにある宝の型です。キリストは乳と蜜の流れる地です。私たちがその中に入るのは聖霊の力によります。人々が完全に従って、ヨシュアに服した時、彼らはその豊かさを所有し、勝利の民となりました。私たちがなすべきことはただ、自分は御霊を持っていること、御霊によって動かされていること、自分は終わらされたことを確信することだけです。あとの事は彼の義務です。


  この問題について熟慮して、それをごく単純な形で強調することにします。「主イエスが自分の人生の中に来てくださった」と信じる何らかの理由が、あなたにはあるでしょうか？その証拠が何かあるでしょうか？その証拠は何でしょう？それらの証拠は全くあなたにはよらないのではないでしょうか？つまり、それらはあなたが生み出したものや、あなたから発したものではなく、むしろ、もっと洗練された霊的言葉であなたが述べるであろうように、主が示されたもの、主がなさったものではないでしょうか？そのような証拠が何かあるでしょうか？もしそうなら、なぜあなたは進み続けてその完成に至らなければならないのでしょう？あなたがそれを始めたのでしょうか？それはあなたに由来するのでしょうか？決してそんなことはありません。主が何か一つの事で主導権を取られたからには、どうして主が残りのことでも主導権を取ってはならないことがあるでしょうか。主がそれをなしえたのはどうしてでしょう？あなたがそのために主に信頼したからです。あなたが自分の救いを実現したのでしょうか？いいえ、主が実現してくださったのです。他の細かな問題でもあなたは主に信頼して、主がそれを引き受けてくださったのではないでしょうか？主がこの基礎の上にあなたの全生涯を保ってはならないことがどうしてあるでしょう？それは主の道を進み続けることにほかなりません。


  あなたはもがき、張り詰め、苦悩し、絶望しかけているかもしれません。そして、「自分はこれらの事柄の中に入り込めるのだろうか、この高い領域に至れるのだろうか」と疑問に思っているかもしれません。おそらく、「それはとても無理だ」とあなたは思い込みかけているかもしれません。おそらく、あなたは鳩の翼に思いを馳せているかもしれません。その翼は飛び去ります――何を目指してでしょう？安息でしょうか？いいえ！飛び去っても決して安息は得られません。問題はあなたが次の基本的事実を認識していないことです。すなわち、聖霊はキリストをあなたにもたらしてあなたの中に住まわされたのであり、もしあなたが自分自身の働きをやめて自分自身のために再び戦いにとりかかるのを断固として拒否し、「自分自身を聖霊の御手の中に委ねるなら、あとのことは主が行ってくださる」と信じるなら、残りのことは主がすべて行ってくださる、という事実です。これ以外の道をあなたに告げることは私にはできません。これ以外の道を私は知りません。それは、十字架を通して自分自身の立場から退いて、復活・昇天したキリストの立場を取る問題です。それは、これが十字架の立場に基づいて、聖霊により、私たちの内に成就されるためです。その時、状況は変わります。


  成長に不可欠な安息


  あらゆる事で神の安息の中に入ることが必要です。主に対する自分の有用性という問題が私たちを悩ませており、主の民の多くを悩ませています。それが個人的な心配事になる時、私たちはこの心配を捨てなければなりません。「主を失望させませんように」と、私たちは祈り深く気を遣います。しかし、もしそれがさしあたって自分が直面していない奉仕の中に入る問題であり、自分の生涯の仕事について心配しそうになっているなら、それは全く私たちの責任ではありません。私たちは次の事実を確信しなければなりません。すなわち、もし主が私たちに何かを行うことを望んでおられるなら、もし私たちが適切に整えられているなら、もし私たちを主が自由に用いることができるなら、もし主が私たちの中に開かれた道を持っておられるなら、主に対する私たちの有用性に関して、それが小さなものでも大きなものでも、主ご自身が責任を負ってくださるのです。この世の静かな片隅に引っ込んで、そこで百パーセント主に仕える方が、何か偉大な目的のために出て行って、そこで多くの活動――しかし実際のところその十パーセントくらいしか主の働きではありません――をするよりもましでしょう。神の安息の中に入ることは成長のための基礎です。


  これに続くのは、子たる身分の霊の働きです。私たちが神の安息の中に入らないかぎり、子たる身分の霊の働きは決して始まりませんし、決して開始されません。へブル書四章は神の安息について述べています。次に五章（十二節から）と六章には次のような言葉があります、「この人（メルキゼデク）については、言いたいことがたくさんありますが、あなたたちはそれらを受け入れることができません（中略）時間の上では、あなたたちは教師になっているべきなのに、キリストに関する初歩的な原理をだれかに教えてもらう必要があります――赤ん坊のように世話してもらう必要があります。初歩的な原理について話すのをやめて、成熟に向かって進もうではありませんか。再び基礎を据えることをしないで……」。次に、基礎的な事柄の名称が述べられています。著者は事実上こう述べています、「あなたたちはこれらの初歩的な事柄に専念してばかりいます。しかし、結局のところ、それらは基礎にすぎません。それらはみな原理ですが、結局のところ、初歩的な原理にすぎません。あなたたちがそこにとどまって、これらの問題を何度も何度も繰り返し、初歩的な原理に専念しているかぎり、あなたたちは赤ん坊のままであり、成熟には至れません。一度かぎり永遠に、初歩的な原理に決着をつけ、基礎を据えて、成熟に向かって進みなさい」。これは何を意味するのでしょう？ああ、これらの問題を超えて神の安息の中に入り、それから進み続けて発達・成長することです。あなたの霊の確立・発達にとって基礎的なこれらの事柄に決着をつけましょう。安息の中にないかぎり、あなたは成長できません。子たる身分の霊、成熟の霊は、私たちが神の安息の立場に達しないかぎり、先に進めません。この立場は、キリストがすべてであって、すべての中におられる立場です。


  使徒がガラテヤ人への手紙の中で与えている例を挙げましょう。この手紙の議論の流れはすべて覚えておられるでしょう。彼は幼児（infant）と、奴隷（slave）と、子（son）との間の違いを述べています。子供は教師の下にあります。つまり、幼児期にあります。奴隷は無知な立場にある者です。奴隷は無知であり、教えを受けておらず、確信がありません。奴隷と幼児は似た立場にあり、霊的に未熟です。彼らは無知であり、幼児の状態にあり、彼らに知識や秘密を託すことはできません。なぜなら、彼らはそのような立場にあるからです。他方、子がいます。パウロは子を奴隷や幼児と対比しています。子はすべてにあずかります。彼にはわかっています。ですから、これらの者たちは対照的です。幼年期と隷属は律法と関係しています。パウロはこう論じています。その結果は何でしょう？遅かれ早かれ、内なる知識の欠如のせいで破綻してしまいます。ユダヤ教の律法であれ、キリスト教の律法であれ、そうなることがわかります。キリスト教的律法主義がたくさんあります。それをだれかに課して、その結果に注意を払いなさい。クリスチャンの両親が家庭で子供たちを育てる問題を取り上げましょう。もし私たちが自分の子供たちを律法の下で育てるなら、たとえそれがキリスト教的な律法（つまり、キリスト教を子供たちに、一つの体系として、律法として、順守して行うべき多くの事柄として課すこと）だったとしても、何が起きるでしょう？成年に達すると彼らはその律法から離れ、キリスト教から去ってしまいます。私たちの中には自らこれを経験して知っている人もいます。また、多くのクリスチャンの親たちが子供のことで心を痛めている事例からも、これがわかります。彼らは子供たちをキリスト教の中で、自分たち自身のキリスト教の中で厳格に育てました。彼らはそれを子供たちに課しました。しかし、子供は成長すると、去ってしまったのです。何が問題なのでしょう？律法――ユダヤ教の律法であれキリスト教の律法であれ――の下にあることと、キリストを心の中で知る立場にあることとは、全く違います。一方は幼児期であり、他方は成年、成熟、子たる身分（sonship）です。キリストが聖霊によって内側に真に植え付けられないかぎり、安全、堅固さ、保証はありません。律法は決してこれをなせません。「主がその中に住んでいる人が後退するようなことはない」と言っているのではありません。おそらく、ガラテヤ人への手紙の要点は、彼らが御霊を受けたのは律法の働きによるのではなく、信仰の従順による、ということです。パウロは彼らに言います、「さて、覚えておいてください。もしあなたたちが律法に戻るなら、あなたたちはキリストから離れることになります」。これは、ある体系から、外面的信仰告白から離れることよりも、遥かに重大なことです。


  ですから、子たる身分は、原則的に、御霊によって内側に住んでおられるキリストであることがわかります。それは私たち自身とは「全く異なる」ことがわかります。内なるキリストによって私たちは成長します。それ以外の立場では成長できません。


  何が起きたのかわかります。聖霊は神の御心にしたがって人なる御方をもたらして私たちの中に住まわされました。この御方は私たちとは異なります。次に、私たちは明け渡し、降伏し、すべてを彼に手渡さなければなりません。それは、自分は彼とは全く異なる者であることを知るためです。次に、私たちは自分自身であることを徐々にやめていきます。そして、キリストご自身が私たちの思い、私たちの心、私たちの意思、私たちの道、私たちのあらゆるものに広がっていきます。そして私たちはそのような方法で神の御子のかたちに同形化されつつあります。これが子たる身分の霊の働きの目標です。


  



  第三章 イエス・キリストの死と復活


  



  聖書朗読：ロマ五、ヨハ十二・二〇～二八、三一～三三。


  



  私はヨハネによる福音書におけるキリストの死の地位について黙想してきました。そして、彼の死に対して様々な形で多くの言及がなされていること、そして、それらはみな、その結果としてもたらされた新しい何かと関連していることに気づきました。そのいくつかを見ることにします。


  それと同時に、新約聖書のその後の書物では、主イエスの死と復活が、いかに頻繁に「新しい」という言葉と結びついているのかを、新鮮な感覚で思い出しました。それらの書でキリストの十字架とその結果について読むと、しばしば「新しい」という言葉が出てきます。その箇所はすぐに思い浮かぶでしょう。例えばローマ六・四にはこうあります、「それゆえ、私たちは死の中へのバプテスマを通して彼と共に葬られました。それは（中略）私たちも命の新しさの中を歩むためです」。キリストの死と復活の結果、命の新しさが生じました。


  次に、パウロはコリント人への第二の手紙の中で、キリストの死とその死における私たちの彼との合一について述べ、それから彼の復活と私たちが彼にあってよみがえらされたことについて述べて、「もしだれでもキリスト（復活のキリスト）にあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去って、見よ、新しくなりました」と述べます。


  主イエスの死と復活に関連してこの言葉が現れる箇所を、もっと思い出すこともできるでしょう。しかし今は、この事実を述べるだけにします。なぜなら、ヨハネの福音書における主の死に関するこれらの言及はみな、何か新しいものを私たちの前に示すからです。それはキリストの死から発したものであり、復活の中で、私たちに影響を及ぼします。それが、今だけでなく継続的に、私たちを占有しなければなりません。


  ヨハネによるこの福音書にざっと目を通して、これらの事柄のいくつかに注目することにします。


  一人の新しい人


  三章十四～十六節：「モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければなりません。それは、信じる者がみな、彼にあって永遠の命を持つためです。神はそのひとり子を賜ったほどに、この世を愛されました。それは彼を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を持つためです。」


  この御言葉の文脈を見ると、この御言葉が主イエスの死と十字架について何を示しているのかがわかりますし、ここのこの問題には二つの面があることがわかります。


  十四節によって示されている面があります。「モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子も上げられなければなりません」。確かにこれはこの事の死の面を表しています。そして次の事実は明白であり、何人も一瞬たりとも異議を唱えたりしないでしょう。すなわち、主イエス、神の御子が、モーセによって荒野で上げられた蛇に対応するあの立場に置かれたのは、彼ご自身のためではなかったのです。イエス・キリスト、神の御子が個人的に蛇によって示されているのは正しいことである、とは決してだれも言わないでしょう。なぜなら、蛇は常に呪いの象徴であることを、直ちに思い出すだろうからです。この被造物にかつて臨んだ最初の呪いは蛇の上に宣告されました。そしてそれからずっと、蛇は呪いの化身です。さて、人の子はこの蛇のように上げられる、と述べられています。どうしてこの二つを一緒にするのでしょう？確かに、この二つは遠く隔てておかれるべきであり、決して同列に述べられるべきではありません。確かに、そこには何の関係もありません。使徒パウロはこの意味を完全に明らかにして、御霊によってガラテヤ人に書き送ります、「キリストは私たちのために呪いとなって（中略）私たちを呪いから贖ってくださいました」。文字どおりには「私たちの代わりに」です。そして、呪いとされたこの立場により、彼は私たちの代わりに十字架につけられたのである以上、それは代表して私たちを死によって取り除くことでもあったにちがいありません。ですから、キリストの死は、死の虜となったために神の呪いの下にある人を代表するものだったのです。神の御子が介入して、私たちの身代わりとなり、呪いとされ、神の裁きを受けて、私たちとして死なれました。これが死の面です。


  この類の人が道から取り除かれるとき、あなたは何を得るのでしょう？何か新しいもの、一人の新しい人のために備えられた道を得ます。ですから、十六節はこの別の面を示します。神がその愛するひとり子を与えて、呪いの下で罪の中にある人の立場を取らせたのは、「彼を信じる者が一人も滅びることなく（彼は彼らのために滅びたのであり、彼らはそう信じています）、永遠の命を持つため」です。キリストの死は人の新しい地位のための立場を据えます。人自身の立場は裁きの下にある立場であり、永遠の死に定められています。キリストは、代表として、その中に踏み込んで、人の立場を取り、呪いとされ、裁かれて、神から分離されました。今や彼の復活により、それから逃れる道と、人に対する新しい地位のための立場が備えられています。どんな立場でしょう？人はもはや呪いの下にはなく、神から分離されておらず、裁きの下になく、死に定められていないどころか、人はキリストにあってよみがえらされ、神に受け入れられ、祝福の地位にある、という立場です。これはとても単純であり、多くの福音がその中に詰まっています。しかし、この福音書におけるキリストの死に対する最初の言及は、この死を神の御前で人のために新しい立場を備えるものとして示していることがわかります。これは素晴らしいことです。人は死の中にありました。今、人は命の中にあります。人は罪の中にありました。今、人はキリストの義の中にあります。人は神から分離されていました。今、人は主イエスの死と復活を通して神との合一の中にあります。これを自分のためのものとして信仰を通して受け入れること、これが主イエスを信じ続けることの意味です。これは、たんに主イエスを信じることではなく、主イエスを信じ続けることです。


  新しい養い


  六章五三～五四節：「それゆえイエスは彼らに言われた。『まことに、まことに、わたしはあなたたちに言います。人の子の肉を食べず、その血を飲まなければ、あなたたちの内に命はありません。わたしの肉を食べ、わたしの血を飲む者は永遠の命を持ちます。わたしは彼を終わりの日によみがえらせます』。」


  このような言葉が用いられる時は、キリストの死が前提となっています。主イエスはそう語ることで、ご自身の死を見据えて、ご自身の死を視野に入れておられます。そして、まさにこの御言葉は、私たちが――彼が言わんとされた意味で――彼の肉を食べ、彼の血を飲むために、キリストは死なれた、ということを前提としています。食べることと飲むことの意味は、内的に受け入れることにほかなりません。これは進んだ段階であり、私たちは今や、キリストの死の最初の提示と受容の先にある、永遠の命の立場にあることがわかります。私たちは今や、主がまさに同じ章でニコデモに向かって語られた、「上から生まれた」立場にあります。私たちはこの立場をこう述べることができるでしょう、「私は開始しました。私は神との新しい関係の中に入りました。私は救われました。私の大きな必要は、維持してもらうこと、そして成長することです。この立場に保ってもらうことです。しかし、そこにただ留まるのではなく、この命の中で増し加わること、成長・発達することです」。これがご自身の子供たちに対する神の御旨です。彼らを再生させてその状態にとどまらせ、「そうです、私は救われました」と言えるようにはするものの、それ以上は何もしない、といったことは神にはありません。


  仮に私が背丈の大きな一人の子供である人をあなたに示し、「この子は四十歳ですが、依然としてミルク瓶で養ってもらう必要があり、依然として乳母車で運んでもらう必要があります。また、依然として世話してもらう必要があり、依然としてすべてのことをしてもらう必要があります」と告げたら、あなたはどう言うでしょう。それを悲劇と呼ぶでしょう。精神的・肉体的に発達していないのです。そのようなクリスチャンがたくさんいます。彼らは確かに再生されていますが、決してそれ以上進んだことはありません。彼らに言えるのはただ、「自分は救われた」ということだけです。彼らは決して成長しなかったのです。


  そこで、ここで持ち上がる問題は、新生を通して神の子供になった者として、私たちは成長して神の子らの完全な身の丈に至らなければならないということです。そのために私たちは養ってもらわなければなりませんし、食物を得なければなりません。自分が持っている命を維持してもらわなければならず、この命を増し加えるものを得なければなりません。こうして私たちはこの第二段階に進みます。そしてここで私たちは、キリストの死はそのためであることを見ます。キリストの死は、一方において、その死によって古い人を取り除き、他方において、復活のキリストの豊かさをもたらします。彼は命を与えるだけでなく、命を与えることによって、その命に必要なものをすべて豊かに満たされます。私たちはとても多くの人が、「始めても前進し続けられないのではないかと心配です」と言うのを聞いてきました。私たちの述べてきたことが、それに対する答えです。復活の命の中におられる主イエスは十分な備えであり、私たちを命の中に保ち、神の民である私たちに対する神の全き御旨に至らせることができます。これがここで主イエスが言わんとしておられることです。彼は、この新しい生活における私たちの要求をすべて十分に満たすことができる、と私たちに告げてくださっています。しかし私たちは、彼は死んで復活されたという立場に基づいて彼を受け入れなければなりません。


  「わたしの肉を食べ（中略）わたしの血を飲む」という御言葉は、キリストが死なれたことを前提としています。その血は流されなければなりません。つまり、利用可能なものとなるために、その命は注ぎ出されなければなりません。そして私たちは常に、キリストが私たちのためにご自身から解き放ってくださったもの、つまり、彼ご自身の命を摂取しなければなりません。それは成長するためです。これを完全に理解することは決してできないでしょう。この人々は理解しませんでした。彼がこれらのことを話された時、ある人々が直ちに「この人はどうやって自分の肉を私たちに与えて食べさせることができるのか」と叫びました。神の子供であるこの人々にとって、その方法は謎だったかもしれません。しかし、その事実は全く謎ではありません。事実、私たちの中には主にあって何年も進み続けて来た人もいます。進み続けるのを阻止しようとする、考えうるありとあらゆる反対に直面してきたにもかかわらずです。もし後退可能だったなら、私たちは挫折し、敗北し、困惑し、打ちのめされ、粉々にされ、滅ぼされ、この命を失っていたでしょう。そうなっていたにちがいありません。なぜなら、地獄全体がこの新しい命に対して荒れ狂い、悪の全勢力が私たちを後退させるために私たちの道に割り込んで来たからです。私たちが進み続けてきたのは、自分の意志や決意の力だけにはよりません。なぜなら、何度も私たちは絶望する地点に至ったからです。しかし、私たちは進み続けました。そして、進み続けています。なぜでしょう？事実、私たちはキリストに信頼しており、信頼される時キリストは支えてくださるからです。主イエスの復活は命を供給するだけでなく、命の成熟・完成に必要なものもすべて供給してくれます。


  新しい関係


  十章十七～十八節：「父がわたしを愛してくださるのは、わたしが自分の命を捨てるからです。それは、わたしがそれを再び得るためです。だれかがそれをわたしから取り去るのではなく、わたしがそれを自分から捨てるのです。わたしにはそれを捨てる力があり、またそれを再び得る力があります。この命令をわたしはわたしの父から受けたのです。」


  ここにキリストの死に対するもう一つの言及があります。その文脈を見ると、「わたしは良い羊飼いです（中略）わたしは自分の羊を知っています」と主が述べておられることがわかります。次に彼は、「わたしには、この囲いに属さない別の羊もいます。わたしは彼らも導かなければなりません（中略）そして一つの群れ、ひとりの牧者となります」と仰せられます。彼が第一に述べておられるのは、彼の羊であるユダヤ人の信者たちです。次に彼は、「この囲いに属さない別の羊」について語られます。彼の念頭にあるのは、彼のもとに来ることになる異邦人の信者たちです。そこで彼は「別の羊（中略）一つの群れ（中略）ひとりの牧者」と仰せられます。あなたはユダヤ人の種族の羊と、異邦人の種族の羊を見ることはないでしょう。そのようなどんな区別もすることはできないでしょう。彼らは一つの群れになります。二つの群れが一緒にされて、一つの囲いの中に導かれます。「こちらはユダヤ人の信者で、あちらは異邦人の信者です」と言えるような、羊の二つの種族、二つの種類があるわけではありません。羊を区別するのは不可能でしょう。これはキリストの死と復活の結果である、と述べられています。


  パウロはこれを説明してくれます。彼はあなたに、「キリストはその死によってユダヤ人と異邦人との間の敵意を滅ぼして、その復活によってこの両者――ユダヤ人と異邦人――から一人の新しい人を造られました」と告げます。一人の人、一つの完全体である人、完全な実体が、二人の人である、と想像するのは不可能です。それは馬鹿げた考えです。さて、一人の新しい人が意味するのは、多様なものはすべて排除されて、一種類の人、一人の新しい人になったということです。ヨハネ十章の中で、この絵図的方法で主イエスが示しておられるのは、このことです。


  これがみな意味するのは、死と復活の結果、この地上のあらゆる異なる人種出身の信者たちは、一つの共通の命を持つようになったということです。それは、彼らの存在の最も内奥にある現実において、彼らが一つとなるためです。これは何か新しいものです。これはパウロが新しい人と称しているものです。それは一人の団体の人です。


  これは実際に真実です。私たちの中で主を真に知っている人々にとって、また主にとって、真実です。私たちの国籍が何かは関係ありません。この地上で私たちが何者であるのかは関係ありません。私たちには何か共通のものがあります。私たちは全く異なる領域の中に生きています。私たちはキリストの中にあります。様々な国籍の多くの人々を一つの部屋の中に集めることになったとしましょう。もし彼らがみな再生された神の子供なら、彼らは自分たちの存在の最も深い現実においては一つであり、完全な交わりの中にあることを見いだすでしょう。それは、彼らはキリストの一つの命にあずかっているというこの内なる真理のためです。キリストとは無関係な状況や、キリストの中にない人々の場合、もちろん、そこにはあらゆる種類の多様性や相違があること、そしてそれらの相違が作用し始めて際立ち始めることに、あなたは気づくでしょう。しかしキリストの中には、彼のものである者たちがみな集まって一つになるある水準があります。そこには、私たちの心と私たちの霊の完全な交わりがあります。そこでは、この世、この地上に属する他の事柄は二の次であり、二の次の地位に保たれなければなりません。


  これはキリストの死から生じる新しい事柄の一つです。すなわち、ご自身の死の中に彼はすべての国民を包含されたのです。異なる言語や異なる言葉は呪いの結果であることを、あなたは思い出さなければなりません。しかし、キリストはご自身の死によって、この呪いを引き受けてそれを滅ぼされました。主イエスとの復活による合一の中で、私たちは自分が霊の中でこの呪いの上に引き上げられたことに気づきます。多くの言語のせいで地上には依然としてある困難があるかもしれませんが、霊の中で私たちは一つです。私たちには、私たち全員が理解できる一つの言語があります。私たちはキリストの中にあります。私たちの交わりはそこにあります。これは主イエスの復活と共に生じた新しい事柄です。


  新しい世界


  十二章三一～三二節：「今は、この世が裁かれる時です。今、この世の君は追い出されます。わたしは、地上から上げられるなら、すべての人をわたし自身に引き寄せます。」


  ここには、主イエスの死と関係している二つの点があります。第一に、この世が裁かれること、第二に、この世の君が追い出されることです。


  この世の裁きはキリストの十字架でなされました。この世を裁くとはどういうことでしょうか？神の御言葉がその答えを与えています。「全世界は悪しき者の中に横たわっています」。「すべての人は罪を犯して、神の栄光に欠けています」。「罪の報酬は死です」。主イエスはその十字架でこの世の裁き、罪深い世の裁きを身に負われました。この世の裁きが十字架で彼の上に転嫁されました。そして、この世が裁かれました。「もしこの世は裁かれたのなら、なぜ将来の裁きを待っているのでしょう？」と、あなたは言うかもしれません。もしあなたが信仰によって、この世――あなたはその一部分です――の裁きを主イエスは引き受けてくださったと信じるなら、あなたには恐れつつ待つべき裁きはありません。この世――あなたはそれに属しています――の裁きをキリストが引き受けてくださったことを理解しているなら、裁きは永遠に過ぎ去っています。もしあなたが彼を信じる信仰の立場を取ったことがないなら、この世の裁きにおける裁きが依然としてあなたを待ち構えています。


  要点はこうです。彼にあってこの世は彼の十字架で裁かれたので、あなたも私も主イエスの復活によってこの世の外にあるのです。私たちはこの世から逃れました。それは、私たちは裁かれるべきこの世の一部ではもはやなく、それから解放されている、というこの霊的意味においてです。それでは、私たちには何があるのでしょう？新しい世界です！ただ神の子供たちだけがこの言葉、その意味を理解できます。彼らは確かに理解します。自分が再生されているのかどうか、キリストとの生ける関係の中に真に入っているのかどうか、あなたは試すことができます。それは、自分の霊とこの世との間に衝突を感じるか否かによってです。あなたは以前のように不敬虔な人々と気楽にやっていけるでしょうか？あなたにとってこの世はあなたを悩ますものでしょうか？その中にあって自分はよそ者である、自分はそれに属していない、気持ちの上では本当にその外にいる、と感じているでしょうか？この感覚がますます強まっていくため、この世の中を行くとき、それは人工的な世である、その中にいる人々はみな人工的な生活を送っている、と感じるほどでしょうか？これがあなたがその外にいる証拠です。もしあなたにそのような感覚が何もないなら、今あなたはこの問題を真剣に調べなければなりません。なぜなら、神の真の子供に臨む最初のものの一つは、この世からの分離の感覚、この世との衝突の感覚だからです。彼らは仕事に戻って行き、自分の知っていることを何も話していないのに、とても奇妙なことに、この世の人々は何も話を聞いていないのに、衝突の感覚が生じます。霊の事柄は、音声の言葉がなくても、響き渡ります。


  これが私たちが主に属しているかどうかの試金石です。気持ちの上では、私たちはこの世の中でよそ者として生きているでしょうか？これは私たちの世界ではありませんし、家でもありません。ここにあるものはみな私たちとは無縁です。「今は、この世が裁かれる時です」。私たちの世界は新しい世界です。決して裁かれることのない世界です。それは復活したキリストの世界です。


  キリスト復活に続く期間について扱っている記録の一部を見ると、その十字架後、彼は決して再びこの世に現れなかったことがわかります。ご自身の者たちにしか彼は現れませんでした。その時、彼はこの世の外におられたのです。


  新しい主また主人


  「今、この世の君は追い出されます」。これはキリストの死によって実現されることです。この世の君は私たちを束縛していました。彼は私たちの主人、私たちの主でした。これまで悪魔を意図的・意識的に礼拝してきた、ということではありません。それでも、私たちは生来悪しき者の中にある事実はそれによって変わらない、ということです。使徒ヨハネは「全世界は悪しき者の中に横たわっています」と述べています。生来私たちはサタンの王国の中にあり、彼が私たちの主です。彼が主イエスの十字架によって追い出されるとき、新たな可能性が生じます。すなわち、別の主人、別の主を持つ可能性です。ですから、キリストの復活と、信仰による彼との私たちの合一により、私たちは新しい主人、新しい主を持ちます。


  ヨハネによる福音書のこれらの段階の各々にどんな内容があるのかわかります。第一に、永遠の命を持つ新しい人があります。次に、この新しい人のための、その養いのための新しい備えがあります。次に、一つの群れにおける新しい関係、一人の羊飼い、信者たちとの新しい関係があります。次に新しい世界があります。次に新しい主また主人があります。これはみなとても単純ですが、主イエスの死と復活に関係しています。


  これを自分自身の生活や経験で知っている人々は、これを思い出して喜ぶでしょう。そして、自分自身をこれに適応させようとするでしょう。その享受の中にいない人はだれでも、それはだれにでも開かれているように自分にも開かれていることを知るでしょう。


  「神はそのひとり子を賜ったほどに世を愛されました。それは彼を信じる者が一人も滅びることなく（この世と共に、呪われたものと共に、悪魔と共に滅びることなく）、永遠の命を持つためです」。


  これは新しい扉であり、新しい道です。それによって私たちは、すべての新しいもの――それは十字架につけられて復活したキリストにあって私たちのものです――を得ます。


  



  第四章 御霊に満たされる


  私たちにとても馴染み深い一つの句が新約聖書にあります。「御霊に満たされる」という句です。この句が、一つの例外を除いて、ルカの書き物にしか現れない事実に私は感銘を受けてきました。その一つの例外はエペソ人への手紙の中にあります。


  ルカの書き物における彼の目的は、キリストを人の子として、神の完全な人として示すことです。彼がこの書を友人であるギリシャ人のテオピロに宛てて書くことに取り組んだとき、これがそれを支配していたことを私たちは知っています。テオピの思いは理想的で完全な人の周囲を巡っており、それゆえ、彼はそのような人を探すことに心を傾けていました。この思いに応えて、ルカは一つ目と二つ目の書を友人に宛てて書くことに取りかかりました。その際、彼が目的とし、注意深く意図したのは、キリストをそのような人として示すことでした。ですから、その福音書と使徒行伝の両方で、この人、キリスト・イエス、人の子について特に述べられています。


  神の御心にしたがっている人


  一つの例外を除いて、「御霊に満たされる」という句はルカの書き物にしか現れませんが、これには意義があります。私が思うに、これは次のことを明確かつ決定的に示しています。すなわち、神の要求どおりの者に人をするのは、御霊に満たされることなのです。あるいは、別の言い方をすると、神が人に対するご自身の御心として、ご自身の理想として、ご自身に応える人として示しておられるこの人は、御霊に満たされている人なのです。これを再び別の言い方で述べると、主イエスによって示されているこの人に到達できるようになるには、まず御霊に満たされることが必要なのです。御思いを満足させるものを神が人において示すには、その人は御霊に満たされたこの人、この人の子にしたがっていなければなりません。


  この例外もまたとても啓蒙的であり、意義深いです。なぜなら、この例外は団体的な人に関して現れるからです。エペソ書では「一人の新しい人」、この団体的な人が示されており、それに関連して御霊に満たされなければなりません。ですから、ルカでもパウロでも、この原則が成り立つことがわかります。御霊に満たされることは、人に対する神の目的を実現するための道であり基礎なのです。


  これを念頭に置いて、私たちは進むことができます。そしてもう一度、主が私たちに何を言っておられるのかを理解して見渡すことにします。


  御座にある人


  私たちが達した要点は、第一に、神は、子たる身分に関して、一つの人性を完成されたということです。彼はこの性質を引き受けて、この完成された人間の命、人性を天にもたらされました。これが第一段階です。こう述べるにあたって、次のことを繰り返す必要があるかもしれません。この特別な人性の中には罪深いものが何かあった、ということを私たちは言っているのではありません。ちょうど、赤ん坊に落ち度はなく、赤ん坊として完全であっても、あらゆる意味で、内的にも外的にも、成長して完全な人にならなければならないのと同じように、キリストは完成されたのです。それは、道徳的な意味で彼の中に不完全なものが何かあったからではありません。試みを受けて、彼の人性の中にあったこれらの完全な力が成熟に至ったからです。ですからこのような意味で、この完全に成長した人が神の御前におられます。それは成熟した、完全な人性です。


  聖霊の降臨と御業


  二番目の点は、聖霊はその結果来臨されたということです。それが確立されないかぎり、聖霊は決してこの経綸に来臨してその真の御業を行えませんでした。そして、主イエスの高揚と栄化の結果、聖霊は来臨されました。ですから聖霊の御旨は、最初から、天におられる主イエスと深く関係していました。聖霊が来臨されたのはその結果であり、この人にあって団体的に二重のことを行うためでした。


  第一に、彼の御業はこの人、キリスト・イエスの完成された人性を、新創造に必要不可欠かつ最低限必要なものとして、植え付けることです。敵が利用できるものは何でも、あらゆる手段、あらゆる口実が、これに反対します。敵の手段は往々にして宗教的な手段です。この本質的問題を蝕むことによりよく成功するものの一つは宗教であることに気づきます。宗教は神の本質的御旨に対する最大の敵になるおそれがありますし、実際そうであることが証明されてきました。私たちは絶えず何に出会っているでしょう？（私がある特定の領域について話したとしてもお許しください。その領域はたまたま私たちの調査の対象となり、私たちの目に留まったものであり、それを特に攻撃するつもりはありません。それを取り上げるのは例証としてです。）私たちが絶えず出会う人々は、「あなたたちは本当に再生されていますか？」と尋ねられると、「そんなものは必要ありません。私たちは堅信礼を受けており、教会やその類のものに加わっています」と答える人々です。彼らは幼児の時にバプテスマされました。再生や新生の経験は無視されています。それについて述べるのがどれほど不快でも、これは事実です。このような方法や他の多くの方法で、敵がこの問題を逸らすのに大成功を収める手段は宗教です。往々にして、いわゆる教会がこの本質的なものの地位に置かれます。そして敵は、邪悪で悪魔的な超自然的手腕のかぎりを尽くして、聖霊がキリストを信者の中にもたらされる時、なんとかして事を覆そうとします。一度キリストが内側におられるようになるとき、あなたはまさに神と出会います。悪魔は神が味方されるものすべてに対応しなければなりません。キリストを内側に持つのは途方もないことです。それはまさに栄光の望みです。しかし、それに代わるどんな代替物があるのかご覧なさい！無数にあるのです。


  聖霊が来臨されたのは、第一に、キリストを信者の中にもたらすためです――キリストは人として神と全く連携しておられます。私たちと関係しているすべての人にこれが実際に起きた、と信ずべきもっともな理由を得るまで、私たちは決して満足するべきではありません。精神的同意や合意やそのようなものではなく、真の再生が必要です。


  キリストとの合一が意味するところはみな、内側にもたらされたキリストというこの単純な句・表現にまとめられます。言い換えると、それは私たちの新しくされた霊の中に住んでおられるキリストです。それは私たちの魂よりも深く、さらに内側にあります。キリストの主な住まいは私たちの魂ではありません。なぜなら私たちは依然として、キリストではない理屈や考えを続けているからです。キリストではない感情・情熱・願い、意思・選択・行動を続けているからです。これはみな魂です。キリストはそれよりも深い所に住んでおられます。これを理解することがきわめて重要です。なぜなら、様々な理由で精神のバランスを失った人が大勢いるからです。そしてこの事実のせいで、彼らは全く恐ろしいことを想像し、感じ、述べ、行うようになります。しかしそれにもかかわらず、最も深い実在においては、彼らはそれでも神の子供なのです。損なわれたのは外側の人的構造だけであり、それはおそらく神経に対する過度の負荷のせいです。彼らは精神病院に入ります。これらの不幸な出来事や、私たちの人間性に臨むこれらの事柄のせいで、彼らは神の子供ではなくなった、と言うべきでしょうか？決して言ってはなりません。キリストは私たちの魂よりもさらに深いところに住んでおられます。すなわち、私たちの新しくされた霊に住んでおられます。こういうわけで、この取り引きが現実になされることが大いに必要です。それは、外側で何が起きようとも、肉体的・精神的・霊的に、どんな力に遭遇することになっても、私たちの霊の中にキリストは住んでおられる、という最も深遠な事実が残るためです。そこに子たる身分があります。それは霊の合一の問題です。


  聖霊来臨に関する第二の点は、キリストは一つなので、御霊の御業はすべての信者をキリストにあって一つのからだにする、ということです。キリストを一人の信者の中に、あるいは個々の信者たちの中にもたらすことは、多くのキリストを多くの信者の中にもたらすことではありません。信者の数だけキリストがおられるようになるという問題ではありません。キリストは一つのままです。キリストは一つであって分けることができず、しかし御霊によって多くの信者の中にもたらされます。そうである以上、聖霊は多くの信者たちからキリストにある一つのからだを造られます。キリストは一つなので、そのからだは一つです。「一つからだ（中略）一つ御霊（中略）一つ主」。ですから、聖霊は個々の個人を扱っておられるのではありません。個人は聖霊の御旨の一部であり、キリストの本質的からだの一部です。このからだによりキリストは来るべき代々の時代にご自身を全く表されます。このからだは教会と呼ばれています。それ以外の教会は聖書にありません。神の御言葉が認める唯一の教会は、その中にキリストが住んでいて、信者たちを一つの団体的なからだとされる、信者たちの団体です。


  「体は一つでも多くの肢体があり、その一つ体の肢体はみな、数は多くても一つの体であるように、そのキリスト（the Christ）も同様だからです」（一コリ十二・十二）。この冠詞は欽定訳では省かれていますが、ギリシャ語にはあります。新約聖書におけるギリシャ語の冠詞にはとても大きな重要性があることがわかっています。その有無は、話の一部の有無よりも遥かに多くのことを意味します。それは彼方まで及ぶ真理を支配します。この観点から見たそのキリスト（the Christ）はどのような方でしょう？そのキリスト（the Christ）はかしらと肢体たちであり、みな一つのからだなのです。


  聖霊がここにおられるのは、第一に、キリストを信者の中にもたらすためであり、そうすることにより、彼は信じるすべての人の中に一つのキリストを形成されつつあります。一つのからだを構成されつつあります。そして、それが新約聖書にある教会です。


  信者の主要な包括的義務


  これを理解する時、信者たちは内なるキリストに関してある義務を負うことになります。第一の包括的義務（さらに多くのものを含む義務）は、信者は新生以前の立場とそれが意味するいっさいのものを放棄しなければならないということです。これは、信者は生来の在り方という立場をすべて放棄しなければならないことの言い換えにほかなりません。主イエスは偉大な数々の真理を具現化するのにとても単純な比喩を使われました。彼はご自身が具現化している真理がどのようなものなのかを決して話されませんでした。なぜなら、霊的理解力が全くなく、聖霊も来臨していなかったからです。その後、聖霊が来臨された時、彼が述べた断片的言葉が光で照らされて拡充されました。彼は天然の立場を捨てるというこの偉大な真理をすべて数語の短い言葉の中に詰め込まれました。「だれでもわたしについて来たいなら、自分を否み、日毎に自分の十字架を取り上げてわたしに従いなさい」。「自分の十字架を負ってわたしについて来ない者は、わたしの弟子（教わる者）になれません」。「自分を否む」！この句を握って自己否定について語り、それをあらゆる種類の事柄に適用することもできますが、主イエスがこの御言葉で言わんとされたのは、天然の命の立場を全く拒絶して、それによって支配されてはならない、ということです。キリストはそれを十字架によって断ち切り、それに反対して十字架を据えられました。そして十字架が意味するところに基づいて、生来の私たち自身であるいっさいのものに対して、「ここにあなたの立場はありません。あなたはここでは支配できません」と仰せられました。これを行う時、あなたは彼の弟子になることができます。つまり、彼から教わる者になることができます。彼の学校に入学して、あの立場ではなく彼の立場の上で生きることの何たるかを学ぶことができます。新生以前の立場を放棄してキリストの立場にとどまることが、私たちの包括的義務です。


  ここでもまた主イエスは、彼の立場の上で生きるというこの偉大な真理を、絵図的形式で述べておられます。「わたしの中に住んでいなさい」。「ぶどうの木の中に住んでいなければ、枝は自分では実を結ぶことができないように、あなたたちもわたしの中に住んでいなければ、実を結ぶことはできません」。この絵図は全く明らかであり単純です。しかし、彼が何について述べておられたのかを示す後の御言葉による、聖霊の全き照らしが必要です。キリストの中に住むとはどういうことでしょう？それは自分自身の中に住むことではありません。それは自分自身の外側に出て彼の立場につくことであり、それは彼がすべてを支配するためです。これはとても単純ですが、必要不可欠です。


  内なる命の法則によって歩む


  これにも幾つかの段階があります。一つはこれです。すなわち、聖霊はキリストを内側にもたらしてくださったのですから、私たちはそれ以降、主と共なる新しい歩みによって生活行動しなければなりません。私たちは彼が歩まれたように歩まなければならない、私たちは彼が歩まれたように歩むべきである、とヨハネは述べました。彼はどのように歩まれたのでしょう？ご自身の歩みに関する彼ご自身の言葉は全く明確です。すなわち、彼は御父の中に住み、御父の中に自分の命を持ち、御父によって生き、自分自身からは何もせず、御父が行われることは何でも行ったのです。それは御父にあって歩む、慎重かつ絶え間ない歩みでした。言い換えると、御父との内的な関係と交流、交わり、一体性による歩みだったのです。このように彼は歩まれました。ですから、私たちの生活はあらゆる点でキリストとの内的歩みによって行動するものでなければなりません。その歩みは外的命令、外的組織による歩みとは異なります。クリスチャンならそれに順応するよう期待されている、あるキリスト教の組織があります。それは設立・確立されているものであり、クリスチャンとして私たちはそれに順応して当然と思われています。それは最初に考慮すべきことではありませんし、誤りに導くかもしれません。私たちの歩みは、第一に、外的規則・組織・命令にしたがったものではありません。私たちの生活は主と共なる内的なものでなければなりません。今や、すべては内側から、内なる主から発しなければならないことを、私たちは理解しなければなりません。これは言葉が伝えるよりも遥かに多くのことを意味します。


  いくつか例を挙げて、これを説明することができます。エルサレムに本部がある、完全に確立されたユダヤ教の組織がありました。そして、一人のユダヤ人として、主イエスはそれに完全に順応してその支配に服するよう期待されました。ですから、エルサレムで祭りがある時、彼の兄弟たちは「あなたは祭りに上って行って、自分を公に示すべきです」と彼に言いました。「やましいことが何もないなら、どうして人目を忍んで離れているのですか。実際、もし上って行かないなら、アブラハムの不実な子と見なされるでしょう」。人間的理屈のあらゆる観点から見て、彼は上って行くべきでした。たしかに彼は誤解されるでしょう。しかし、これに加えて、他のありとあらゆる意見もありました。もし上って行かないなら、他の人々は道に迷ってつまずくのではないか、また、結局のところ、これは神ご自身が設けられた組織であり、神に由来しているものではないのか？等々。彼の返答は「あなたたちは上って行きなさい（中略）わたしは上って行きません」でした。彼らが上って行った時、イエスも上って行かれました。これはとても単純であり、その意義を見落とすことはありえません。これはただ次のことを示しています。すなわち、彼は外側で確立された何ものにも支配されることを拒み、主によって、御父によって支配される立場に立たれたのです。「父よ、あなたはわたしがそこに行くことをお望みでしょうか？わたしにそう期待しておられますでしょうか？そうすべきでしょうか？一般に認められている既成の体制に合わせるべきでしょうか？」。そこに行くことを御父が望んでおられることがわかるまで、彼は動くことを拒まれました。そして、それがわかった時、彼は上って行かれました。その前ではありません。人々がそれについてどう思うかは問題ではありませんでした。彼を内的に支配していたのは御父であって、自分に課せられたもの―― 一般的に受け入れられている既成のもの――ではありませんでした。


  内住のキリストは信者をこの基礎の上に置かれます。それ以降、キリスト教――この世の秩序・組織として構成されてきたものであり、内なる主にはよらないもの――に支配されてはなりません。聖霊は降臨してこれを行い、これを実現されました。すなわち、私たちが内なる主によって生きるようにしてくださいました。これが意味するのは、もちろん、内なる主を知ることです。


  聖霊に対する服従


  第二に、これは信者にとって、御父の霊の訓練に服すべきことを意味します。この訓練により、私たちは子たる身分、つまり成熟に達します。それは、もちろん、霊的知性、霊的力、霊的豊満を意味します。これは大まかな説明です。これを分解することにしましょう。


  私たちは御霊による御父の訓練に服さなければなりません。御父の霊は、子を扱うように私たちを扱われます。聖霊はこの訓練の働きに取りかかられます。それはへブル人への手紙では懲らしめと呼ばれています。その意味は子供の訓練にほかなりません。この働きはきわめて明確です。私たちが主との内なる合一のこの生活を受け入れるなら、聖霊は私たちを取り扱ってくださいます。私たちは五分間でこれを卒業することはできません。とても多くの人が抱えている問題は、それがあまりにも遅々としているように思われるため、彼らがこの問題を断念してしまうことです。慰めを受けるために次のことを覚えておきましょう。すなわち、主は通常、「主は自分に何をしておられるのだろう」と心配している個々の人からご自身を隠されるのです。自分が進歩しつつあること、とてもよくなりつつあることをあなたが知れば、あなたはその経験に栄光を帰して、それを仰々しいものにしだすでしょう。この自己が神の聖なるものをどれほど損なうのか、また、その忌まわしい恐るべき高ぶりにより、どれほど尊い実を駄目にしたり、それを自分のものにしようとしたりしているのかは、ただ神だけがご存じです。ですから、主は通常私たちから隠れておられます。そして、私たちの感覚は大いによくなっていくよりは、むしろ大いに悪くなっていきます。ますます豊かになっていくよりは、むしろますます乏しくなっていきます。もしかすると、私たちが昔と同じようには感じておらず、かつてなかったほど悪く、乏しく、貧しく感じている事実は、主が働いておられる印なのかもしれません。


  要点はこうです。すなわち、自分自身の立場ではなくキリストの立場の上で生きることに関して、私たちは聖霊のこの訓練の御業に服さなければならないのです。それは一つの過程、一つの長期的な過程になるでしょう。私たちがこの地上にいる間、たとえどんなに長くここにとどまったとしても、この過程は決して終わらないかもしれません。私たちが携え上げられるその瞬間、大いなる完全化の御業が加えてなされるかもしれません。多くのことがその短い時間に集中してなされるかもしれませんし、あるいは、私たちの応答の遅さや、もしかすると反逆を主は考慮しなければならないため、その過程の期間は長引くことになるかもしれません。いずれにせよ、次の事実は残ります。すなわち、聖霊は私たちに、自分自身の立場の上で生きることとキリストの立場の上で生きることとの違いを教えてくださるのです。ただしそれは、私たちが聖霊にそうしていただくならばの話です。


  まず最初に、私たちは一つの包括的行為によって服従し、自分自身を聖霊の御手の中に置かなければなりません。その後、聖霊がその段階的過程と共に進まれる時、私たちは何度も、何度も、何度も、聖霊に対して「はい！」と言うよう求められることになります。私たちは打たれ、倒れ、つまずき、この問題に関して失敗するでしょうが、聖霊はまさにこれらのことを私たちの教育のために用いられます。子供たちと全く同じように、私たちはある事柄をしないよう学びます。それはそれらのことを行って苦しむことによります。


  これはみな成熟へと、すなわち霊的知性へと導きます。ご自身の民の中に、ご自身の子供たちの中に霊的知性を持つことは、主にとってとても重要です。それは主おもに、彼らの上に課せられることになる責任のためです。この人生には責任が課せられるでしょう。他の人々を助け、照らすことです。なぜならこの過程の中で、私たちは今や祭司の地位についており、そして祭司の職務は常に、あなたも思い出すでしょうが、教えることだったからです。祭司の地位は子たる身分と結びついています。それは霊的力を意味します。ああ、天然的力と霊的力の違いを私たちが明確に認識していれば！多くの時、神によって自分をきわめて徹底的に弱くされた人々の天然的弱さを通して、最大の霊的力が臨みます。


  主の目的は豊かさです。「……すべての中ですべてを満たしている方の豊満」「あなたたちは彼にあって満ち満ちています」。経験的には、これは聖霊の教えと訓練によって実現されます。それに私たちは服さなければなりません。その服従は、私たちが終始わきまえるべきものです。もし主に服従しないなら、私たちは自分に対する主の取り扱いの目的を破ることになるでしょう。


  信者の諸々の関係


  次の点は、私たちの諸々の関係は内なるキリストによって支配されなければならないということです。お気づきのように、最初に私たちは個人と団体を分けました。今まで個人に関することについて述べてきましたが、次に移って団体に関することを理解することにします。キリストは御霊によって内側におられるのですから、私たちの諸々の関係はこの事実によって支配されなければなりません。これは二、三のことを意味します。


  第一にそれが意味するのは、相互の関係の基礎を認識し、据え、最終的な支配的法則として確立しなければならない、ということです。キリストはすべての信者の中におられます。もし彼らが真に新生しているなら、キリストは御霊によって内側におられます。私たちは信者として、これが私たちの関係の基礎であることを明確に確立しなければなりません。お互いを見る時、外見によって支配されてはなりません。私たちの諸々の関係は今や、私たちの内側におられるキリストという基礎に基づきます。これは確立された法則です。それが私たちの出発点です。


  それが行動において意味するのは、私たちはこの基礎を保たなければならず、人々の性質によって動かされてはならない、ということです。これは出会う人の種類に応じて二つの形で働きます。人々が素晴らしく、親切で、思いやりがあり、紳士的で、思慮深く、公平なら、もちろん、すべてはとても容易です。彼らとやっていくのは難しくありません。しかし往々にして、これによって人々は純粋に天然的な水準に陥って、悲惨なことになります。かなりの被害がそれによって生活の中に生じます。素晴らしい人々が集団の中心になり、他の人々はそのような人々になつきます。彼らがあまりにも素晴らしいからです。しかし最終的に、それは禍を意味します。互いにやっていく時、互いの素晴らしさに心を奪われてはなりません。それによって決して影響されてはなりません。それはとても危険です。この面の性質は相互の関係の基礎ではないことに注意してください。アブサロムはとても素晴らしい人であり、キスや麗しい言葉でイスラエルの人々の心を勝ち取りました。おそらく、彼は見目麗しい人だったのでしょう。しかし、その結果はご存じでしょう。


  他方、信者たちのそれとは反対の生来の姿によって支配されてもなりません。私たちの関係は、互いの内に見る大きな難点や、自然に嫌悪感をもよおさせるものによって、支配されてはなりません。互いに手を切って、「一緒にやっていけません」と言ってはなりません。さて、これはとても実際的です。それは私たちに何かを要求します。人々の性質は全く私たちの関係の基礎ではありません。


  いずれにせよ、人々の性質によって支配されてはなりません。これは彼らが主の子供である場合の話であって、キリストが内におられるという基礎によります。


  交わりのために成長する重要性


  そしてさらに、霊的交わりには霊的成長が必要です。交わりというより積極的なものに欠けていても、関係を持つことはできます。その関係は残りますが、今やあなたは交わりの中を進んでおり、真の霊的交わりのために霊的に成長しなければなりません。交わりは私たちの関係性の所産たるべきものであり、交わりに至らない関係性はその麗しさも、実り豊かさも、真の目的も失っています。ある共通の基礎、共通の立場という点を超えて、一緒に進み続けることはできません。たとえ主と共に進んで行くことをあなたが望んでいても、あなたの自己が常に優勢なら、私はあなたと一緒に進んで行くことはできません。また、あなたもそのような立場では、私と一緒に進んで行くことはできません。私たちが一緒に進んで行けるのは、キリストという共通の立場がある時だけです。「合意なしに二人は一緒に歩めるだろうか？」。これは「合意なしに二人は関係を持てるだろうか？」という問題ではありません。たしかに二人は関係を持つことはできます。同じ両親、同じ家族の子供たちは、一つの血によって関係していますが、一緒には歩んでいないかもしれません。一緒に歩む問題は進み続けて前進する問題です。一緒に歩めるのは、合意している時だけであり、共通の立場がある時だけです。もし一方が手前で立ち止まり、他方が進み続けるなら、この二人の間の交わりは進んだ地点までに限られます。もし一方が肉の中で進み、他方が御霊の中で進み続けるなら、彼ら二人が御霊の中で進み続けるのをやめる地点で彼らの交わりは終わりますが、彼らの関係は終わりません。私たちは人々によって支配されてはなりません。たとえ彼らがクリスチャンであってもです。私たちはキリスト教の組織によって支配されてはなりません。たとえクリスチャンの組織だったとしてもです。私たちはあらゆる点で霊なる主によって支配されなければなりません。


  これが豊かに実を結ぶ道です。御霊の基準によって共に進むこの立場に至る時、私たちは絶対的有用性の立場に立つことになります。とても多くのことがこれにかかっています。多くの場合、人は知的に何かを見たり、何かをつかんだり、他のだれかから教わったりして、それによって進み続けようとしますが、それは彼らの存在中に造り込まれておらず、たんなる受け売りにすぎません。それは彼らの存在中に聖霊の懲らしめ・鍛錬・訓練によって造り込まれていませんし、彼らの内側から現れることもありません。事が聖霊によって内側に造り込まれているかどうかという問題では、念には念を入れる必要があります。


  これは難しく思われるかもしれません。これは多くのことを考え抜き、常に警戒していることを意味する、とあなたは思うかもしれません。いいえ。これは結果であり、自然の成り行きです。御霊による生活のこれらの詳細や方法のすべてを把握する必要はありません。秘訣は内住の主の支配であり、これはだれにでも可能です。ここで私たちは諸々の霊的事実を自分の前に置き、次に自分を主に明け渡して、これらの事柄を自分の内で生けるものにしてもらわなければなりません。これはみなある基本的事柄の結果であり、この基本的事柄を指摘するにとどめたいと思います。なぜなら、人工的なものや、筋違いなものや、誤った立場に陥って、必然的に禍へと至る危険性があるからです。私たちは自分を主に明け渡して、御霊による生活とは何かを教えてもらわなければなりません。それは遅々としたものであり、痛ましい経験を通るかもしれませんが、主とその権益にとってきわめて大きな価値があります。これには、この句が伝える以上に重大な内容があります。


  御霊による生活とは何でしょう？これを一つの句として、一つの観念としてとらえるなら、これは、自分の内にある一種の力であって、自分をあちこちに揺り動かすものである、とあなたは感じるかもしれません。それはあまり快くありません。聖霊は何をしておられるのでしょう？何に向かって働いておられるのでしょう？何を求めておられるのでしょう？聖霊の働きの唯一の目的は、神の右手におられる主イエスの人性の意義の栄光を表すことです。聖霊の役目はこの人なる御方、キリスト・イエス、この神の人を私たちの中にもたらして、私たちの地位につかせることです。それは私たちの内に別のパースンを構成することです。このパースンは私たちとは異なっており、物事に関するご自身の考え、物事を行う私たちの方法とは異なるご自身の方法を持っておられます。そして私たちは、聖霊の働きにより、次のような地点に達しなければなりません。すなわち、聖霊の働きに服することによって、彼が着実かつ確実に、私たちの地位を占めるようになられる地点です。この意味で私たちをキリストで置き換えることは一つの過程ですが、これが聖霊が求めておられるものです。


  覚えておいてください、すべては内なるキリストによって支配されなければなりませんし、その価値や真正性はその中にあるキリストの度量によって決定されることになります。私たちがキリストのために何を行うかによってではなく、その中にあるキリストご自身の度量によって決定されることになります。すべてはこれによって決定されますし、そうでなければなりません。


  



  第五章 祭司団


  



  聖書朗読：レビ八章、ヘブ一・一～二、五、八、二・一、三・一、四・十四、五章、六章


  



  レビ記八章に戻ると、聖所に属する祭司の一団が示されています。これを示しているこの章の節によると、この祭司団は聖所から離れてはならず、彼らの聖別の期間である七日間のあいだその扉から外に出てはなりませんでした。「七」は霊的完全を象徴します。ここでは霊的完全が期間全体を支配しています。あるいは、期間全体によって示されています。これから次のことがわかります。すなわち、この分離、この献身、聖所へのこの拘束は、ある完全な期間にわたらなければならないこと、そしてこうしてある完全な期間のあいだ彼らは聖所に属したこと、そして言わば、聖所の一部だったことです。その期間が何だったのかは、さしあたって述べる必要はありません。


  もう一つ述べられているのは、彼らの務めは主に対するものであるということです。この世に対する、また人々に対する務めの面もありますが、この祭司団のこの務めの特別かつ主要な面は主に対するものです。


  私たちの前にあるこの章の中にさらによく入り込む前に、神の御言葉の中にきわめて明確に示されている一、二の一般的事柄について述べることにしましょう。


  祭司の一団


  一つ目は、ご自身の民全体に対する主の御思いは、彼らが祭司の一団になることである、ということです。神はある水準をある人々に定め、それより高い水準を別の人々に定められた、ということをほのめかす示唆を神の御言葉の中に探しても無駄です。ご自身の民全体に対する神の御思い、神の召し、神の備えは、十分であり、完全です。ご自身の全き御思いに至ろうとしない人々に関して、神は何の備えも用意しておられませんし、何の指示も与えておられません。見たところ、様々な水準があることがわかりますし、様々な相違を考慮しなければなりませんが、主はそのように定められませんでした。「その高い水準は私に向いていません。それ以下のものが私には向いています。私はそのような高いものに召されていません。私は単純な人々の一人であり、それよりも低いもので満足しなければならないのです！」と言う人はみな、神の御心を全く誤解しています。神は常にご自身の民のことを、あたかも全き御旨に到達することになるかのように見ておられます。つまり、神の御言葉が示す申し分のない霊的状態にない民がいたとしても、神は決してその水準に降りて来てそれに順応したりされないのです。神は常に、あたかもこれらの人々がより優ったものに到達する運命にあるかのように話されます。これを理解することが重要です。私たちはしっかりと心に銘記しなければなりません。たとえ主の民の間に諸々の相違があったとしても、また、たとえ光・知識・理解・真理に関して様々な幅があり、それらを少ししか持たない人もいれば、他の人々よりもずっと多く持っている人もいたとしても、主は決してそのように仕組まれたわけではないのです。そうすることは決して主の意図ではありません。それは主の望みを示すものではありません。ご自身の民に対する主の御思いはご自身の豊かさです。この祭司団はとても堅固な団体であり、特別に名誉ある特権的地位にまさについているように見える一方で、神はご自身の子供たちのために特別な人数や階級を定められたことを示すものではありません。これは神の御言葉から証明できます。


  主の民に関して、彼らは神のための祭司の王国となるために選ばれた、という偉大な包括的宣言がなされています。つまり、主の民のわずかな人々ではなく全員が神のための祭司の王国となるよう召されているのです。神は最初からイスラエルを祭司の王国と見なしておられました。民全体が祭司の地位にあると見なしておられました。これは次にレビの部族が引き継ぎました。レビの部族は全イスラエルの初子を代表するものであり、主の御前にもたらされて、聖所での務めのために分離されました。主の御思いでは、これは全イスラエルをその地位につけることを表していました。しかし同時に、そこには相違があったことを理解しそこなってはいけません。そこにはレビ人たちがおり、祭司たちがいました。レビ人たちがおり、アロンの息子たちがいました。彼らは同じではなく、異なっていました。しかしこの相違は、相違が生じるよう主が意図されたからではありません。


  私たちはこれをすぐに単純化してしまいますが、まず第一に、次のことをはっきりさせなければなりません。すなわち、神が持っておられる最高の最も完全なものは彼のすべての民のためであり、一部の人のためではないのです。あるものは自分には過ぎたものである、自分がそれに到達することは決して主の意図ではない、と感じる時は常に、これを思い出してください。彼の豊かさは一部の人のためだけであるという考えを、思いの中から全く追い払わなければなりません。


  神の民の失敗のせいで生じた相違


  しかし、これがそうである一方で、同じように事実であるこの二番目の点があります。すなわち、相違が存在する事実です。これは神がそう定められたからでも、そうなるよう決定されたからでもなく、人々自身のせいです。最も内側の所に祭司の一団が生じます。次に、それよりも外側の所に、祭司の一団ではない別の団体が生じます。この団体はレビの一団と称しうるものです。次に、さらに外側の所に、一般人と称しうる群衆が生じます。この後者の名称は必ずしも非難の言葉ではなく、主の民の一般的な集団を意味するにすぎません。彼らは主の証しと特別な関係にはありませんが、それでも主の民であり、その御名によって呼ばれます。これはこのように実現していきますし、それはこのレビ記に見られるとおりです。


  神は祭司の一団を得なければならない


  目下の私たちの関心はこの祭司団です。なぜなら、この祭司団において、ご自身の民に関する神の全き御思いが実現・表現されるからです。神はそのような一団を得なければなりません。神が持つことになるいっさいのもの――神は一つの大群衆、一般的奉仕に携わる大きなレビの団体を持つことになるでしょう――にもかかわらず、神は祭司の一団を得なければなりません。さもないと、神の意図・御思いはすべて崩れて、神は敗北してしまいます。


  ですから、私たちが今見ているのは次のことです。すなわち、神はアロンの息子たち、祭司の一団によって示されているものを持たなければなりませんし、持とうとしておられるのです。この点から遡って行って、主のためのあらゆる種類の真の奉仕にまで至ることが可能です。祭司たちはレビ人たちを通して働きます。しかし、注意してください。レビ人は祭司の働きを決してできません。レビ人は一般大衆のために働きますが、一般大衆はレビ人の働きを決してできません。レビ人の働きをするにはレビ人でなければならず、祭司の働きをするには祭司でなければなりません。しかし、祭司であるなら、同じようにレビ人の働きもできますし、主の民全員に奉仕することもできます。ご自身の民に対する主の特別な御旨に向かって進んで行くなら、主の奉仕から断ち切られることになる、とは思わないでください。


  さて、要点を理解されたでしょうか？主の御心は、もっぱら、最終的かつ究極的に、祭司職の上に据えられています。主はそのようなものを求めておられます。このようなものを得るために、主はご自身の民のただ中で、レビ人たち――彼らは主のために尊いけれども多かれ少なかれ一般的な奉仕をしています――のただ中で働かれます。レビ人たちは必要なあらゆる種類のことを主のために行います。しかし、ご自身のために一般的な奉仕を行う者であるレビ人たちのただ中で主は働かれます。それはそれ以上のものを表す祭司の一団を得るためです。


  私たちはこれらの関連性に再び注意しなければなりません。なぜなら、祭司がいなければレビ人は機能できないからです。たしかに祭司にはレビ人が必要ですが、注意しようではありませんか、主はこの祭司団を得ないかぎり、御旨全体を真に成就することは決してできないのであり、この団体を確保するために特別な苦しみ、特別な備え、特別な働きがなされているのです。その詳細はすべて「主がモーセに命じられた」とおりです。


  新約聖書に示されているこの真理


  この問題に関して新約聖書が使っている用語はとても単純な言葉です。私たちが述べた最初の点を見落としてはなりません。すなわち、神は常にご自身の完全な御思いに照らしてご自身の民を取り扱われますし、また、彼らに向かって語られるのです。そして、それに届かないもののために、決して何の備えもしておらず、それに届かない何ものにも決して満足できないのです。それに届かないものも生じるでしょうが、それは決して神を満足させません。


  次に、新約聖書から完全かつ明確にわかるように、主は、多くの人はご自身の全き御旨に至らないことをよく承知したうえで、それにもかかわらず、一つの団体をそこに得るために労苦しておられます。その例をどこに探せばいいのでしょう？使徒パウロ自身と、この文脈で彼が述べていることをすべて見てください。例えば、コロサイ人への手紙の一章を見てください。他の章と同じくこの章でも、主の御心についての発言が次のような切迫した言葉で示されています。「私たちはこのキリストを宣べ伝え、知恵を尽くしてすべての人を訓戒し、また、すべての人を教えています。それは私たちが、キリスト・イエスにあって完成されたすべての人をささげるためです。このために私もまた労苦し、私の内で力強く働く彼の働きにしたがって奮闘しているのです」。あるいはまた、ピりピ人への手紙の偉大な三章を見てください。そこでは、パウロについて示されています。パウロは主のものであり、それまで主に仕えてきました。彼はあのような霊性・命・成長の域に到達したにもかかわらず、彼の存在の奥底でなおもこう自覚しています、すなわち、主はそこで止まってしまう何人をも欲しておらず、それより高いものに召しておられるのである、と。使徒はこれをこう述べています、「何とかして到達するためです」、あるいはまた、「それは私が捕らえるためです。そうするのは私がキリスト・イエスによって捕らえられているからです」。彼はこれらのことを例として述べており、他の信者たちにそうするよう促しているのです。


  黙示録の最初の数章にある諸教会への手紙を見てください。これらの諸教会は主の民から成るものではなく、一般的・形式的・名ばかりで口先だけのキリスト教界を表しているにすぎない、と信じる者たちの一人では私はありません。それらは主が御手の中に握っておられる諸教会である、と私は信じています。それらは星々であり、主はそれらのただ中におられます。このようなことが全く主のものではないたんなる口先だけの教会にあてはまるとは私は信じません。ここでは、それらの諸教会は自分たちに対する主の願いよりも低い水準にあります。主は諸教会について考慮し、良い点を考慮されます――神の真の子供の来歴を考慮されます――諸教会がくぐり抜けてきたこと、耐えてきたこと、諸教会のそれまでの在り方、諸教会が行ったこと、諸教会の今の在り方について、まだ誉めるべきことがあります。しかし、主は決してそこにとどまることはできません。部分的なものを受け入れることはできません。諸教会がある地点に到達しただけでは、主は決して満足できません。それらの諸教会すべてに対して、主は勝利者に関する直接的な強い言葉を語られます。この問題について考え始めると、「勝利者」というこの言葉は――諸教会について述べられている言葉に照らして、そして特に、背教に陥ったわけではなく、自分たちの高い水準を維持しないで途中で敗れ去った者たちに照らして考えると――徹底的なもの、並外れたものを意味することがわかります。しかし、それには多くのことを超えて進む必要があります。「わたしはあなたの労苦とあなたの忍耐を知っています」。それ以上あなたは何を望むというのでしょう？それ以上神は何を望めるというのでしょう？「……ユダヤ人と自称しているがそうではない者たちをあなたは容認できない」。それ以上あなたは何を望むというのでしょう？主は全き御旨のために立っておられ、それに届かない何ものにも満足されません。主はそのために備えをしておられます。次のことは全く明らかです。すなわち、新約聖書は相違がある事実に注意してはいますが、「主がその相違を定められたのであり、この相違は主の意図を表している」という考えを決して許さないのです。


  ですから私たちは、究極的に主は祭司の一団――それが何を意味するにせよ――を求めておられる、というこのことに直面します。レビ記八章は、それが何なのかを明らかにしています。この章の詳細をすべて扱うことはできません。それはとても包括的なものだからです。しかし、祭司の一団とは何かを明らかにする一、二の点に触れることはできます。


  すでに見ましたが、それは主へと全く分離され、聖所の中に閉じ込められ、その主な務めが主に対するものである一団です。この務めは一つの思想によって全く支配されています。それは、より一般的な務めであるレビ人の務めほど規模は大きくありません。祭司が第一に考えるべきは主の満足です。そこには多くの違いがあります。祭司を支配しているのは、「自分は主のために働いて、主のために何でもしよう」という思いではありません。祭司が集中するのは、主ご自身の必要と願いに応えるもの、主を満足させるものです。それは主に対する務めです。


  神の大きな喜び


  さて、それの意味したことが、この懸案の章からわかります。モーセがアロンの息子たちの手をキリストの御業の両面を示すもので満たしたことに気づきます。キリストの御業の両面とは、すなわち、片方の面は贖いによって罪を取り除くこと、罪を全く取り除くことと関係していました。この面は、その道を旧創造や天然の人であるものから徹底的に清めるためであり、死の面です。次にもう片方の面を示すものとして、彼はかごから種なしパンを取り出しました。この種なしパンは主イエスの完全な罪なき人性を物語ります。古い人、罪深い人は取り除かれ、新しい人、キリスト、完全な人性がもたらされます。この祭司たちは手を満たしてもらいました。神が満足されるもので満たしてもらいました。これは主のための一般的奉仕の性質ではありません。主のための一般的奉仕には、天然の古い人から出たものがたくさんあります。それは主を満足させません。古い人の知性、意思、体、熱意、熱狂、企て、判断、観念の力が、ご自身の奉仕の中に入り込むのを、主は望まれません。実のところ、主を真に満足させるものは、その中にほんの少しの割合しかないのです。


  祭司は遥かに高い立場に進み出ます。祭司が取るべきは霊的地位です。一方において、この霊的地位は十字架によって、天然の人からのものを、神の奉仕の中からすべて排除します。他方において、それは神に仕えることができるこの人なる御方をもたらします。これは単純ですが、これが神の啓示の根底にある諸々の法則であり、私たちはそれらの法則を理解しなければなりません。祭司は、祭司と称される人々のある特定の階級に属す人のことではありません。祭司は霊的地位についた人であり、この霊的地位についた人はだれでも祭司の務めを果たせます。この霊的地位の所在は、一方において、十字架によって天然の人が神の奉仕の中から取り除かれたことが理解されている所にあります。神が主権によって何を獲得されるかは、全く別の問題です。たとえ罪を犯している人が主のために働きを行っている時でも、主は主権的方法で何かを獲得されます。しかし、その人に関するかぎり、その状態に関するかぎり、それは決して主を満足させません。そして長期的には、自分がその状態の中にあった間、自分は決して主を喜ばせていなかったことに、その人は気づくでしょう。他方、祭司はキリストがすべての奉仕の基礎である地点、そこではキリストの力だけが適切である地点に達した人です。キリストは神の右手におられる人なる御方です。これを祭司は霊的に示します。


  この同じ真理のさらなる絵図


  これが霊的状態であることは、それを別の観点から見ればわかります。つまり、他の御言葉に照らせばわかります。子たる身分と祭司職は神の御言葉では同意語です。祭司はアロンとその息子たちです。祭司だったのはイスラエルの長子であり、レビ人がその長子の地位を引き継ぎました。そしてその後、この原則はさらに進んでアロンの息子たちにおいてその最高の表現形体に至りました。祭司職を常に支配しているのは子たる身分です。祭司職は子たる身分と一つです。型や象徴を離れて新約聖書に来ると、神の子供たち（children）と子ら（sons）のこの区別があることがわかります。不幸なことに欽定訳ではこれらの言葉は混同されており、区別されていません。改定訳ではこの区別がなされています。どうして二つの別の言葉を使っているのでしょう？それらは二つの別のものを表しているからです。子供（a child）は、ギリシャ語の用法によると、幼児であり、他方、子（a son）は成年に達し、家族の中で大人になり、責任ある立場に達した人です。主はこの二つの言葉を用いておられます。さて、これがへブル書三章と四章の根底にある点であり、引き続き五章に進んでも依然として祭司職について扱われています。五章では祭司職の表れの最も高度な型であるメルキゼデクに至りますが、使徒は「この方については述べるべきことがたくさんあります。しかし……」と言います！述べることができません。なぜでしょう？彼らは依然として幼児であって子ではないからです。彼らは依然として未熟であり、赤ん坊です。次に、この祭司職の問題について先に進むために、祭司職の真の意味を彼らに伝えるために、彼は「進み続けて成熟に至ろうではありませんか」というこの言葉を彼らに述べます。これは途方もない挿入句のようです。彼は祭司職について話しており、まださらに何かを述べようとしますが、阻まれて、言わずじまいです。彼はこの信者たちの未熟さによって障害に出会います。赤ん坊であることに何ら悪い点はありません。しかし、大人になっていてしかるべき時に赤ん坊でいるのは悪いことです。それゆえ使徒は中断して、「先に進め」というこの緊急の訴えをします。そしてそう述べたうえで、続けてまた祭司職について語ります。ですから、祭司団になるには霊的成熟に達しなければなりません。日毎に幼年期から遠ざからなければなりません。これは自然なことであり、恵みにかなっています。私たちは徐々に祭司の地位に近づいて行かなければなりません。


  エペソ人への手紙の三章の終わり間近に、祭司の条件をよく表している言葉が書かれています。「こういうわけで、私は私たちの主イエス・キリストの御父に向ってひざをかがめます。この方から、天と地にあるすべての家族は名づけられています……（ここであなたは御父のもとに来て、祭司の家族を目にします）どうか御父が、彼の栄光の富にしたがい、力をもって、彼の霊により、あなたたちを内なる人の中で強めてくださいますように。またキリストが、信仰によりあなたたちの心の中に住んでくださいますように（ここの「住む」という言葉は「定住すること」、住まいを造ることです）。またあなたたちが、愛の中に根ざし土台づけられ（愛は常に祭司の特徴です。アロンについて最初に述べられたのは、彼の心に関してでした――主はモーセに『彼があなたに会う時、彼は心の中で喜びます』と仰せられました）、すべての聖徒たちと共に、その広さ、長さ、深さ、高さが何であるかを理解し（霊的知性が祭司の印です）、そして、知識を超越したキリストの愛を知ることができますように。また、あなたたちが神の全豊満で満たされますように」。これはみな何に導くのでしょう？読み続けましょう。「私たちの内に働く力にしたがって、私たちが求め、また思うすべてを、遥かに超えて豊かに行うことのできる方に、教会の中で栄光がありますように……」。確かにこれは豊満です！いつ教会の中に栄光があるのでしょう？祭司たちが自分の地位につく時、祭司たちが自分の基準に達する時、祭司たちが機能している時です。


  確かにこれはご自身の民すべてに関する主の御思いを私たちに告げます。主の民の間に区別を設けている箇所を探して、偉大な教会書簡であるエペソ人への手紙を覗いても無駄です。また、「今あなたたちの中には召されている人もいますし、そうでない人もいます」というようなことを示唆する箇所を探して、新約聖書やパウロのすべての書を覗いても無駄です。主の御思いは、すべての聖徒がご自身の豊かさに達することです。彼らがみな達するわけではないことを主はご存じですが、それにもかかわらず、主は御思いを変えて、「いいでしょう。わたしはあなたたちの何人かを免除します、そして、あなたたちの何人かがそこまで行くよう備えをします」とは仰せられません。祭司職は霊的な事柄です。ご自身の民に関する主の全き御思いの中を進んでいる一団は、主にとって価値があります。


  主が求めておられるのは、ご自身の民を――彼らがご自身に応答する所ではどこでも――ご自身が願う最も高く最も完全な立場へと連れて行くことです。これにより、あらゆる方面で特別な価値と豊かさを有する務めが可能になります。もしこの道を進むなら、主のための何らかの奉仕を断念しなければならなくなる、とは思わないでください。私が耳にした話では、ある人々はこの類の事柄に対して、「主は伝道者になるよう私を召しておられます。教会に関するこの教えは私の興味を全く引きません。それは私の仕事ではなく、私と何の関係もありません。私はそれを理解できませんし、理解したくもありません。私の仕事が何か、主は全く明らかにしてくださっています」という反応をしたとのことです。新約聖書の中にそのようなことは何もありません。もしあなたが全く霊的な意味で祭司なら、あなたは遥かに優った伝道の働き――それをこう呼ぶなら――をするでしょう。もし伝えるべきキリストの豊かさがあなたにあるなら、あなたがそれを伝える人は、直ちにその中に導かれるでしょう。私たちは、人々が主と共なる生活を始める最初の時に、さらに卓越したキリストの豊かさを彼らに伝える必要があるのではないでしょうか？クリスチャンである民の大勢は、再生されて十年、二十年、三十年、四十年たつのに、今日、再生された時から全く進んでいません。最初の時に、彼らにさらに伝えるものが何もなかったからです。だから多くの人は、「ああ、それが最初から示されていれば！」と言うのです。


  これは自分を何らかの有益な奉仕から連れ出してしまう、とは思わないでください。それは、主にとって真に価値あるあらゆる種類の奉仕を強め、深め、豊かにします。主よ、私たちに理解力を与えてください。


  



  第六章 聖霊の職務と御業


  



  聖書朗読：ヨハネ十六・十二～十五、一コリント二・九～十六、十二・四～十四、二七


  



  主は私たちの心を御霊による生活に向かわせてこられました。私たちが述べてきたことはみな、これと関係しています。聖霊の途方もない重要性を思い出させてもらうこと、それを常に心に留めておくことは、私たちにとって良いことです。私たちのためであるものはみな、今や、聖霊にかかっており、聖霊を離れては、全く何事も不可能です。主イエスご自身が、二つの大いに価値のあることを比較して、これを明らかにしておられます。すなわち彼は、ご自身が肉体をもって弟子たちと共に地上にとどまることと、ご自身が去って行って聖霊がその代わりの地位につくこととを比較し、後者を堅く支持して、「わたしが去って行くのは、あなたたちにとってよいことです。わたしが去って行かないなら、聖霊は来ないからです」と仰せられました。これは次のことを明らかに示しています。すなわち、彼の考えによると、聖霊が来ることは、ご自身が肉体をもってとどまることよりも、遥かに重要なことだったのです。


  これに関連して、「あなたたちと共にここにいる間に話したいこと、話すべきことがたくさんあります。しかし、話すのはとても無理です。あなたたちには理解力がないからです」という言葉で彼が何を言っておられるのかがわかります。彼がどれほど長くとどまられたとしても、その理解力は変わる見込みも発達する見込みもなさそうなことは明らかでした。時間をかければこの困難を克服できるわけではありませんでした。彼らの内に何かがなされなければならなかったのです。それは肉身の彼ご自身ではなしえないことでしたが、聖霊来臨によって達成されることでした。その時、彼がずっと言いたかったことが伝わり、行いたかったことが果たされます。パウロが「目が見たことのないもの、耳が聞いたことのないもの（中略）神はそれらのものを御霊を通して私たちに啓示してくださいました」と述べているのは印象的ではないでしょうか。なんと明確にこれを使徒たちに見ることができることでしょう。それは主が正しかったことを示す著しい証拠であり、御霊来臨の最重要性を力強く示しています。ですから、私たちは御霊来臨の意味を知らなければなりません。


  聖霊来臨の意味


  私はこれを幾つかの断片に分けたいと思います。しかし、断片と言ってもかなりの内容があります。まず初めに、御霊来臨という直近の問題から離れて、事象の縁、周辺に下がらなければなりません。そして、そこには神の御旨、神の計画があることを思い出さなければなりません。これを私たちは知っており、信じています。そこから私たちは始めます。神には一つの偉大な構想（この言葉を使っても良いなら）、一つの偉大な計画、一つの偉大な御旨があります。それが動機で神はこの宇宙を創造されました。この計画と御旨には、広範に及ぶ包括的かつ緻密な秩序があり、諸々の器官や機能が関わっています。


  これらの専門的に聞こえる言葉の意味を理解することが重要です。私たちは三つの言葉――秩序・器官・機能――を用いました。それらは神の宇宙とそのすべての部分に組み込まれています。神の宇宙の中心的存在である人自身の中に組み込まれています。人は中心的地位を占めています。そして、自分自身を見さえすれば、自分はこれに基づいて構成されていることや、自分の目的を果たせるかどうかは自分の存在が秩序を保っているかどうかにかかっていることがわかります。肉体または精神が秩序を失っているなら、使命は果たせません。肉体的秩序についてはよく知られており、体内の無秩序を取り扱うために一大科学が発展してきました。次に、機能と器官があります。神の宇宙は、その目的を果たすために、これらのものを備えています。


  神の意図によると、見えるものは見えないものの示唆にすぎないことを忘れてはなりません。物質、可視的宇宙は一つのたとえであり、神の御言葉が明確に教えているように、地上の物事は、神の自然の秩序に従っているとき、霊的秩序の絵図となります。エペソ人への手紙の五章は、家族関係の問題でこれを明確にしています。そこでは夫と妻、妻と夫について述べられています。夫と妻が一つになること、その一つの徹底性、彼らの関係の性質は、次のことを明示します。すなわち、この関係は、それが正常なものである時、何か霊的なもの、キリストと教会の間の関係の絵図なのです。アダムとエバはキリストと教会の偉大な型です。御言葉の多くの文脈でこれを辿ることもできますが、もう一つの例を述べるだけにします。荒野の幕屋は天にあるものの模型であり、それ自体に意味があるわけではない、とはっきりと述べられています。


  ですから地上に主は、天の秩序を描写する目的のために、一つの完全な秩序を制定されました。これらの絵図のどれかについて考えるなら、この三つのものが定着・支配していることがわかります。秩序に神はなんとこだわっておられることか！もしその秩序を覆すなら、その目的を損なってしまいます。もしその秩序を犯すなら、その目的を無にしてしまいます。これは私たち自身の肉体構造によってかなり明確に示されています。宇宙においても同じです。万物の背後には神の一つの御旨、一つの計画があり、それには緻密な秩序・器官・機能が伴っています。


  二番目の点はこれです。すなわち、この秩序が罪により、堕落により覆されたため、いわゆる天然の人には、神の御旨・計画を知るための器官・能力が欠けているのです。そして、それを知ることができないので、天然の人はその中で全く機能できないのです。とても多くのクリスチャンにとって、これを理解するには長い時間がかかります。しかし、この事実は明言されており、神にとってこの事実は決定的です。私たちがそれを理解してもしなくても、そうなのです。


  三番目の点は、聖霊は神の御旨・計画・秩序をすべてご存じだということです。「神に属する事柄は、神の霊以外だれも知りません」。しかし、聖霊はご存じです。聖霊はあらゆる真理の中に導いてくださいます。聖霊はそれをご存じだからです。


  現今の世界秩序は嘘、偽りです。聖霊はこの宇宙に関する真理をご存じです。それに関する神の考え、意図、思いを聖霊はご存じです。次に、その内容を聖霊はすべてご存じです。神の御心に応じる宇宙のための神の秩序がいかなるものか、聖霊だけがご存じです。神の御旨に関する器官と機能が何かご存じです。真理全体をご存じである聖霊は、それに専念しておられます。つまり、それが聖霊の仕事なのです。聖霊は神格の重要構成員であり、神の御旨全般と関係しておられます。聖霊はそれに専念しておられます。


  四番目の点は、霊の人だけが神の御旨を知り、その中に入れるということです。


  これは私たちを五番目の点に導きます。（今、私たちは周辺を離れて中心に進もうとしています。）それゆえ、御霊は人々を霊的にすることから開始されます。乱れた宇宙を再構成して、神の意図にかなう秩序ある統一体とするために、御霊はこの宇宙の周辺から開始するのではなく、中心から、すなわち人から開始されます。御霊は人々を霊的にすることから開始されます。つまり、ご自身の性質と力つまり賜物を人に与えることから開始されます。この霊的性質は人の霊を新しくし、その霊の中に人の霊の新たな命として内住します。そして、霊の賜物や霊の力を分与します。これらの賜物は様々ですが、直ちに私たちを霊的器官と霊的機能の領域の中に導きます。これが意味するのは、新生と、その結果である聖霊の内住により、私たちは生来持っているのとは別の器官を持つということです。知るための器官、理解するための器官、識別するための器官、判断するための器官、調べるための器官を持つのです。それだけではありません。生来持っていない、行うための能力、存在するための能力、獲得するための能力、達成するための能力を持つのです。これは私たちにとって大きな慰めにちがいありません。なぜなら、私たちが述べているのは、たんなる技能のことではないからです。天然の賜物や素質に関してもともと何が欠けていたとしても、神に属する事柄に関してそれがあなたにとって不利になることは決してありません。聖霊は賜物と力を与えてくださいます。そして、もともと欠けているものを補ってくださるだけでなく、天然が行える点を超えて進んでくださいます。


  この五つの点は私たちをさらなる点に導きます。つまり、御霊による生活が絶対に必要であり、不可欠であるという点です。


  ここに積極面の六つの点があります。しかし、もう一つの点を足してそれを七つにしないかぎり、この音階は霊的に完成しません。その点はどちらかというと消極面です。それは、御霊による生活には肉による生活を放棄する必要があるということです。


  さて、霊的であるとはどういうことか、御霊による生活とはいかなるものか、聖霊に属していることがどれほど重大な問題なのか、私たちはある程度理解しました。主イエスはこれをご存じでした。それで彼は御霊の降臨を重んじられたのです。


  霊の人の定義


  少しの間、霊の人についてさらに考えることにします。霊の人とは何でしょう？霊の人は聖霊を受けて、聖霊の器官・機能・能力と一致するものに構成された人です。「主に結合される人は一つ霊です」。これは姿・性質の一致です。それはある種の性質や、性質の質だけでなく、能力でもあります。これは、これから生じる諸々の特徴、実際的性質を帯びた諸々の特性の存在を意味します。ですから、霊的識別力、霊的知覚、霊的知識の類があります。使徒は、御言葉があらゆる霊的理解力によって私たちの中に宿るように、と祈っています。


  さて、これは物体に及ぼす力の働きとは異なります。物体は、その中にその力と一致するもの、その力に協力するものが何もなくても、衝撃を受けただけで動きます。その動きは純粋に力学的です。違いは、私たちの新しくされた霊の中には、御霊の諸々の器官と一致するこれらの器官が導入されており、そこには知的合一が存在するということです。


  これについて説明しましょう。ルカによる福音書の冒頭に、エルサレムにシメオンという名の人がいた、とあります。彼は正しい敬虔な人であり、イスラエルの慰めを待ち望んでいました。そして、聖霊が彼の上におられました。さて、「両親が子供のイエスを、律法の慣わしにしたがって彼に行うために連れて来た時、この人が御霊によって宮の中にやって来た」と御言葉は告げます。「前もって手配されていたにちがいない。シメオンは祭司だったのだから」と考える人々もいるようです。記録はそのようには全く述べていません。ここの語り口はとても自然です。両親は子供のイエスを主にささげるために連れてきました。この人がそこにいたのは、子供を受け取る用意の整った司式の奉仕者としてではありませんでした。彼はちょうどその時、宮の中にやって来たのです。「彼は偶然ちょうどその時やって来たのです」と言うべきでしょうか。否！彼は御霊の中でやって来たのです。両親が子供のイエスを連れて来た時、シメオンがその子が誰かを知っていたことを示唆する形跡は何もありません。だれも、「この子がイエスです」と言いませんでした。彼は外見的には他の子供と同じように見えました。宮の中にやって来た数百、数千の子供たちと、おそらく何の違いもなかったでしょう。普通の両親に普通の赤ん坊でした。エルサレムで生活していた人であるシメオンは、ちょうどその時、御霊の中でやって来ました。そして、両親が子供を連れて来た時、彼はその子を両腕で抱いて、きわめて驚くべきことを述べ始めました。「主よ、今こそあなたは、あなたの御言葉にしたがって、あなたの僕を安らかに去らせてくださいます。私の目があなたの救いを見たからです」。両親は過去を思い出しました。この人は何について話しているのでしょう？どうしてこの人はこのことをすべて知っているのでしょう？これはどこから来たのでしょう？


  その意味合いがわかるでしょうか？シメオンは御霊によって入ってきました。彼の動きは御霊によりました。彼の動きは御霊によって時が計られていました。そして、彼がその赤ん坊を両腕の中に受け取った時、御霊は彼の霊に「この子がキリストです」と証しされました。その赤ん坊が誰なのかを示唆するものは他に何もありませんでした。御霊はキリストについて証しされました。これはつまり、シメオンには、彼の上に御霊がおられたがゆえに、霊的知覚があったということです。自分がキリストの御前にいた時、彼は自分の霊の中で彼を認識しました。


  今、霊の人とは何かわかります。シメオンは一つの例です。とは言っても、後の、ペンテコステ後の霊の人の完全な代表ではありません。霊の人は御霊の促しによって動く人であり、その動く時は聖霊によって計られています。霊の人はいつ動くべきかを御霊によって知ります。御霊の中で動くことにより、キリストに関する御霊の諸々の秘密を発見します。したがって、霊的知覚の器官を持っており、主が何事かをなさっている時、それがわかります。この器官は、神の大いなる御旨に関する機能へと導きます。


  これは難しく聞こえるかもしれません。しかし、ローマ八章によると、これが信者の正常な生活です。確かに、私たちはその中に直ちに完全に入るわけではありません。「あらゆることで成長して彼へと至りなさい」というパウロの言葉から思い起こされるように、私たちは成長してそれへと至るのです。


  外側の規則ではなく命の道である


  前の黙想では祭司団について述べました。ここに祭司の諸々の特徴が示されています。シメオンは疑いなく祭司の機能を果たしていました。祭司職は役職ではなく、霊的なものです。真の祭司職は以下の事柄の基礎の上に構成されています。すなわち、御霊によって導かれること、御霊から教わることです。シメオンは子たる身分の真の霊の中にあります。それゆえ、霊的な意味で真の祭司です。


  これは次のことを意味します。すなわち、もし主の民が霊的になりたければ、したがって、もし神の完全な御旨に至りたければ、何事にも命の道と聖霊の啓示によって入らなければなりません。これは物事の中に書物によって、あるいは伝統によって機械的に入るのとは異なります。ここに主の民が抱えている大きな必要があります。キリスト教はもう何世紀ものあいだ存在してきましたが、私たちが出会うキリスト教は、この世の中にある一種の型にはまった体制や体系です。そこでは、新約聖書の中にあるものをすべて拾い上げて、言わば、固定化されたもの、型にはまったものとして、この世の中へと体系化・投影しています。例えば、「全世界に出て行って福音を宣べ伝えなさい……」という命令を拾い上げて、一種の固定化されたものにしています。そして、その公認されたキリスト教組織に順応しようとするなら、だれでもそれを行わなければなりません。また、教会についての観念も、型にはまりきった形式的なものになっています。霊の事柄が固定化された機械的な体制や秩序になってしまいました。そして今や、それが伝統的キリスト教であり、それに同化して、それに合わせて行動するよう命じられます。これがおそらく、霊性に対する最大の障害の一つです。もしこれほど長い歴史がなく、直ちに初めに戻れたなら、状況は実に単純だったでしょう。そして、私たちはもっと早く直接的に真の霊的状態の中に入れたでしょう。しかし、私たちは始終、諸々の事柄というこの大きな重荷に苦労しています。まさにここに突破口が必要です。


  いわゆるキリスト教は本質的に霊的なものであり、地的な体制や組織ではありません。その各部の中には霊的な方法で、命と啓示の方法によって入らなければなりません。模倣と命は全く異なります。ああ、ある事柄を客観的な方法で見ることと、命の中でそれにあずかることとは、なんと異なっていることか！まさにそこに、事物の素晴らしさ、栄光、活力、エネルギー、力が見つかります。あなたはおそらく何年も、神の御言葉の中にある諸々の事柄について、御言葉どおりに語ってきたことでしょう。あなたはそれらを信じ、真理として公言してきました。しかし、何年もそうしてきた末に、突然あなたはそれらが意味するところを理解し、その事柄全体が別の形で臨みました。それ以前のあなたの話、宣べ伝え、信仰は、教理に関しては全く真実であり、全く正しくて正確でした。しかし、それはあなたにどんな影響を及ぼしたでしょう？今やそれはこのように様変わりし、真の喜びと楽しみ、命と興奮をもたらします。これが、命によって、啓示によって、事にあずかることです。言い換えると、それは御霊によって、見ることによって、事にあずかることです。


  その時、エルサレムの他の多くの人々も入ってきて、この赤ん坊を見、おそらく、同じように振る舞えたでしょう。この赤ん坊を抱き上げて、祈りの言葉を唱え、祝福を求め、再び赤ん坊を下して、出て行くこともできたでしょう。そして、それっきりだったでしょう。しかし、この人は御霊によって入ってきて、ある発見をしました。この人の中には、ある霊的器官がありました。そして、彼は普通の人には見えないものに気づきました。「異邦人を照らす光、御民イスラエルの栄光」。シメオンは命によって、啓示によって、中に入りました。言い換えると、彼は御霊によって、あるいは御霊の中で入って来たのです。ご自身の民がこのような類の民になることを、主は必要としておられます。


  これは神の御旨・計画全般、この計画の詳細全般にもあてはまります。ここで自分に対して述べられていることについて、いちいち頭を悩ませるべきではありません。私たちはこれらの事柄の包括的・基本的秘訣を得なければなりません。そうすれば、それはこのような形で成就することがわかるでしょう。もしこのような意味で私たちが霊的になるなら、もし聖霊が生活の中で現実に指揮しておられ、私たちが御霊によって歩いているなら、私たちは必然的に神のすべての御思いの中に入ることになります。ご自身の完全な御思いの中に入る一つの民を主は欲しておられます。それが可能なのは、彼らが外側の体制によって支配されなくなって、聖霊の中で神と共に歩むことの何たるかを学ぶ時だけです。


  この生活はとても壮大な生活です。それは神の偉大な御旨に至ります。私たちはその一部です。私たちは「御旨にしたがって召された者」です。私たちはこの御旨を知りたいと願っています。この御旨の中で自分の占める地位を知りたいと願っています。自分の器官、自分の機能を知りたいと願っています。これはどんな方法によるのでしょう？それらが何かを学ぶことによってではなく、命の中にあることによってです。私たちの人体の働きに関する科学的知識を得るのはとても興味深いことかもしれませんが、生きるのに必要ではありません。生きるなら、人体活動が生じます。次の呼吸をするかどうか考慮する必要はありません。座って、それについて悩む必要はありません。あなたは生きます。他のものはみなそれと結びついており、適切な順序で続きます。適切に呼吸することは、生きることと大いに関係しています。ですから、生きるなら、他のことはみなそれに続きます。これは、「聖霊の中で動き、生きなさい。そうすれば、神の御旨の計画と秩序が、ことごとく後に続きます」の言い換えにすぎません。あなたはその中に入る運命にあり、入らざるをえないのです。


  このようにその目的は、主の民を主と共に歩むように導くことです。主に対して大きく開いており、主と共なる歩みが意味するいっさいのことのために整えられるように導くことです。時としてこれは、二次的性格を帯びた多くのものから離れることを意味します。おそらく、主と共に歩むために、多くの事柄を放棄すること、宗教的な事柄や、広く受け入れられているものさえも放棄することを意味します。それには代価が伴うかもしれません。誤解、孤独、その他の多くのものが伴うかもしれません。しかし、もしあなたが主に対して大きく開いており、他の何ものも問題ではないほどなら、そして、代価がどんなものでも、また、人々があなたのことを巨大なキリスト教体制・宗教的機械の一部と見なしてあなたに何を要求したとしても、神と共に歩むつもりでいるなら、あなたは花が太陽に向かって開くのと同じように自然に、神のあらゆる秘められたみこころの中に入るでしょう。そして、諸々の発見をなし、そこには夢見たこともない意義・可能性・能力・力の広大な領域があることを見いだすでしょう。


  主はそれを私たちの前に広げて示したりはされません。御霊の中を歩む時、私たちはそれを発見するのです。


  信者同士の関係性


  この別の面についての短い御言葉に移ることにします。この面については、コリント人への第一の手紙の十二章で触れられています。


  パウロはエペソ書で教会であるからだについて述べています。「彼のからだである教会」。これは会衆です。主の民のこの会衆は主の油塗られた器であり、主の御旨のためです。個々の信者が御霊を受け、御霊で油塗られるのが真実である一方で、主の油塗られた器であるのはキリストのからだ全体です。これはキリストが一つであるからであり、聖霊はすべての真の信者をキリストの中にもたらし、そうすることによってすべての真の信者を一つとされるからです。なぜなら、キリストは一つであって分けられないからです。言い換えると、これは「この油塗りは、言わば、各部に分配されるわけではない」と言うのと同じです。この油塗りは一つの油塗りです。私たちはみな一つ御霊の中で一つからだへとバプテスマされています。主は諸々の事柄を天からこのように見ておられます。主はこの一つの団体的実体を、一つの油塗りの下にあるものと見なしておられます。これは真の教会は本質的に霊的であることを意味します。なぜなら、教会は内住の聖霊によって構成されているからです。その性質は霊的であり、霊の人について述べたことがみな、神の御心にしたがっている教会にも言えます。これは重要です。それは神が油塗られた器であるこの会衆と密接に関係している実際的価値のためです。


  この第一の実際的価値は命です。私たちが述べようとしていることを裏付ける経験を、あなたは一度もしたことがないかもしれません。それゆえ、今はその重要性がわからないかもしれません。しかし、これをあなたの心に留めてください。なぜなら、もしあなたが主と共に進み続けるつもりなら、あなたはこれと出会い、これを必要とするようになるからです。命は神が油塗られた器であるこの会衆と結びついています。聖霊の交わりの意義を理解してその上に立たなければ――聖霊の交わりとは信者同士の交わりです（聖霊と私たち自身の間の交わりであるだけでなく、すべての信者の間の聖霊の交わりでもあります）――私たちは損なわれるでしょう。こういうわけで、パウロはいわゆる祝祷をコリント人への手紙の最後に置いたのです。どうして彼がそれを最後に置いたのかは明白です。


  「私たちの主イエス・キリストの恵み……」


  これは、コリントで起きていたすべてのことを正すものでした。彼らはなんと知恵を求め、なんと諸々の賜物の問題を最重要視していたことか。次にパウロは十三章に至ります。「たとえ私が人々や御使いたちの異言で語ったとしても、愛がないなら、私は鳴り響く鐘や騒がしいシンバルになってしまいます」。たとえ私がこれらの賜物――預言、信仰等々――を持っていたとしても、愛がないなら――何だというのでしょう？大事なのは賜物ではなく、恵みです。そこで彼は「私たちの主イエス・キリストの恵み……」と結論付けました。


  「……神の愛……」


  そこには多くの分派があります。ある人は「私はパウロにつく」と言い、別の人は「私はアポロにつく」と言い、また別の人は「私はペテロにつく」と言います。原因は私です。パウロは「神の愛」について語ります。


  「……聖霊の交わり……」


  あなたたちはみな六章と七章の状況にあります。ある人は、世人の前で、同じ会衆の別の人を訴えます。これは決して聖霊の交わりではありません。そこでパウロは言います、「……聖霊の交わりがあなたたち一同と共にありますように」。


  これはそれよりももっと簡単な方法で試せます。あなたがへとへとで、疲れ切り、落胆している時、一時間のあいだ主の民に加わるなら、どうなるでしょう？その日を新たに始めることができるのです！それはあなたにとって命を意味します。それは霊の命です。それは主の定めであり、命は霊的な会衆と結びついています。なぜなら、それは主が油塗られた器だからです。悪魔の最大の狙いの一つは、主の民の命を損なうことです。それは彼らを散らし、分離・孤立させることによってです。これは次のことを意味します。主が二人または三人、もし可能ならさらに多くの人を得られるとき（最低限は二人です）、個人の力よりも強い力が生じるのです。


  満ち満ちた豊かさはこの会衆と結びついています。聖霊の中にある、現実の、生き生きとした、霊的な会衆を得るとき、なんという拡大があることでしょう。光の中で、命の中で、なんと主が増し加わることでしょう。孤立、分離には、なんという制限の危険性があることでしょう。


  均衡と釣り合いの問題


  集会生活における主の民の交わりに関して、もう一つとても重要な問題があります。それは釣り合いの問題です。孤立や分離は、通常、不均衡な状態、釣り合いの欠如、何らかの極端さという結果になります。それは危険なものであり、正しくないものです。交わりを保つなら、均衡は保たれます。私たちは、互いに安全であるために、均衡・釣り合いを保つために、互いを必要とします。霊的な民が均衡の崩れた状態になる危険性に陥る時、主の矯正手段は、神の他の子供たちに対する調整を新たにさせることです。それは交わりの真価を認めて、それを享受するようになるためです。


  これは、集会生活の背後、主の民の実際的関係の背後には、途方もない重要性と意義を持つ、天的な、永遠の、霊的事柄があることを、なんと示していることでしょう。主は、ただそのためだけに何かを行うことは決してなく、常に何か他の重要な決定的関心によって支配されておられます。会衆には多くの肢体がいるので、キリストの度量も大きくなることは明らかです。


  聖霊がペンテコステの日に臨まれた時、その直接的結果の一つは、彼らが交わりの中に居続けたことでした。交わりは聖霊の結果です。その結果は命です。アナニヤとサッピラはこの交わりの原則を破ったので死にました。死はその方面にあります。命は交わりの中にあります。それは力であり、満ち満ちています。御霊が降臨された最初の時、これらの印がみなそこにありました。均衡と釣り合いが取れていました。それは、肢体たちが共にいたおかげで、キリストの度量が広がっていたからです。


  これはまさに、油塗りの度量の拡大を意味します。私たちが個人的に知ることができるのは、油塗りのほんの少しの度量だけです。しかし、私たちが一緒になるとき、この度量は増し加わることがわかります。油塗りは主ご自身の臨在です。油塗りは神ご自身が来臨されることであり、神がご自身をお委ねになることです。こういうわけで、「二人または三人が共に集められている所には、わたしもそこにいます……」と記されています。


  これにより数々の疑問が生じるかもしれませんが、私たちは今、御霊による生活の諸々の法則を据えているところです。その結果をあなたは証明しなければなりません。もし主と共に進み続けるなら、もし霊的であるなら、もし御霊によって導かれているなら、もし御霊によって中に入りつつあるなら、もし生活が全く御霊に明け渡されているなら、あなたはこれに達するでしょう。それは遅々としたものかもしれませんし、あるいは、あなたはその中に飛び込むかもしれません。いずれにせよ、あなたは必ずこれに達することになります。これが神の御言葉の背後にあるものです。それは天的で永遠のものです。内的意義を持たないたんなる外側の形式とは、なんと異なっていることでしょう。


  どうか主が御言葉に関して私たちの心を守ってくださいますように。


  



  第七章 神の究極的御旨に対する御霊による生活の関係


  



  聖書朗読：へブル一・一～三、二・五～十二、三・一～二、七～八


  



  このへブル人への手紙の重要性はますます増していくように思われます。これは私たちが持っている最も重要なものの一つである、としばしば私は思います。ここにいくつかの句を挙げてあります。これらの句はこの手紙に対する鍵です。それだけでなく、この手紙よりも遥かに重要なものに対する鍵でもあります。


  二章五節に「私たちが語る来るべき世界」とあります。あるいは、さらに直訳すると、「私たちが語っている」です。その途方もない意味に感銘を受けないでしょうか？「あなたは何を考えているのですか、どうしてこれを書いたのですか、あなたの記述全体を支配しているものは何ですか」と尋ねるなら、使徒は「私たちが語る（私たちが語っている）来るべき世界です」と言うでしょう。この手紙に記されていることはみな、これと関係しています。それは私たちに、来るべき世界――神はこれに御心を定めておられます――だけでなく、その世界の統治権をも確保するための、神の方法と手段をすべて示しています。ですから、この手紙で述べられているのは、来るべき世界の主権についてであり、この手紙によると、私たちはこの神の御旨と関係しているのです。


  これを分解して、生じるいくつかの点について見ることにします。


  神の当初の御旨


  これは一章と二章に明確に示されています。神は特別な構想を持っておられました。それは、人を造ってご自身の思想を表現させること、つまり、人に被造物に対する支配権を持たせることでした。「人は何者なので、あなたはこれを御心に留められるのですか？人の子は何者なので、あなたはこれを顧みられるのですか？」。この後半の句は、さらに直訳すると、「あなたはこれに言及されるのですか」となります。「あなたは、少しの間、彼を御使いたちよりも低いものとされました。あなたは彼に栄光と尊貴の冠を与え、御手のわざの上に立てられました。あなたは万物をその足の下に服従させられました」。これが神の意図でした。これが神の永遠の御旨の中に含まれていました。すなわち、人に被造物、世界に対する主権を持たせることです。これが神の当初の御旨でした。


  次に、堕落という大きな悲劇が起きます。人は神の御旨の完全な基準に決して到達できません。人はそれに取りかかりましたが、その最初の段階で堕落して、保持していた地位だけでなく、保持するはずだった地位をも失いました。私たちは、人の堕落とそれに伴うすべての結果に直面しています。こういうわけで、この手紙が次に示すのは、当初の意図・御旨の実現です。


  当初の意図・御旨の実現


  これは（１）御子の受肉、（２）御子の償い・贖いの御業という手段によって実現されます。「神は（中略）この終わりの時には、御子にあって私たちに語られました。（中略）御子は罪の清めを成し終えてから、高き所におられる大能者の右に座られました」。神は御子にあって当初の御旨を実現されます。


  そこで使徒は言います、「しかし、人自身に関するかぎり、万物が人の足元にあるのを私たちは見ていません。神の当初の御旨が人において実現されるのを私たちは見ていません。ただ、人なる御方、神の御子、神の御子であり人の子でもある御方が、死の苦しみにより、栄光と尊貴を冠として与えられたのを見ています。また、代表者である彼に関するかぎり、万物が彼の足元にあるのを見ています」。「わたしがあなたの敵をあなたの足台とするまで、わたしの右に座していなさい」。これは御子に対して述べられています。「私たちはイエスを見ています」。この受肉の称号、人の子の称号は、常にこの神聖なパースンの人性と関係しており、それがここで用いられています。ですから、第二に、この当初の御旨がキリストにあって受肉と十字架を通して実現されたことがわかります。


  次に生じる第三の点は、子らの天的召しと協力関係です。


  子らの天的召しと協力関係


  「ですから、聖なる兄弟たち、天の召しにあずかっている者たち（天の召しにおける協力者たち）よ。私たちの告白する使徒また大祭司のことを、よくよく考えなさい」。使徒は後ほど言います、「もし私たちが最初の確信を最後までしっかりと保つなら、私たちはキリストと共にあずかる者となるのです」（改定訳、欄外）。これは、キリストとの交わりの中で来るべき世界を支配する主権を意味します。この主権は、来るべき地に対するものだけではありません。裁きによって追放・一掃されて居場所をなくすことなくその世界にいるのは良いことであり、素晴らしいことです。しかし、この御言葉が述べているのは、それだけではありません。その世界を統治することをも述べているのです。これは、さらに優ったものです。そこにいる人がみな、統治するわけではありません。来るべき世界を統治するために召し出されるのは、この特定の経綸の人々です。その世界を統治する手段となるのは教会です。キリストが統治を遂行されるのは、彼のからだを通してです。火による清め・刷新・清算の後、新しい天にいて新しい地と関係を持つのと、来るべき新しい地にいるだけなのとでは、違いがあるのです。罪が人類の中に入り込んで人類を混乱させただけでなく、宇宙は大きな騒乱状態にあること、そのため、この宇宙におけるこの世界の立場も狂ってしまったことは、明白であるように思われます。空中の権を持つひとりの君がいて、大気圏と大きな関係にあります。これはみな取り除かれます。新しい天と新しい地が到来します。その新しい地は素晴らしい地でしょう。そこには諸国民がいるでしょう。しかし、そこには天の都、新しいエルサレムがある、とさらに告げられています。これは比喩的表現にほかなりません。それは教会の絵図であり、諸国民はその光の中を歩みます。それが見せているのは、この都の行政です。


  これが天の召しです。エペソ書とピリピ書を書いた時点で、使徒パウロはたんなる救いよりも優るものの存在を十分な形で見るようになっていたようです。一つの節だけ思い出すことにします。ピリピ人への手紙第三章のよく知られている節です。「後ろにあるものを忘れて、前にあるものに向かって身を伸ばしつつ、キリスト・イエスにあって上に召してくださった神の賞を得るために、目標に向かって進み続けています」。自分の救いを確保するために何かをする必要はパウロには全くありませんでした。彼は、来るべき世界の住人になることよりも優ったものを垣間見たのです。彼はキリストとの御座における合一を見ました。「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座に座らせよう」。これが教会の召しであり、ここで天の召しが意味しているものです。


  使徒は、自分が言わんとしていることを説明するために、一つの歴史的出来事を示します。彼は私たちを荒野におけるイスラエルに、良き地に入ることに失敗したあの世代に連れ戻します。そして、彼らに成就した警告の言葉を思い起こさせます。「ですから、聖霊も仰せられるように、『今日、御声を聞いたなら、神を怒らせた時のように、荒野における誘惑の日のように、あなたたちの心をかたくなにしてはならない。あなたたちの先祖たちは、そこでわたしを試みためし、しかも四十年のあいだわたしのわざを見た。こういうわけで、わたしはこの世代を嫌悪して言った。（中略）わたしが激怒して誓ったように、彼らを決してわたしの安息に入らせない』」。その世代は過ぎ去り、次の世代が良き地を得ました。その地の人々は彼らに服しました。これに使徒は絵図という手段で言及しているのです。来るべき世界は、今日この天の召しに召されつつある人々の支配下に置かれます。主は仰せられます、「あなたにはわたしの声が聞こえますか？聞こえるなら、あなたの心をかたくなにして、わたしの意図を見失ってはなりません」。神の意図は来るべき世界の主権です。ですから、これが、この召しとこの御声の意味であり、キリストとの協力関係の意味です。


  子らの訓練


  この御旨とこの召しに関連して、この手紙に次に現れる点は子らの訓練です。この召しは子たる身分によって実現されることになりますから、もし子たる身分に到達したければ、訓練を受けなければなりません。こういうわけで、使徒は子たる身分を基調として手紙を始め、その音色を何度も響き渡らせ、これに関連する「兄弟たち」という言葉に繰り返し言及し、その後、十字架の偉大な贖いの過程、償いの御業、祭司の働きについて述べて、人の贖い――それは人が神の当初の御旨に立ち返れるようになるためです――に関連するすべての点を取り扱った後、十二章に到達し、子たる身分の問題をその訓練に関して取り上げます。ここでは、あなたたちは子として取り扱われており、「これはあまりにもたいへんな訓練、懲らしめであり、あまりにも奇妙な経験、試練である」と思いそうになります。しかし、少し待ってください。来るべき世界の主権、キリストとの協力関係、そして栄光と尊さを意味することになるものはみな、懲らしめと訓練によります。主は「受け入れる子をすべて鞭打たれる」とパウロは述べています。これは神の子供としての私たちと関係しているだけでなく、それ以上のことを意味します。ギリシャ語本文ではこの点はとても明確であり、「受け入れるすべての子」（あるいは直訳すると、地位につける）となっています。子（son）は子供（child）よりも優っています。子（son）は家で成年に達した者であり、子供（child）は家に生まれた者です。子たる身分（sonship）に達すると、父親は子（son）を誉れと責任を伴う地位につけます。私たちはだれかのことを「自分の右腕」と言いますが、聖書は「右手の子（son）」について述べています。


  この問題について、使徒はさらに述べています。「懲らしめを耐え忍びなさい。神はあなたたちを子（sons）として取り扱っておられるのです」。これは「主はその愛する者を懲らしめられる」という前の見解に続くものです。それから使徒は続けます、「その上、私たちの肉の父は私たちを矯正するのに、なお彼らを敬うとするなら、なおさら、私たちは私たちの霊の父に服従して、生きるべきではないでしょうか？」。御父は私たちの霊を取り扱っておられます。霊を発達させられた人たち、霊的に成熟に達した人たちが統治することになるのは、来るべき世界においてです。この人々が来るべき世界を治めることになります。これは、御霊による生活と神の究極的御旨との間の関係という私たちの主題の直近に私たちを導きます。問題は霊的教育、霊的発達の問題です。


  子たる身分が人に対する神の御旨を規定する


  さて、これに関連してさらに一、二点言うべきことがあります。第一は、この「子（son）」や「子たる身分（sonship）」という言葉は、人を創造した時に神の御心の中にあったものを私たちのために規定している、ということです。人は人ですが、神がこの特定の御旨のために目指しておられるのは完全な意味における人であり、完全な意味における人が「子（son）」という言葉で示されています。さて、私たちが「神はご自身を代表する者を得ることを望まれた」と述べた時、何を言わんとしていたのか、あなたは理解されたでしょう。神が「われわれのかたちに、われわれの姿に似せて、人を造ろう」と仰せられた時、それは言い換えると、「われわれを代表する者を造ろう」ということだったのです。


  これがどれほど私たちのために様々な方法で物事を解き明かしてくれるのかがわかるでしょう。例として、一人の代表者をどこかの領域、あるいはその領域の一部に遣わすことを考えましょう。その代表者は私たち自身としてそこにいます。彼は物事に関する私たちの思いを持っています。物事に関して私たちに由来する権威を持っています。彼がどう取り扱われるかが、私たちがどう取り扱われるかです。私たちは一つです。これこそまさに、預言者たちに関して旧約聖書中に頻出する、「人の子（Son of man）」という句の意味です。その文脈を見ると、神がご自身の代表者にあって語っておられること、その預言者たちが受けた取り扱いを神はご自身に対する取り扱いと見なされたこと、「人の子」という句はまさに「代表者」を意味することがわかります。神は来るべき世界をひとりの代表者、ひとりの団体的代表者によって統治されます。


  ですから、代表権は子たる身分によります。次のことを覚えておきましょう。子たる身分を得るのは、成熟に達して責任を負うようになる時であり、人の子（man's son）の完全な意味は父親を代表する者ということなのです（これは特にギリシャ人の間でそうでした。彼らはこの句を直ちに理解したでしょう）。私たちは時々、子（son）のことを子供（child）として述べることがありますが、言わんとしていることはわかります。しかし、ギリシャ人の間ではそんなことは決してありえませんでした。父親が成年に達した自分の子（son）のことを子供（child）として述べるのは恥ずべきことだったでしょう。子供は成年に達すると、責任と信頼と誉れを伴う地位に置かれました。なぜなら、今や、成熟した者、完全に成長した者と見なされたからです。幼年期よりも優る子たる身分は、代表権を表しています。神は御子（His Son）にあって代表されており、この御子は多くの子ら（sons）を栄光へと導かれます。子たる身分は、キリストと成熟に達したその肢体たちとを表す包括的言葉になります。彼らは来るべき世界を統治します。


  子たる身分に固有の主権


  この手紙の中にきわめて明確に現れるこのさらなる点があります。それは主権・統治は子たる身分に固有のものであるということです。この二つは同行します。もし私たちが「神が万物の相続者として定められた」神の御子の中にあるなら、「私たちは共同の相続人」です。私たちは神の御子の交わりの中へと召されています。しかし、私たちがその地位を霊的知性、霊的成長、霊的成熟のゆえに得られるようになるために、彼は私たちと共に働いておられます。この手紙を読み通せば、嗣業や相続権といったものは常に子たる身分と関係していることがわかります。


  子たる身分と主権によるこの代表権にも、いくつかの特徴があります。


  第一に、それは復活の立場と関係しています。主イエスは生まれた時から神の御子だった一方で、復活において特に神の御子として定められました。これを使徒は強調してはっきりと述べています。文字どおりには、「聖潔の霊によれば、死者の中からの復活により神の御子として定められた」と彼は述べています。復活の立場は、肉からのものがすべて取り除かれた立場です。復活の立場の上で、子たる身分が視野に入ってきます。ですから、子たる身分は、その中ではすべてが神から発する関係を物語ります。主イエスの生涯が示す子たる身分について見るとき、これはまさに神の御子である彼にあてはまることがわかります。


  これは次の点に導きます。すなわち、子たる身分による代表権は聖霊による、という点です。私たちからのものは何もなく、すべては御霊からです。ここに御霊による生活と神の御旨との関係があります。子（son）はあらゆることで御霊によって支配されている者です。「なぜなら、だれでも神の霊によって導かれている者は、神の子ら（sons of God）だからです」。


  次に三番目の点が来ます。子たる身分と主権によるこの代表権は、神の秩序の中にあります。秩序はここでは大きな問題になります。この神の秩序は、まず、かしらであるキリストへの服従を意味し、そして、私たちの霊の父が私たちを取り扱われるとき彼に服従することを意味します。無秩序とは、もちろん、神の事柄において自分が何らかの形で統治・支配することであり、主が訓練のために自分を取り扱われるのを拒むことです。これは初っ端からすべてを台無しにします。このような状態がはびこっている所では、神は決して御旨を達成できません。


  順応性の必要性


  もう一つの点は、私たちの側に順応性が必要とされることです。これは神にとってとても重要な点です。私たちに順応性はあるでしょうか？神の御言葉の中には、順応性の原則に関する多くの例や絵図があります。使徒は奉仕に関して、「霊の新しさの中で」と述べています。その意味を知っている人がいるとすれば、彼がまさにそうでした。救われる前の昔の時代の彼の霊を見てください。それは個人的支配、個人的敵意の霊でした。しかし今、彼は奉仕についてこのように「霊の新しさの中で」と述べています。パウロはもはや「自己の霊」、タルソのサウロの強い自己意思の中で仕えてはいません。そこには新しい霊があり、彼の奉仕の中に霊の新しさを見ないわけにはいきません。要点は、彼には順応性があったということです。タルソのサウロが自分を低くして、「主よ、あなたはどうされるのでしょう？」と言うまで、主は何もできませんでした。タルソのサウロがかつてそのような心境になったことがあるかどうかは疑わしいです。何度も彼は調整しなければならなかったように思われます。彼はビテニヤに入って行こうとしました。もしタルソのサウロをその立場に置いたなら、彼は行っていたでしょう。そして、だれの導きも求めなかったでしょう。しかし使徒パウロとして、御霊の導きがそれに反対しているのを彼は知りました。それで彼は行きませんでした。さらに、彼はアジアに入ろうと思いましたが、聖霊に禁じられたので行きませんでした。その後、この内なる抑制を彼が意識していることがわかったので、主は別の行路を示されました。パウロはその行路を受け入れました。彼には順応性があったのです。


  例として、十一人の弟子を挙げることもできます。この人々の順応性、彼らが復活の主にどう順応したのかがわかります。彼らは王国に関するとても強い観念を持っていました。そして、最後まで、主が彼らと共におられた時ですら、「主よ、あなたが王国をイスラエルに回復してくださるのは、この時ですか？」と依然として言っていました。彼らは主の返答に立腹して立ち去ったでしょうか？彼らはエルサレムに戻り、先延ばしにして、そこで待ち、その新しい状況に順応しました。


  これが、ヘブル人への手紙とガラテヤ人への手紙全体の中に記されています。それは、新しい立場に順応する一つの事例です。このヘブル人たちはユダヤ教の中で、宮の奉仕の厳格な課程の中で育てられました。今、使徒は彼らに告げます、「キリストは、そこに記されていることをすべて成就されました。キリストがすべての予型の本体として来臨された以上、それらの予型は用済みです。もはや宮も、祭司もありません。もはやいけにえはなく、そのようなものはもはや全く神の眼中にありません。この御方にあって、それはすべて成就されて、除き去られました」。これは、彼らが順応しなければならないことを意味しました。大事なのはもはや地的体系ではなく、天的体系でした。イエスの御名の中に共に集められることが宮でした。いけにえは主イエスの贖いの御業の中に集約されています。同じように祭司職も、天におけるキリストの祭司の働きの中に集約されています。天で彼は絶えず生きていて、とりなしておられます。この問題は、神は私たちと共に何を行えるのか、何を用いられるのか、私たちの順応性によって御旨に至るための自由な道を得ておられるのか、ということに尽きます。


  これはみな、御言葉の中にとても明確に示されています。しかし、私たちに適用される時になると、それはとても実際的な問題になります。主の民の多くは、真理に順応するのを思いとどまります。それはしばしば、自分が「とても重要であり、とても尊いものである」と見なしてきたものとの断絶を意味します。結局のところ、それは自分の思い込みだったことがわかります。神の目から見ると、それは自分が思っていたような地位を全く占めていなかったのです。そのため、それを後ろに残していかなければなりません。それよりもさらに高く、さらに完全なものに、さらに霊的で天的な観念に、私たちは順応しなければなりません。


  このヘブル人信者たちにとって問題だったのは、新しい状況に適応するには、エルサレムの宮はもはや神の眼中にはないことを理解して、それを過去のものとして視界から去らせなければならないことでした。その奉仕は今や、すべて終わらされて、キリストの中に集約されています。したがって、彼らにとって、宮とそのすべての奉仕は終わったのです。彼らがそれから離れるとき、何が起きるでしょう？ユダヤ人社会全体が、背教者である彼らに反対するでしょう。ですから、使徒パウロはこの問題を提起して、「ですから、そしりを耐え忍びつつ、宿営を出て、彼のみもとに行こうではありませんか」と言います。起きるのはこういうことでしょうか？その代価はこれなのでしょうか？宿営を出ることをそれは意味するのでしょうか？どんな宿営でしょう？おそらく、広く受容・認知されている宗教規定という宿営でしょう。彼らはそしられるでしょう。どんなそしりでしょう？彼のそしりです。私たちには順応性があるでしょうか？もし代価のゆえに立ち止まるなら、私たちに順応性はありません。そして、もし順応性がなければ、神は目標に達することができません。神の目標は来るべき世界に対する主権です。


  私たちの召しがわかります。その召しに到達するのに何が必要かわかります。そして、この偉大な包括的事柄、すなわち、御霊による生活、聖霊の統治下にある生活がわかります。ああ、この偉大な目標、この経綸を支配している御旨の光は、なんという促しと励ましを与えてくれることでしょう。その御旨とは、すなわち、諸国民の中から一つのからだを確保して、そのからだに属さない贖われた諸国民を統治させ、来るべき世界を支配させることです。


  これをもっとよく調べて、これが正しいかどうかを確認してください。きっと、これこそ天の召しであることがわかるでしょう。


  



  第八章 団体的器


  



  聖書朗読：ローマ十二・三～八、一コリント十二・四～七、エペソ一・二二～二三、四・十五～十六、コロサイ一・十八、二・十九、一テモテ四・十四、二テモテ一・六


  



  前の黙想に続けて、その別の面つまり団体的な面について、述べるべきことが残っています。それは、教会に関する神の究極的御旨に対する御霊による生活の関係です。御言葉が示していることを理解するなら、私たちが述べたことは個人的なものだけでなく団体的なものでもあることがわかります。


  教会には二つの称号・名称があります。私が思うに、それらは数々の名称の中で最高のものです。第一は、一コリント十二・十二にある「そのキリスト（the Christ）」です。この節を読むとき定冠詞を維持しなければなりません。「体が一つであるように（中略）そのキリストもそうだからです」。これは教会の最高の名称のように思われます。もう一つはエペソ二・十五にある「新しい人」です。これらは両方とも、「彼のからだである教会」という別の名称によって示されています。パウロが意味するところによると、このからだは団体的に表されたキリストです。また、それは「一人の新しい人」です。


  この二つの名称――「そのキリスト」と「一人の新しい人」――は、代表権という観念全般を示しています。しかも、それは今やここでは、もっぱら団体的なものとして示されています。私たちは個々の信者の中におられる子たる身分の御霊について多く述べてきました。しかし、それよりも遥かに完全な意味で、子たる身分の御霊は教会の中におられます。私たちが一つからだの中へとバプテスマされたのは一つ御霊の中でであり（一つ御霊によってではありません）、子たる身分の御霊の中でです。


  これは、個人がからだの中でからだに服することの重要性を意味します。使徒が「私に与えられた恵みにより、私はすべての人に勧めます。各人は思うべき限度を超えて思い上がってはなりません。私たちは互いに肢体だからです」と述べた時、彼はこれに導いていたのです。一つのからだがあり、私たちは互いに肢体です。そして、個人をこのからだに優るもの、それ自身に意味があるものとして、このからだよりも重視してはなりません。使徒が明確にしているように、個々の信者は重要であり、とても重要なのですが、この個人の重要性が突出してはなりません。


  これは私たちを、神の御言葉の中に示されている、キリストのからだの偉大な真理のもう一つの決定的な面に導きます。それは、聖霊とからだの中の秩序です。


  聖霊とからだの中の秩序


  聖霊によるパウロのこれらの書を、そこに見られる事実という光に照らして、あるいは、それらに出会う状態という光に照らして読むとき、息を飲まずにはいられません。このからだに関してパウロが持っているのは、驚くべきビジョンです。それらを読む時、これらの事柄から一歩下がって見さえするなら、これは驚くべきことであるか不可能であるかのいずれかであると感じるでしょう。多くの人は降参して後者の結論に至りました。


  パウロはここで教会、キリストのからだを、次の二つの特徴と共に示しています。すなわち、すでに完全であって、すでに機能しているものとして示しているのです。彼は現在形で語ります。「からだ全体が、しっかりと組み合わされ結び合わされ（中略）増し加わっていきます」。このからだは一つです。彼は教会について、まるでそれがいつの日かしっかりと組み合わされることになるかのようには述べていません。彼は教会について、すでに完全なものとして述べており、さらに注目すべきことに、今すでに機能しているものとして述べています。「このかしらから（中略）からだ全体が、しっかりと組み合わされ、結び合わされ（中略）増し加わっていきます」。あなたはこれに息を飲み、幾つかの問いを発して、それに関する結論に至らざるをえません。実際のところ、私たちが目にしているように、このからだはしっかりと組み合わされていません。それは混乱の中にあり、無秩序の中にあります。このように調整されているもの、このように関係しあっているもの、このように完全に組み合わされているものの表れである、と言えるものに出くわすことは、稀にしかありません。それとは反対のものに遥かに多く出くわします。完全に組み合わされている二人の人を見つけるのはほとんど困難です。それでもパウロは、そのようなものであるからだ全体について語ります。私たちはそれについて、「理想論であって、不可能だ！」と言います。私たちの見るところ、それは確かにそうではありません。パウロはこれらの言葉を数百年前に記しました。まるで教会は当時そのような状態だったかのようです。そして、パウロ自身の時代の状態を見て、コリント人とガラテヤ人への手紙を読みさえすれば、彼の観念と現実の矛盾した状態とは異なることがわかります。


  それは不可能なことではありません。もしパウロが見たとおりにそれを見るなら、きっと私たちも同じ事を言うでしょう。キリストのからだである教会についてパウロが見たのは、明らかに霊的なものであって、時間に属するものではありませんでした。彼は教会を下からではなく上から見ました。彼が見ていたのは信者たちの人間的な面ではなく、争いや軋轢を生じさせる信者に関する面でもありません。適応性、交わり、一体性の破れや欠如を見ていたのでもありません。彼はその内なる関係性を見ていたのです。


  これは説明するのが最も難しいことの一つです。私たちはそれを理解できますし、パウロが言わんとしたこともわかります。そこにそれに対する鍵があります。その鍵とは、キリストは一つであるということです。キリストの中に争い、軋轢、分裂、分派はなく、あるのは完全に調和のとれた、秩序ある命です。キリストの霊である聖霊――それゆえ聖霊はキリストであるものと完全に一つです――は、キリストをそのすべての肢体に分配されます。彼ら自身がどのような者なのかということと、キリストが彼らの中でどのような者なのかということとは、別問題です。キリストは、私たちの人性のこのすべての争いの中に入って来られますが、それによってその性質を帯びたりはされませんし、ご自身の完全な調和と一体性を失ったりもされません。私たちの内におられるキリストからのものが、一つの方法で、一つの目的をもって、一つの事を成し遂げつつあります。明確に定められた計画をなしつつあります。それは完全に一つであり、完全に関係しあっています。あなたに与えられているのはキリストの一つの面、一つの特徴であり、他方、私には別の特徴が与えられており、三番目の人にはまた別の特徴が与えられています。しかし、これらの特徴すべてが一人の完全な人を構成しており、この目標のために必要です。もし私たちが御霊の中に生きているなら、もし私たちの生活が御霊の中にあるなら、私たち自身がどうであれ、私たち全員を通してキリストのあの完全な一つが存在することになります。すなわち、キリストからの何かが一人一人の中に働くことになります。それは、他のすべての者たちの内におられる彼と関係しているものであり、キリストを完全に表現します。


  これがパウロの見たものであり、私たちが見るべきものです。そうやって使徒はコリントの状況を調べました。ある人は「私はパウロにつく！」と言い、別の人は「私はアポロにつく！」と言い、また別の人は「私はペテロにつく！」と言いました。パウロは「キリストは分けられたのですか？」と言いました。彼が言わんとしたのは、「それはあなたであって、キリストではない」ということです。あなたは真理を侵害し、現実を毀損しています。現実には、キリストは一つのままです。あなたは自分自身のうちに生きているので矛盾しているのです。しかし、キリストが一つである事実は残ります。このような一連の状況を放棄して、キリストの立場の上に来るなら、あなたはこの偉大な事実の中に入るでしょう。


  ですから、パウロは、私たちが見ているもの、つまり、私たちが教会・キリストのからだ・主の民と思っているものを、まるで天から見ているかのように、すべて透視していたのです。彼は、まるで天から見ているかのように透視して、この事実・この現実を教えました。それは何でしょう？それは、キリストは一つであることです。また、彼はご自身のパースンの様々な特徴や面を御霊によって与えることができるけれども、ご自身を分裂させたりはなさらないことです。彼は一つのままです。そして、この一つは私たちが自覚している以上に深いのです。たとえ神の子供である私たちが分かれて互いに敵対しあっていたとしても、キリストのこの一つは残ります。


  パウロはそれ以上のものを見ました。彼はそれが機能しているのを見ました。この事実を認識・理解して、彼は注目すべきことを言いました。それは、この事実がそのからだにおいて可能なかぎり完全に表現されるようになるためです。この事実は一つのことであり、その表現は別のことです。この事実に対する責任は私たちにはありません。私たちはこの事実を造り出すことも変えることもできません。この宇宙の何物も、キリストが一つであるこの事実を変えることはできません。キリストを分解、分割、解体して、相争う断片にできるものは、何もありません。何物もそうすることはできません。かしらは天におられ、この宇宙のあらゆる分裂的力に対する普遍的勝利の力を帯びておられます。そして、何物もキリストのこの絶対的一つに触れることはできません。あなたと私は、たとえキリストの肢体であっても、熾烈に争うかもしれませんが、この一つという事実は変わりません。その顕現、その表現は別の問題であり、そこから私たちの責任が始まります。パウロはあのように、この一つという背景となる現実・事実を見ていたので、私たちの責任に関する事柄を述べないわけにはいきませんでした。私たちはそれらの事柄を考慮しなければなりません。それは、この事実が私たちの間で可能なかぎり明確な事実となるためです。つまり、この事実を私たちの中で機能させるためです。


  これらの事柄のいくつかに触れることにします。この問題の重要性に、あなたは十分気づいており、意識しておられるでしょう。これは偉大な主題、偉大な思想に関する教えの提示であるだけではありません。神の究極的御旨がこの宇宙で表されること、神が人の姿で表現されることと関係しているのです。これが私たちの使命であり、私たちの存在はこのためです。これを認識しないかぎり、私たちは自分の使命を見失っています。神は私たちの存在を御子のかたちに同形化されつつあり、この宇宙の中に一人の団体的な人――それは完全に表現されたキリストです――を生み出されつつありますが、この神の御旨を理解しないかぎり、神が何をしておられるのか、また、なぜ神はこのように私たちを取り扱っておられるのか、私たちは適切に知ることも理解することもできません。


  増し加わりに必要不可欠な秩序


  第一に、このからだ（もしよければ、この団体的な意味で「新しい人」という言葉を使うこともできます）は、秩序を通して成長し、増し加わります。


  使徒はこれを明確にしています。それが成長するのは、このからだがしっかりと組み合わされる時です。それは神の増し加わりと共に増し加わります。それは、しっかりと組み合わされて、すべての関節がその度量に応じて働くことに基づきます。ですから、秩序・成長・増し加わりは、この秩序によります。肉体の比喩に再び向かうまでもありません。使徒がキリストのからだについて記した時、彼の念頭には肉体がありました。体の中に秩序だった状態――使徒はそれをしっかりとした組み合わせと称しています――がなければ、体は決して成長・発達しません。これは確かにそうです。


  素晴らしいことに、主はこの物理的世界の諸々の物を、その場所がその用途に最も合うように創造されました。私たちの肢体が別の配置をしていたと想像してみてください。そうだったら、なんと不便だったことでしょう。面白おかしくしたいわけではなく、この問題を単純化して、原則を明確にしたいのですが、仮に親指が手の反対側にあって、そのような手で作業して、外側の物をつかまなければならないとしましょう。いびつな物を取ろうとするたびに、どんなに大変かがすぐにわかります。さて、主には一つの秩序があります。その秩序が受け入れられて機能しているなら、最大の増し加わりという結果になります。この秩序は神の御旨を断固として実現しようとします。障害のある体では肉体的可能性を実現できないように、神の秩序がなければ私たちは神の御旨を実現できません。


  この秩序の包括的要素はキリストの頭首権と、当然ながら、私たちがそれを保持することです。「かしらにしっかりと結びつきなさい。この方から、からだ全体は供給を受け……」。キリストの頭首権と私たちがそれに結びつくこと、これが包括的要素です。すべての器官の中心はかしらである彼です。もしかしらがからだから切り離されるなら、あるいは、何らかの形で機能的に分離されるなら、からだのどの部分も機能できません。かしらとからだの間に何らかの形で神経障害や断絶が生じるなら、全身がおかしくなって機能できなくなります。すべてがかしらの中に集約されています。このようにキリストの頭首権は、彼のからだである教会の秩序にとって必要不可欠なものになります。キリストの頭首権とは、かしらであるキリストから来られる聖霊の統治にほかなりません。


  象徴について述べると、かしらに油が注がれて、次にかしらからからだに流れ下らないかぎり（アロンの頭に注がれた油は彼の衣の裾に流れ下りました）、その機能は発揮されません。ですからここでは、聖霊はかしらの上にあるものとして示されています。それはすべての肢体のためであり、すべての肢体をかしらと一つ油塗りの下とにもたらします。一つ御霊の中で私たちはみな、一つかしらの下で、一つからだの中へとバプテスマされました。なぜなら、この油はこのかしらに与えられているからです。これは聖霊の統治であることがわかります。


  さて、肢体の個々の機能の問題に取り組まなければなりません。その何たるかに関して、私たちは自分自身の機能の問題を最初に取り上げる必要はありません。それは考えるべき最初の問題ではありません。他の人々に対する自分の関係についても同じように、私たちが思い悩むべき問題ではありません。私たちがなすべき第一の事は、聖霊の統治の下に、油塗りの下に来ることです。その統治の結果、秩序が生じます。個人の意志はキリストに服さなければなりません。そして、個人がキリストに服する時、その個人は聖霊によって適切な機能の中に、また、キリストの他のすべての表現との関係の中に導き入れられます。調和はこのような形で生じます。それは自発的です。


  霊的関係と機能の性質


  第二に、キリストの肢体たちは、御言葉の中に示されているように、キリストの一部として機能します。


  キリストのからだの肢体たちは、キリストの一部として機能します。これは、私たちが主に結合されて主と一つ霊であることによります。身体的観念を一掃して、キリストのからだが聖霊によって内住されている新しくされた霊の結合体であることを認識しましょう。これは多くの肉体を結合して教会という名を付けたものではありません。それではたんなる会衆です。私たちを教会にするのは、霊の中で私たちが共に何者であるのかです。信者たちは教会ではありませんし、会衆も教会ではありません。教会は霊的です。なぜなら、教会は霊の結合体だからです。これはまさに、サマリヤの女を取り扱ったときに主が指摘されたことではないでしょうか？「私たちの先祖はこの山で礼拝しましたが、あなたたちは『エルサレムで礼拝しなければならない』と言っています」という彼女の言葉に対して、「真の礼拝者たちが霊と真理の中で父を礼拝するときが来ます」と彼は返答されました。それはサマリヤの宮の問題でも、エルサレムのユダヤ人の宮の問題でもありませんでした。真の礼拝者たちは御父を霊の中で礼拝します。そして、御父はご自身を礼拝するそのような者たちを求めておられます。「神は霊です。神を礼拝する者は、霊と真理の中で礼拝しなければなりません」。事実上、主は、「わたしは宮やすべての外面的組織に取って代わるために来ました。そして教会は今や、わたしが来たことにより、場所や会衆ではなく、霊の結合体なのです」と仰せられました。どこでも二人または三人がわたしの名の中に集められている所には――わたしもそこにやって来て彼らに加わる、ということでしょうか？そうではありません。どういうわけか人々は次のような考えを抱いています。すなわち、二人または三人が共に集まって、「主よ、私たちはあなたの御名の中に共にやって来ました。どうか私たちの間にやって来て、その一員になってください」と述べることが、その意味だと思っています。それはそのようなことを言っているのではありません。それは、その上に主の臨在を要求すべき立場を用意する問題では決してありません。主は、「二人または三人がわたしの名の中に共に集められているところには、わたしもそこにいます」と述べておられます。「すでにわたしを自分の内に住まわせている二人または三人」。これが教会です。それは霊の結合体です。私たちが述べているのは肉体的なものについてではなく、霊的なからだである教会についてです。「主に結合される者は一つ霊です」。これが合一の性質であり、からだの肢体たる身分の性質です。


  キリストの肢体たる身分は、私たちの物理的関係とは別物です。なんと多くの観念を私たちは取り除かなければならないことか。私たちは自分の名前をある特定の教会名簿に書き記して、「自分は教会に加わった」と言います。教会の構成員たる身分は、キリストの肢体たる身分であり、私たちの霊における彼との合一によります。そして、この合一は私たちの霊に内住しておられるキリストによって生じます。この霊は一つの器です。


  さて、前に述べたことに戻ることにします。聖霊は従順な信者にキリストの何らかの能力、すなわち、霊的な能力をお与えになります。これについてしばし考えてください。聖霊は従順な信者たちにキリストの何らかの能力をお与えになります。これが御霊の賜物の意味です。一コリント十二章とエペソ四章についての前の黙想で、その幾つかに言及しました。それですべてを尽くしたわけではありません。なぜなら、キリストの諸々の霊的能力を完全に列挙するのは不可能だからです。しかし、幾つか例があります。


  按手
 （ａ）神によるその取り決め
 （ｂ）その意義


  按手に関して、私たちはテモテへの手紙の二つの御言葉に言及しました。預言により、長老の按手と共に与えられた、彼の内にある賜物について、パウロは述べています。御霊によってある賜物がテモテに与えられました。それは按手の時に授けられました。これは按手が必要なものであることを示しています。なぜなら、これは神の御言葉の中にあるからです。私たちは神の御言葉に対して、自分自身に対して、そして主に対して、全く正直でなければなりません。これらの問題を避けてはなりません。それにはこの按手の問題に目を向ける必要があります。


  按手が意味する第一の点は、一つからだの事実です。新約聖書の中にある按手の例を挙げると、按手は回心者が今や一つからだの肢体であることを認知・承認するものだったことがわかります。その最初の例がサマリヤです。サマリヤ人たちが主に立ち返り、長老の何人かがエルサレムからそこに下って、キリストのこの真の御業を見ました。信じたこの人たちに言及して、御言葉は「彼らは彼らの上に手を置いた」と述べています。まず第一に、これはユダヤ人とサマリヤ人の間における、御霊の素晴らしい勝利です。この人々の関係に関する私たちのすべての知識に照らして見るなら、そうであることがわかります。またこれは、キリストが真の礼拝者――彼らが礼拝するのはサマリヤの山でもエルサレムでもありません――に関してサマリヤの女に語られた御言葉の素晴らしい成就です。重要なのは霊的な証しです。按手で証しされたのは、彼らが一つであるという事実でした。彼らは一つからだ、一つ霊でした。それは、一つからだという事実に真に則していました。次に、信者たちの頭の上に手を置くことは（この文脈に関して私たちは多くの点を飛ばしました。これはみな使徒行伝の八章にあります）、かしらであるキリストの主権、言い換えると、かしらへの肢体の服従を宣言するものでもありました。


  これを明らかにするために、頭首権の問題について聖書全体にわたって詳しく述べる必要があるでしょう。頭首権について述べる時、一方の頭首権は他方における服従の存在を意味することを、主は明確にしておられます。彼は男の例を用いておられます。キリストが教会のかしらであるように、男は女のかしらです。これは、教会はキリストに服すべきことを意味します。そうすれば最大の益が得られます。主の意図は、この秩序によって最高の御旨に到達することでした。この秩序が覆されるなら、何らかの制限が生じます。これはみな、キリストと教会の天的事実を示しています。キリストに対する服従ということでは、女が服従するように男もキリストに服従しなければなりません。会衆の中の女だけでなく男にも、パウロはあることを述べています。それは、会衆の中で男はどう振舞うべきかについてです。女はおおいをかけるべきであり、男はおおいをかけてはなりません。それは天の前における秩序の問題であり、私たちはみなキリストに服従しなければなりません。服従とは、どんな地位にあったとしてもキリストの頭首権に服することを意味します。


  さて、私たちは按手、一つからだの事実、かしらであるキリストへの服従について述べてきました。からだを代表する肢体たち（「長老」はそのような公的団体ではなく、使徒たちの団体も必ずしもそうではないことに注意してください。アナニヤはパウロの上に手を置きましたが、使徒ではありませんでした。彼はダマスコの会衆を代表していました。言えるのはせいぜいこれくらいです。アンテオケに行くと、使徒ではなかった五人の人を見いだします。彼らはその会衆の中で、神の下で霊的責任を負っていたにすぎません。彼らが主に仕えて断食していた時、主は「わたしのためにバルナバとサウロを取り分けて……」と仰せられました）、代表的な肢体たちがテモテの件で祈り、彼の上に手を置いて、一つからだの事実とキリストに対する彼の服従とを認知した時、彼らは御霊によってある特定の方法で祈るよう導かれました。「この若者にある印・特徴を帯びさせてください。主がある特定の方法で彼を資格付けてくださいますように」と彼らは求めました。それは霊感された祈りであり、預言的祈りになりました。後になって、テモテには特定の特徴があることがだれの目にも明らかになりました。「伝道者の働きをしなさい。あなたの務めを完全に果たしなさい」。テモテは伝道者の賜物という特徴を帯びていました。これはどのようにしてそうなったのでしょう？彼らが彼の上に手を置いた時、彼らはそれを祈り求めたのではないでしょうか？それは預言的祈りでした。この祈りの中で、彼の務めが何か、彼の使命が何かを聖霊は示し、彼に資格を与え、そのための賜物を彼に授けられました。ですから、すべての肢体の機能的関係は賜物によります。


  これはキリストのからだにおいてやむことになっていたし、その方法、その証し、その結果についてもそうである、とは私は信じません。それがやむとき、キリストのからだの機能もやまざるをえません。ですから、その証しは継続しなければなりません。また、からだの一体性、キリストの頭首権、祭司たちがキリストのからだの中で機能するのを可能ならしめる聖霊の賜物――これらは信者たちのためにこの証しの中に存続しなければなりません。


  「賜物」という言葉の意味を狭めないようにしましょう。それは三つか四つの事柄に狭められてきました。そして、この真理全体が損なわれてきました。「一つの特定の賜物が聖霊の確かな印であり、その賜物を得ていないなら聖霊を受けていない」と考える人が少しいます。主よ、そういうことから私たちを解放してください。パウロは、ある人々は賜物の中で最も小さなものの一つ（異言のことです）を重んじていたことを、明確に示しています。それよりも重要な他の賜物があります。知恵の賜物、知識の賜物、理解力の賜物、啓示の賜物があります。これらはとてもとても重要な賜物ですが、それらの賜物を公に大々的に用いることはできません。それらは、人々の前で誇示できるものではありません。それらは、静かにしかしとても価値ある方法で働きます。また他の賜物は、全く隠れて働きますが、それでも聖霊の賜物です。


  要点は、聖霊はキリストの何らかの能力をその肢体たちにお与えになるということです。すべての肢体が、キリストの何らかの能力によって機能しなければなりません。霊的能力と身体的能力との間には対応関係があるかもしれません。見る能力がありますが、主は御霊によってある肢体たちをご自身のために見る者たちに構成されます。これは、おそらく、識別力、知覚力ではないでしょうか？皆がこの識別力を持っているわけではありません。ああ、それを得ていない人たちが、自分はそれを持っていると考えて他の人々をあらゆる種類の問題に巻き込む――彼らは識別力を持たずに行動するからです――代わりに、自分はそれを持っていないことを知りますように。この賜物を持っている人々もいます。識別力のない人は、自分よりもよく見えている人々との交わりの中で働く方がいいでしょう。モーセは義父に「私たちと共に来て、私たちの目となってください」と言いました。この例では彼は間違いを犯したと私は思います。しかし同時に、主はご自身の民のために目を必要としておられます。


  体の各部を取り上げて、それに対応する霊的能力を見つけることができます。主が他の人々のために述べておられること等を、他の人々よりも遥かに明確かつ迅速に聞く人々がいます。包括的な要点はこうです。すなわち、キリストの霊的な諸々の能力が御霊によってその肢体たちの間に分配されており、その肢体たちはそれに応じて機能しなければならないのです。その時、からだは成長し、建て上げられます。


  使徒が言うには、私たちはこれらの事実を理解して、霊の中でキリストの機能する肢体に構成される道を歩む必要があるだけでなく、この賜物を守る必要もあります。主はある事のために確かにあなたを霊的に構成されたことを、心に留めてください。それに達しそこなわないように注意してください。それが休眠するのを許さないように気をつけてください。あなたの内にある神の賜物を奮い立たせてください。


  からだを認めること


  使徒が私たちに教えている次の点は、キリストのからだは相互に認めあわなければならないということです。それについてはかなり述べたばかりです。ここでは、それをはっきりと指摘することにします。ここでもまた、冒頭の御言葉がこの点で適切です。「……あなたたち一人一人に言います。思うべき限度を超えて思い上がってはなりません」。もし思い上がるなら、他の肢体たちを無にするか、彼らの占めるべき地位よりも彼らを低くしてしまいます。一つの肢体が状況を支配する時、キリストのからだに大きな害が及びます。主が持つことを願っておられるのは、肢体相互の服従・承認です。ですから、「主を畏れて互いに服従しあいなさい」とペテロは述べています。


  キリストを供給すること


  さらに、互いにキリストを供給しあわなければなりません。私たちはキリストの何かを、キリストを供給するためのキリストの能力を、持っています。つまり、私たちによって供給されるべきキリストの度量を持っています。私たちの任務は、互いにキリストを供給しあうことです。このようにしてからだは成長します。


  私は、ある句を初めて聞いた時のことを忘れません。その句をあなたたちの多くはしばしば聞いてきました。それは一九二五年のアメリカでのことでした。私は、神のある働きをアメリカに建て上げるために大いに用いられた、主のある僕について話していました。私は主のこの僕に関心があり、彼女について知りうることをすべて知りたいと思っていました。私は、彼女の生涯のあいだ彼女ととても親しい関係にあった一人の人に会いました。私は彼から、彼が知っていることをすべて聞こうとしました。彼は彼女の晩年について私に話してくれました。そして、とてもさりげなく、話の流れの中で、彼は「私はよく彼女のところに行って、主の御名の中で彼女に命を供給したものでした」というこの句を用いました。彼はこの句をごくさりげなく述べました。主の御名の中で彼女に命を？当時、それは私にとって新しい観念でした。次に、私の思いは神の御言葉に直ちに立ち返りました。この句を支持する御言葉が何かあるのでしょうか？この句を支持するとても多くの御言葉があることを私は見いだしました。使徒ヨハネが次のように語るのを、あなたは聞いたことがあるでしょう。「だれでも死に至らない罪を犯している兄弟を見たなら、神に願い求めなさい。そうすれば神は、死に至らない罪を犯している人々に、命を与えてくださいます」（一ヨハ五・十六）。これは私たちの務めの一部です。キリストは私たちの命ではないでしょうか？そして私たちは、キリストにあって機能している者として、互いに命を供給しあえるのではないでしょうか？確かにできます。これに私たちは召されています。こうしてからだは成長します。ああ、どうか主が、私たちが死ではなく、さらに多くの命を供給しあえるようにしてくださいますように。


  聖書全巻に照らして見ると、霊的秩序はほとんど軍隊的観念であるように思われます。これは、勝利の問題は秩序と大きな関係にあるからです。例えば、民数記を見ると、軍を秩序づけることが征服と関係していることがわかります。彼らは秩序ある一団として、ラッパの音により進まなければなりませんでした。新約聖書に来ると、私たちは戦いの中にあることがわかります。エペソ人への手紙を見てください。キリストとの一体化を通して、あなたは秩序あるからだの中に、諸々の正しい関係の中に入ります。これは秩序ある一つのまとまりであり、御霊に満たされています。次に、主権者たちや権力者たちとの私たちの戦いが来ます。どうして、これが最後に来るのでしょう？明らかに、もしからだの中に無秩序があるなら、勝利の歩みも、悪の勢力に対する勝利もありえないからです。主は秩序の中にある彼のからだを、正しい関係の中で機能している彼の民を、持たなければなりません。


  すでに述べましたが、この秩序の詳細や方法といった問題全般を取り上げるのは、私たちの分ではありません。しかし、もし私たちが御霊の中で生活するなら、秩序が生じるでしょう。この秩序の諸々の法則が何かを、私たちは理解しなければなりません。それらの法則はすでに示されており、私たちはそれに従順でなければなりません。これは偉大な現実です。この現実は事実であるとパウロは述べています。しかし、彼はまたこうも述べています。すなわち、増し加わり、建造、成長、勝利を実現するには、天然の基礎の上で生活してはならない、と。天然の基礎の上では分裂が生じます。その立場を放棄して、キリストの立場に来なさい。そうすれば、一体性の立場に達します。それは成長、増し加わりを意味します。もはや肉的、赤子ではなくなって、成熟に達します。この秩序はとても重要なものであることを認めてください。もしどこかの地元の会衆が聖霊によって支配されるなら、その集会においてこれが表されるでしょう。そのようなものを得る望みを失ってはなりません。地上の目に見える主の民の不完全で未熟な状態から目を離して、天から見てください。主は天から、進行中のすべての事を見ておられます。主はその肢体たち一人一人の霊的価値を見ておられます。主は各肢体をご自身との関係の中にもたらすことを願っておられます。それは、主が彼らを諸々の状況との接触の中に、彼らが主から得ているものを必要としている人々との接触の中に、導き入れられるようになるためです。


  この問題に関して多くの理解力と光を与えてください、と私たちは主に求める必要があります。


  



  第九章 奉献の雄羊


  



  聖書朗読：レビ八・六、十～十五、二二～二四、三〇


  



  祭司団の聖別には二頭の雄羊が関係していました。全焼の雄羊（十八節）と奉献の雄羊（二二節）です。奉献の雄羊に関して、今回短く述べなければなりません。


  奉献の雄羊――アロンとその子らはその頭の上に手を置くことによってそれと一体化されました――は、御父に対するキリストの生活のあの特別な面を表しています。すなわち、神の御旨に対する献身を表しています――キリストは奉献の雄羊です。「見よ、わたしはあなたの御旨を行うために参りました、ああ、神よ」。「わたしは彼を喜ばせることを常に行っています」。「わたしの食物は、わたしを遣わされた方の御旨を行い、その業を成し遂げることです」。これらの御言葉は、御子と御父との間の内なる関係を示しています。また、彼の人生の原動力を示しています。この原動力が彼を完全に支配していました。御父の御旨を行うことに彼は熱心でした。彼は御父の御旨に全く熱心だったので、「彼らのためにわたしは自分自身をささげます」と言うことができました。


  祭司団を形成していたこの人々は、自分の手を奉献の雄羊の上に置きました。その後、その雄羊はほふられました。そして、その結果生じたその雄羊の血をモーセは取って、右の耳たぶと、右手の親指と、右足の親指に塗りました。その意味は明白ですが、この祭司団が全く主に委ねられたこと、主によってのみ治められることを意味しました。第一に、彼らは主が仰せられたことによってのみ支配されるべきでした。第二に、彼らのなすべきことはみな、主の指示によって支配されなければなりません――手は奉仕の象徴です。働きは主の御旨の支配下に完全になければなりません。第三に、足、足の親指は、動き、往来はすべて神の御旨の中になければならないことを物語っています。奉献の雄羊の血がすべてを支配しました。


  これはみなよく知られており、理解されています。しかし、私たちが生きているこのような時、それは私たちに対して特別に適用されなければなりません。主はこの一連の黙想で多くのことを私たちに語ってくださいました。私たちの関心は、この奉献の雄羊の意義にあります。私たちは表明・啓示された神の御旨に耳を傾けなければなりません。手をささげて、神のその御旨を自分の一生の仕事としなければなりません。そして、自分の歩みと、自分の進路をささげて、今から後、この御旨の道が知らされたら、直ちにその道の中に入らなければなりません。このような一団を主は持つことを願っておられます。全人格、全生涯が神の御旨の中にある一団を、主は持つことを願っておられます。


  その標準はキリストです。彼が基準です。ここに、主に完全にささげられた雄羊がいます。この雄羊はキリストと、御父に対する彼の徹底的な献身とを物語っています。これを支配している言葉は、「キリストのように」です。命と交わりにおけるキリストとの合一は、御父に対するキリストの献身が私たちの献身の標準・基準でなければならないことを意味します。これは確かに最後までそうです。私たちは心の中で手を伸ばして、言わば彼の頭の上に手を置き、神の御旨に対する彼の献身と一つになって一体化されなければなりません。「彼が私たち全員のために死なれたのは」と使徒は言います。「生きている者たちが、今後、自分自身に生きるのではなく、自分のために死んで復活してくださった方に生きるためです」。私たちはキリストとの一体化について多く語りますが、次のことを理解する必要があります。すなわち、少しも保留せずにキリストは最大の代価を払って最後まで神の御旨にお委ねになりましたが、これが献身の真の基準なのです。「彼がそうであるように、私たちもこの世でそうであるからです」。


  ここに、罪を担う方であるキリストとの一体化以上のことが示されています。罪を担うキリストは、全焼の供え物と罪のための供え物によって、先に示されました。私たちはおそらくとても喜んで、そのような方である彼の頭の上に手を置いたことでしょう。それは一つの事であり、これは別の事です。彼が木の上で私たちの諸々の罪をその身に負ってくださったことを、私たちは喜びます。今、それに続いて、私たちは別の面に来ます。キリストとの一体化の生ける面に来ます。ここで、私たちは神の豊かで完全な御旨を目にします。キリスト、奉献の雄羊である方、私たちの上に振りかけられる彼の血、彼の上に置かれた私たちの手を、私たちは目にします。


  この聖別された祭司団がどれほど、あらゆることで、キリストを物語るものと一つだったのか、つまり祭壇と一つだったのかに注意してください。祭壇の上に振りかけられたのと同じ血が、彼らの上にも振りかけられました（三〇節）。彼らは祭壇と一つであり、十字架と一つでした。モーセは幕屋と民の上に振りかけました。彼らは幕屋と一つであり、神の家と一つでした。彼らは油を塗る霊と一つであり、それによってすべてが一つにされます。この油塗りの油と血が、彼らを含むすべてのものの上に振りかけられました。そして、その油と血がすべて――祭壇、宮、衣、人々――を一つにします。これはすべて、一つの血、一つの御霊のおかげです。これはすべて奉献と呼ばれています。これは、つまり、すべてを主のものにすることです。


  私たちはこれを認めなければなりません。もし私たちが、いかなる意味にせよ、自分自身をキリストにささげたのなら、私たちはキリストに結合されているのです。これには次のような意味があります。すなわち、御父の全き御旨が私たちの生活のあらゆる部分を支配しなければならないのです。これは、私たちは罪から救われるべきであるだけでなく、主に献身するべきでもあるということです。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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